






まえがき

3

年
以
上
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
も
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。
密
閉
・
密
集
・
密
接
し
な
い
「
３
密
回
避
」
が
求
め

ら
れ
る
一
方
で
、
自
然
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
が
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
お
り
、
人
々
の
関
心
が
自
然
に
向
い
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
自
然
豊
か
な
地
方
で
働
く
と
い
う
選
択
も
注
目
さ
れ
、
改
め
て
就
業
先

と
し
て
の
林
業
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
私
た
ち
全
国
の
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
は
、
い

か
に
若
者
た
ち
に
林
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、
仕
事
と
し
て
認
識
し
て
も
ら
え
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
く
か
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
林
業
の
仕
事
の

魅
力
を
伝
え
、
就
業
希
望
者
の
す
そ
野
を
広
げ
、
現
場
で
の
技
術
指
導
等
を
通

じ
て
林
業
教
育
を
支
援
す
る
な
ど
、
私
た
ち
林
研
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
様
々
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
を
支
え
る
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
た
め
、
一

丸
と
な
っ
て
未
来
の
林
業
を
支
え
る
林
業
後
継
者
養
成
事
業
を
推
進
す
る
運
動

を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
林
業
後
継
者
や
将
来
を
担
う
未
来
の
就
業

者
、
新
た
に
林
業
に
就
業
し
た
い
方
々
、
そ
し
て
女
性
に
向
け
た
様
々
な
支
援

活
動
で
す
。

　

昨
年
度
に
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
様
々
な
条
件
の
制
約
は
あ
り
ま
し
た

が
、
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若
い
層
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
林

業
経
営
・
就
業
体
験
、
林
業
技
術
研
修
な
ど
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

地
域
の
林
業
全
般
に
関
わ
る
業
種
に
触
れ
、
就
業
先
の
選
択
の
１
つ
と
し
て
林

業
と
い
う
仕
事
の
魅
力
を
心
に
刻
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
の
林
業
就
業
を
支
援
す
る
活
動
も
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。
体

力
面
で
の
男
女
差
を
考
慮
す
る
な
か
で
、
林
研
グ
ル
ー
プ
の
活
動
か
ら
、
安
全

に
、
無
理
な
く
働
け
る
就
業
環
境
づ
く
り
の
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
男

女
共
通
の
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
寄
与
す
る
成
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
全
国
で
の
支
援
活
動
は
、
私
た
ち
の
仲
間
だ
け
で
実
行
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
や
大
学
等
、
地
域
の
教
育
関
係
者
、
そ
し
て
技

術
指
導
な
ど
を
支
援
す
る
林
業
関
係
者
の
方
々
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
は
じ

め
て
効
果
の
あ
る
活
動
づ
く
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

本
書
は
、
後
継
者
の
育
成
支
援
、
林
業
就
業
促
進
支
援
等
は
も
ち
ろ
ん
、
林

研
グ
ル
ー
プ
等
の
活
動
、
さ
ら
に
は
地
域
の
仕
事
創
出
支
援
に
欠
か
せ
な
い
生

産
技
術
や
流
通
・
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
実
践
事
例
か
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

机
上
で
は
得
ら
れ
な
い
実
践
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ヒ
ン
ト
の
数
々
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
林
業
後
継
者
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

ま
た
、
地
域
の
教
育
機
関
と
も
連
携
し
た
活
動
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
本
書
を
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
書
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ご
苦
労
を
さ
れ
な

が
ら
進
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
林
業
関
係
高
校
・
大
学
校
等
教
育
機
関
、
都

道
府
県
林
業
普
及
指
導
員
、
市
町
村
、
森
林
組
合
、
森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
、

全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
ほ
か
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
３
月

全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

会
長　

齋
藤　

正

２ ま
え
が
き
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械
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声
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な
お
、
大
子
町
林
研
が
活
動
し
て

い
る
大
子
町
は
、
茨
城
県
の
北
西
部

に
位
置
し
、
北
は
福
島
県
、
西
は
栃

木
県
に
接
し
て
い
ま
す
。
町
の
面
積

３
万
２
６
０
０
ha
の
う
ち
森
林
が
約
８

割
を
占
め
、
人
工
林
率
は
69
％
。
八や

溝み
ぞ

杉す
ぎ

が
有
名
で
、
茨
城
県
を
代
表
す
る
林

業
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
唯
一
林
業
を

学
べ
る
清
流
高
校

　

清
流
高
校
は
県
内
で
唯
一
林
業
を
学

べ
る
高
校
で
す
。
大
子
町
の
大
子
第
一

高
等
学
校
、
第
二
高
等
学
校
の
精
神
を

受
け
継
い
で
平
成
16
年
に
開
校
し
ま
し

た
。
森
林
学
科
と
総
合
学
科
の
２
学
科

で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
農
林
科
学
科

（
１
ク
ラ
ス
）と
総
合
学
科（
２
ク
ラ
ス
）

に
再
編
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
林
科
学
科
は
２
年
生
か
ら
、
森

林
・
林
業
を
学
ぶ
森
林
科
学
コ
ー
ス
と

農
業
・
食
品
加
工
を
学
ぶ
農
業
科
学
コ

ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。
こ
の
農
林
科
学

科
の
生
徒
は
、
大
子
町
出
身
者
を
中
心

に
県
中
北
部
や
隣
接
県
か
ら
も
集
ま
っ

て
お
り
、
里
親
制
度
に
よ
り
全
国
か
ら

生
徒
を
募
集
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

大
子
町
林
研
の
戸
辺
洋
一
顧
問

16
年
目
を
迎
え
た

林
業
高
校
生
の
実
習
支
援

　

第
５
波
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
か
な
り

減
っ
て
き
た
10
月
19
、
20
日
の
２
日
間
、

茨
城
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
（
穐あ
き
や
ま山

與よ
い
ち市

会
長
、
以
下
、
県
林

研
）
で
は
、
地
元
の
大だ
い
ご子
町
林
研
グ
ル

ー
プ
（
二ふ
た
か
た方
峰み
ね

一い
ち
ろ
う郎
会
長
、
以
下
、
大

子
町
林
研
）
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、

茨
城
県
立
大
子
清
流
高
等
学
校
（
以
下
、

清
流
高
校
）
の
間
伐
や
高
性
能
林
業
機

械
の
体
験
実
習
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

県
林
研
は
県
内
13
の
林
業
研
究
グ
ル

ー
プ
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

清
流
高
校
へ
の
支
援
は
平
成
18
年
度
か

ら
で
、
今
回
が
16
年
目
に
な
り
ま
す
。

大
子
町
林
研
は
そ
の
会
員
の
大
半
が
こ

の
清
流
高
校
の
卒
業
生
で
、
こ
の
体
験

実
習
は
先
輩
た
ち
が
後
輩
に
直
接
、
林

業
の
仕
事
を
伝
え
る
取
り
組
み
と
言
っ

て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

林
研
の
会
員
数
は
現
在
、
30
代
の
若

手
が
加
わ
っ
た
こ
と
な
ど
で
25
名
に
な

り
ま
し
た
。
主
な
活
動
は
清
流
高
校
の

林
業
体
験
実
習
の
支
援
の
ほ
か
に
、
巡

回
に
よ
る
間
伐
推
進
が
あ
り
ま
す
。

先輩方と生徒たち。
50名を超える間伐実習を終えての集合写真
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は
「
大
子
町
は
昭
和
30
年
頃
に
４
万

人
あ
ま
り
も
い
た
人
口
が
、
今
で
は

１
万
６
０
０
０
人
に
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
高
校
生
も
町
外
の
学
校
に
通
う
生

徒
が
増
え
て
、
母
校
の
林
業
を
学
ぶ
清

流
高
校
の
生
徒
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
状
況
で
す
の
で
、
少
し
で

も
母
校
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
林
業

や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

11
月
下
旬
、
こ
の
体
験
実
習
に
関
わ

っ
た
５
名
の
方
（
県
林
研
の
穐
山
会
長
、

大
子
町
林
研
の
戸
辺
顧
問
、
二
方
会
長
、

清
流
高
校
の
菊
池
教
諭
、
茨
城
県
林
業

技
術
セ
ン
タ
ー
の
松
浦
専
門
技
術
指
導

員
）
に
清
流
高
校
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
穐

山
会
長
を
除
い
た
４
名

が
清
流
高
校
の
Ｏ
Ｂ
で

す
。

林
研
、
高
校
、

県
の
連
携
で
実
習

　

10
月
19
日
、
農
林
科

学
科
の
全
学
年
32
名

（
欠
席
者
４
名
）
を
対

象
に
し
て
、
学
校
が
管

理
す
る
近
く
の
演
習
林

で
間
伐
実
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
伐
倒
、
枝
払

い
、
玉
切
り
、
林

内
集
積
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
目
立
て

等
を
実
践
し
な
が

ら
、「
体
験
を
通

し
て
林
業
の
担
い

手
と
し
て
の
意
識

や
知
識
・
技
術
を

身
に
つ
け
る
」
こ

と
が
目
的
で
す
。

　

こ
の
実
習
に
は

生
徒
た
ち
に
加
え

て
、
清
流
高
校
の

教
諭
、
大
子
町
林
研
の
会
員
、
県
林
研
、

茨
城
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
大
子
林

業
指
導
所
の
方
が
参
加
し
、
総
勢
50
名

を
超
え
る
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
が
全
員
そ
ろ
っ
た
午
前
９
時

半
頃
、
県
林
研
の
穐
山
会
長
の
挨
拶
か

ら
実
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
実
習

地
は
40
〜
50
年
生
の
ス
ギ
林
で
す
。

　

実
習
で
は
、
ま
ず
大
子
町
林
研
の
会

員
が
中
心
に
な
っ
て
伐
倒
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
伐
倒

方
向
の
定
め
方
、
受
け
口
、
追
い
口
の

作
り
方
、
玉
切
り
の
仕
方
な
ど
一
連
の

前列左が県林研の穐山会長、右が大子町林研の戸辺顧問。
後列左が県の松浦指導員、中央が大子町林研の二方会長、
右が清流高校の菊池教諭

作業の手順や安全作業についての説明を聴く

伐倒の姿勢や刃の角度などを直に教わる

午後には目立て作業のレクチャー
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作
業
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
安
全

に
作
業
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
指
導
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
６
班
に
分
か
れ
て
、
生
徒

た
ち
が
実
際
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
い
、

伐
倒
、
枝
払
い
、
玉
切
り
ま
で
の
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
班
別
の
実
習
で

は
林
研
会
員
が
各
班
に
１
、２
名
付
い

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
倒
作
業
は
、

労
働
安
全
衛
生
特
別
教
育
修
了
者
で
あ

る
２
、３
年
生
を
中
心
に
行
い
、
１
年

生
お
よ
び
手
の
空
い
て
い
る
生
徒
は
枝

払
い
や
集
積
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
、３
年
生
は
学
内
で
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
に
触
れ
る
機
会
は
あ
る
も
の
の
、
山

の
現
場
で
扱
う
の
は
年
に
数
回
の
た
め
、

緊
張
し
た
面
持
ち
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
伐
倒
し
た
木
の
枝
払

い
、
玉
切
り
、
集
積
ま
で
を
一
通
り
体

験
し
ま
し
た
。
１
年
生
に
と
っ
て
は
足

場
の
良
く
な
い
山
で
の
初
め
て
の
作
業

と
な
る
た
め
、
１
つ
１
つ
の
動
作
を
考

え
な
が
ら
進
め
て
い
く
の
に
対
し
て
、

３
年
生
は
手
慣
れ
た
様
子
で
伐
倒
か
ら

集
積
ま
で
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
各
班
で
目
立
て
実
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

刃
が
切
れ
な
く
な
る
と
疲
労
も
危
険
も

増
す
の
で
、
目
立
て
は
と
て
も
大
切
な

作
業
の
１
つ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
な
が

ら
指
導
し
ま
し
た
」
と
穐
山
会
長
は
話

し
ま
す
。

大
子
町
森
林
組
合
の
現
場
で

高
性
能
林
業
機
械
の

操
作
実
習

　

間
伐
実
習
翌
日
の
20
日
に
は
、
２
年

生
11
名
を
対
象
に
高
性
能
林
業
機
械
の

操
作
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
場
所
は

大
子
町
林
研
の
戸
辺
顧
問
が
働
い
て
い

る
大
子
町
森
林
組
合

の
現
場
で
す
。

　

現
場
に
そ
ろ
っ
て

い
る
プ
ロ
セ
ッ
サ
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
、
グ
ラ

ッ
プ
ル
に
つ
い
て
、

戸
辺
顧
問
が
そ
れ
ぞ

れ
の
機
械
の
機
能
や

働
き
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
３

班
に
分
か
れ
て
生

徒
た
ち
が
林
業
機

械
の
操
作
を
体
験

し
、
午
後
に
は
生

徒
た
ち
が
自
由
に

機
械
を
選
ん
で
操

作
で
き
る
時
間
が

と
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
指
導
に
は

戸
辺
顧
問
ら
が
当

た
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
に
は
椎
名

琴
絵
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
彼
女
は
３
年

ほ
ど
前
に
森
林
科
学
科
を
卒
業
し
た
Ｏ

Ｇ
で
す
。

　

戸
辺
顧
問
は
「
生
徒
た
ち
は
ゲ
ー
ム

世
代
な
の
で
機
器
類
の
操
作
に
慣
れ
て

い
て
、
高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
で
も

覚
え
が
早
い
で
す
ね
」
と
言
い
ま
す
。

生
の
声
を
聴
き

林
業
関
連
に
進
む

　

清
流
高
校
の
体
験
実
習
へ
の
支
援
は

２
日
間
と
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
時
間

林研会員から機械操作を学ぶ

間伐現場での操作実習
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に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

清
流
高
校
の
菊
池
教
諭
は
「
現
場
の

技
術
に
触
れ
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、

林
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
の
生
の
声

を
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
自
身
が
自

分
の
就
業
す
る
姿
を
具
体
的
に
想
像
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
の
実
習
を
は
る
か
に
超
え
る
実

践
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
、
非
常
に
貴
重

な
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

体
験
実
習
後
の
生
徒
に
よ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
、
実
習
の
お
礼
と
と
も
に
、

「
楽
し
か
っ
た
」「
い
い
経
験
に
な
っ
た
」

「
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

表
は
森
林
科
学
科
・
農
林
科
学
科
の

卒
業
生
の
進
路
先
の
推
移
で
、
林
業
等

に
関
わ
る
も
の
を

列
挙
し
た
も
の
で

す
。
年
度
に
よ
っ

て
生
徒
数
が
増
減

し
、
林
業
関
連
に

進
む
生
徒
も
増
え

た
り
減
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、

毎
年
、
地
元
の
組
合
や
企
業
、
大
学
に

進
ん
で
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
令
和
４
年
３
月
の
農
林
学

科
の
卒
業
予
定
者
は
16
名
。
こ
の
う
ち

森
林
科
学
コ
ー
ス
の
生
徒
が
６
名
、
農

業
科
学
コ
ー
ス
の
生
徒
が
10
名
。
令
和

３
年
11
月
時
点
の
予
定
で
す
が
、
森
林

科
学
コ
ー
ス
の
生
徒
６
名
の
う
ち
５
名

が
地
元
の
木
材
事
業
協
同
組
合
や
重
機

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
進
む
予
定
で
す
。

高
校
で
ド
ロ
ー
ン
の

資
格
取
得
は
全
国
初

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
体
験
実
習
か
ら

話
が
そ
れ
ま
す
が
、
清
流
高
校
で
は
森

林
科
学
コ
ー
ス
の
３
年
生
、
６
名
が
、

10
月
下
旬
に
国
土
交
通
省
認
定
の
ド
ロ

ー
ン
操
縦
士
資
格
「
回
転
翼
３
級
」
の

最
終
試
験
に
臨
み
、
全
員
が
合
格
を
果

た
し
ま
し
た
。
高
校
の
授
業
の
一
環
と

し
て
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
方
法
な
ど
を
学

び
、
資
格
を
取
得
し
た
の
は
全
国
初
の

ケ
ー
ス
で
し
た
。

　

同
校
で
は
令
和
２
年
度
か
ら
、
町
や

林
野
庁
の
協
力
も
得
て
計
32
時
間
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
ド
ロ
ー
ン
教
育

を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

＊
ま
と
め　

編
集
部

写
真
提
供　

 

茨
城
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

・
大
子
清
流
高
等
学
校

ゲーム世代は機器類の操作の覚えが早い

表　森林科学科・農林科学科の卒業生進路先（卒業時点）

（1）進路先は林業等に関わるもの
（2） 平成 31 年 3 月の生徒数（卒業生）は森林科学科。学科再編により翌年度からの生徒

数は農林科学科（森林科学と農業科学の系列）になる。
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デ
ジ
タ
ル
コ
ン
パ
ス
、Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
受
信
機

最
新
Ｉ
Ｔ
技
術
の
山
林
管
理
と
現
場
を
学
ぶ

み
か
も
千
年
の
森
づ
く
り
会﹇
栃
木
県
﹈
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最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
た

山
林
管
理
を
体
験

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
当
初
の
日
程
か
ら
１
ヵ
月

遅
れ
の
10
月
26
日
〜
28
日
の
３
日
間
で

実
施
し
ま
し
た
。
内
容
は
民
間
事
業
体

の
日
常
業
務
の
体
験
を
テ
ー
マ
に
し
た
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
パ
ス
や
高
精
度
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
受
信
機
に
よ
る
測
量
、
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
森
林
情
報
の
取
得
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
に
よ
る
間
伐
体
験
で
す
。
最
新
の

技
術
を
使
っ
た
山
林
管
理
の
実
務
か
ら
、

現
場
で
の
間
伐
体
験
ま
で
を
３
日
間
で

行
い
ま
す
。

　

今
回
参
加
し
た
学
生
は
６
名
。
募
集

チ
ラ
シ
を
掲
示
板
に
掲
載
す
る
と
募
集

人
数
５
名
の
と
こ
ろ
す
ぐ
に
定
員
に
な

り
、
１
名
追
加
の
要
望
が
あ
り
６
名
に

な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

林
業
の「
知
恵
」や「
知
識
」を

次
世
代
に
継
承

　

み
か
も
千
年
の
森
づ
く
り
会
（
湯
澤

有た
も
つ

会
長
、
以
下
、
当
会
）
が
活
動
す

る
佐
野
市
野
上
地
域
は
森
林
率
が
90
％

と
高
く
、
か
つ
て
は
林
業
や
炭
焼
き
を

基
幹
と
す
る
山
仕
事
で
栄
え
た
地
域
で

す
。伐
り
出
さ
れ
た
良
質
な
木
材
は「
み

か
も
材
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
地
域
で
は
長
年
の
木

材
価
格
の
低
下
や
、
高
齢
化
、
過
疎
化

が
進
み
、
林
業
に
対
す
る
関
心
や
意
欲

が
低
下
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

当
会
で
は
地
域
で
課
題
と
な
っ
て
い

る
「
後
継
者
問
題
」「
境
界
問
題
」「
林

業
の
人
材
育
成
」「
古
来
か
ら
の
技
術

の
伝
承
」
を
活
動
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
幅

広
い
職
種
で
構
成
さ
れ
た
林
業
の
経
験

豊
富
な
地
元
の
山
主
が
会
員
と
な
り
、

地
域
林
業
の
活
性
化
に
向
け
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、林
業
の
「
知
恵
」
や
「
知
識
」

を
次
世
代
に
継
承
す
る
後
継
者
育
成
活

動
と
し
て
、
毎
年
、
地
元
の
宇
都
宮
大

学
農
学
部
森
林
科
学
科
の
学
生
を
対
象

と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ドローンで森林の上空から写真を撮影する学生
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デ
ジ
タ
ル
コ
ン
パ
ス
と
高
精
度
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
受
信
機
に
よ
る
測
量
、
ド
ロ
ー
ン
の

操
縦
体
験
と
写
真
測
量
の
実
習
で
す
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
学
生
に

「
出
身
地
」「
大
学
入
学
の
志
望
動
機
」

「
将
来
の
進
路
」
の
内
容
で
自
己
紹
介

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
将
来
の
進
路

で
は
参
加
者
全
員
が
公
務
員
を
志
望
し
、

民
間
会
社
等
の
志
望
者
は
１
人
も
い
な

か
っ
た
の
が
少
し
残
念
で
し
た
。

　

続
い
て
実
習
に
移
る
前
に
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
パ
ス
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
の
仕
組
み

と
機
器
類
の
使
い
方
、
ま
た
ド
ロ
ー
ン

で
は
航
空
法
や
操
縦
時
の
注
意
事
項
、

写
真
測
量
の
技
術
に
つ
い
て
講
義
を
行

い
ま
し
た
。

　

午
後
は
実
習
現
場
に
移
動
し
、
は
じ

め
は
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
パ
ス
の
測
量
実
習

で
す
。
ボ
タ
ン
操
作
で
瞬
時
に
計
測
と

デ
ー
タ
の
記
録
、
計
算
ま
で
が
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
パ
ス
の
測
量
技
術
と
、

大
学
の
授
業
で
学
ん
だ
ポ
ケ
ッ
ト
コ
ン

パ
ス
測
量
と
の
違
い
に
、
学
生
全
員
が

驚
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
体
験
で
す
。

全
員
が
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
す
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
操
作

に
慣
れ
、
思
い
思
い
の
飛
行
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
学
生
た
ち
は
モ
ニ
タ
ー

画
面
に
映
る
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
上
空
か
ら
の
鮮
明
な
森
林
の
映
像
を

確
認
す
る
と
、
林
業
の
現
場
で
ド
ロ
ー

ン
が
大
変
有
用
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で

き
た
よ
う
で
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
に
慣
れ
た
と
こ
ろ

で
、
次
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
写
真
の
撮

影
で
す
。
起
伏
の
あ
る
地
形
で
の
撮
影

方
法
や
注
意
す
る
点
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
手
動
で
の
撮
影
と
自
動
飛
行
に

よ
る
撮
影
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後

会
場
に
戻
り
、
撮
影
し
た
画
像
を
画
像

処
理
ソ
フ
ト
で
オ
ル
ソ
画
像
に
作
成
す

る
手
順
を
説
明
し
、
学
生
が
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
で
画
像
処
理
の
設
定
ま
で
を
行
っ

インターンシップの募集チラシ

ドローンによる写真測量の講義を受ける
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た
後
、
夜
の
間
に
画
像
処
理
を
行
い
ま

し
た
。
ど
ん
な
成
果
が
で
る
か
楽
し
み

で
す
。

画
期
的
！

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
写
真
測
量

か
ら
デ
ー
タ
の
作
成
ま
で

　

２
日
目
は
は
じ
め
に
前
日
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
パ
ス
で
測
量
し
た
測
量
成
果
の
作

成
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
を
処
理

し
、
提
出
用
の
図
面
や
野
帳
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ

用
の
デ
ー
タ
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
測
量
か
ら
デ
ー
タ
の
作
成

ま
で
の
一
連
を
体
験
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
コ

ン
パ
ス
と
比
較
し
て
測
量
や
デ
ー
タ
処

理
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
る
こ
と

や
、
簡
単
に
図
面
が
作
成
で
き
る
こ
と

に
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

　

次
に
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
画
像
か

ら
作
成
し
た
オ
ル
ソ
画
像
か
ら
の
測
量

デ
ー
タ
の
作
成
で
す
。
前
日
に
処
理
し

て
作
成
し
た
オ
ル
ソ
画
像
を
も
と
に
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
測
量
デ
ー
タ
を
作
成
す
る

最
新
の
測
量
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ル
ソ
画
像
の
副
生
成
物
と

し
て
作
成
さ
れ
る
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
パ
ソ

コ
ン
画
面
に
表
示
す
る
と
学
生
の
口
か

ら
思
わ
ず
「
オ
ッ
！
」
と
い
う
声
が
。

学
生
た
ち
が
撮
影
し
た
画
像
が
３
次
元

モ
デ
ル
に
な
り
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
自
由

な
視
点
で
表
示
で
き
る
こ
と
に
衝
撃
を

受
け
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
山
林

管
理
に
は
欠
か
せ
な
い
技
術
で
あ
る
と

理
解
で
き
た
よ
う
で
す
。

高
性
能
林
業
機
械
の

操
縦
体
験
も

　

午
後
は
近
く
の
山
林
で
開
催
さ
れ
て

い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
研
修
会
に

飛
び
入
り
で
参
加
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
林
業
の
推
進
に
欠
か
せ
な
い
シ
ス
テ

ム
を
有
し
た
最
新
の
林
業
機
械
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
県
内
の
林
業
関
係
者
が

大
勢
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
性
能
林
業
機
械
の
操
縦
体
験
で
は

参
加
し
た
学
生
た
ち
が
指
名
さ
れ
、
機

械
メ
ー
カ
ー
の
方
に
操
縦
方
法
を
教
わ

り
な
が
ら
、
採
材
プ
ラ
ン
に
応
じ
た
造

材
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
普
段
大
学

の
実
習
で
も
あ
ま
り
高
性
能
林
業
機
械

を
操
縦
す
る
機
会
は
な
い
の
で
、
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

間
伐
体
験
で

現
場
を
知
る

　

最
終
日
の
３
日
目
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
間
伐
体
験
で
す
。
間
伐
を
行
う
現
場

は
２
０
１
９
年
に
当
会
と
地
元
企
業
、

佐
野
市
、
栃
木
県
の
４
者
で
協
定
を
締

結
し
た
企
業
の
森
づ
く
り
活
動
「
み
よ

し
の
森
」
で
す
。「
み
よ
し
の
森
」
は

佐
野
市
の
市
有
林
で
、
主
に
間
伐
に
よ

る
山
林
の
手
入
れ
と
森
林
環
境
教
育
活

動
を
行
う
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
伐
倒
を
行
う
前
に
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
構
造
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
、
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て
を
講
師

の
指
導
の
も
と
、
学
生
１
人
１
人
が
行

い
ま
し
た
。
次
に
間
伐
の
現
場
に
移
動

し
、
間
伐
す
る

木
の
選
木
で
す
。

「
ど
の
木
を
残

す
？
」「
ど
う

し
て
こ
の
木
を

選
ん
だ
の
？
」、

残
す
木
と
間
伐

す
る
木
の
選
定

方
法
を
ク
イ
ズ

形
式
で
学
生
に

わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
に

よ
る
木
の
伐
倒

で
す
。
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
構
え

方
、
正
確
な
受

け
口
の
入
れ
方
を
細
か
く
指
導
し
な
が

ら
狙
っ
た
方
向
に
伐
倒
を
行
い
ま
し
た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
集
中
し
過
ぎ
て
周
り

の
状
況
が
確
認
で
き
て
い
な
い
時
は
厳

し
く
注
意
し
、
安
全
に
作
業
を
行
う
こ

と
を
徹
底
し
て
指
導
し
ま
し
た
。
最
後

の
作
業
と
し
て
枝
払
い
と
玉
切
り
を
行

い
、
明
る
く
な
っ
た
林
内
を
見
わ
た
す

と
学
生
の
顔
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま

し
た
。
充
実
し
た
３
日
間
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

チェーンソーの目立てについて指導を受ける
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進
路
希
望
へ
の

選
択
肢
は
様
々

現
場
で
学
ぶ
こ
と
で

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

　

大
学
に
募
集
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
ほ
と
ん
ど
が
官
公
庁
で
す
。
当

会
が
実
施
す
る
民
間
事
業
体
の
業
務
体

験
の
目
的
に
は
、
就
職
先
に
は
官
公
庁

や
森
林
組
合
、
素
材
生
産
、
製
材
会
社

だ
け
で
な
く
、
森
林
の
管
理
や
調
査
、

デ
ー
タ
作
成
、
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
行
っ

て
い
る
企
業
な
ど
、
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
林
業
に
関
わ
る
企
業
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

職
業
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
林
業
を
学

ん
だ
学
生
が
多
方
面
で
活
躍
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
実
際
に
は
学
生
の
半
数
以
上
は

公
務
員
に
就
き
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
の
民
間
事
業
体
の
業
務
体
験

が
将
来
の
実
務
で
必
ず
生
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

後
日
、
学
生
か
ら
届
い
た
手
紙
に
は

「
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て

学
校
で
学
ん
だ
技
術
を
活
用
で
き
る
選

択
肢
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
」「
森
林
科
学

科
で
は
公
務
員
の
進
路
を
希
望
す
る
者

が
多
く
、
自
分
も

そ
の
１
人
で
し
た

が
、
今
回
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

機
に
、
企
業
へ
の

就
職
も
進
路
志
望

の
１
つ
と
な
り
ま

し
た
」
な
ど
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

３
日
間
の
短
い
期

間
で
し
た
が
、
参

加
し
た
学
生
た
ち

に
は
、
当
会
の
思

い
が
届
い
た
よ
う

で
す
。
い
た
だ
い

た
手
紙
を
今
後
の

活
動
の
活
力
に
し

て
、
新
た
な
時
代
の
林
業
を
切
り
拓
く

人
材
育
成
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

み
か
も
千
年
の
森
づ
く
り
会

事
務
局　

平
沢
健
次

刈払機の刃の目立ても行った

学生たちと講師役の会員たち。
企業の森「みよしの森」の看板の前で記念撮影
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﹈
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取
り
扱
い
方
法
や
、
受
け
口
・
追
い
口

の
作
り
方
等
の
立
木
の
伐
採
方
法
を
林

業
士
の
皆
さ
ん
が
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

同
科
は
、
前
身
の
木
曽
山
林
高
校
の

林
業
科
か
ら
続
く
林
業
の
伝
統
校
で
す

が
、
現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
農
業
・

食
品
産
業
等
も
併
せ
た
コ
ー
ス
選
択
制

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
林
業
専
門
の

教
員
も
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
そ

こ
で
、
年
に
よ
っ
て
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
の

編
み
方
や
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る

伐
採
・
搬
出
現
場
の
見
学
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
（
今
年
度
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

実
習
を
２
月
に
実
施
す
る
予
定
）。

　

林
大
で
は
、
同
じ
く
林
業
士
の
皆
さ

ん
を
講
師
と
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

用
い
た
伐
倒
・
造
材
の
ほ
か
、
ス
イ
ン

グ
ヤ
ー
ダ
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
用
い
た
搬

出
実
習
の
指
導
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
２
年
生
に
対
し
９
月
に

林
業
後
継
者
育
成
に
向
け
た

高
校
と
大
学
校
へ
の
実
習
支
援

　

木
曽
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
（
以
下
、
協
議
会
）
は
、
地
域
林
業

の
振
興
を
目
的
と
し
て
、
木
曽
地
域
の

林
研
５
団
体
が
集
ま
り
、
会
員
相
互
の

情
報
交
換
・
交
流
・
各
種
研
修
会
の
開

催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
木
曽
ひ
の
き
」
の
産
地
で
あ
る
当

地
域
に
お
い
て
も
、
林
業
後
継
者
不
足

の
問
題
は
深
刻
で
す
。
そ
こ
で
、
協
議

会
で
は
、
同
じ
く
木
曽
地
域
で
活
動

す
る
木
曽
林
業
士
会
（
※
）
と
連
携

し
、
長
野
県
木
曽
青
峰
高
等
学
校
（
以

下
、
青
峰
高
校
）
と
長
野
県
林
業
大
学

校
（
同
、
林
大
）
に
対
し
、
各
種
実
習

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

青
峰
高
校
で
は
、
主
に
森
林
環
境
科

の
２
年
生
に
対
し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

写真１　息を合わせて、搬出作業を行う林大生

※林業士：長野県が地域林業のリーダーとして養成・認定する資格
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伐
倒
・
造
材
・
搬
出
の
実
習
、
11
〜
12

月
に
機
械
の
操
作
の
実
習
指
導
を
行
い

ま
し
た
（
写
真
１
〜
４
）。

　

さ
ら
に
１
〜
２
月
に
か
け
て
、
林
業

コ
ー
ス
選
択
の
２
年
生
７
名
に
対
し
、

造
材
・
搬
出
の
実
習
を
４
日
間
行
う
予

定
で
す
。

青
峰
高
校
生
・
林
大
生
に

実
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

以
上
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度
の
「
多
様
な
担
い
手
育
成
事
業
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
冊
子
で
も
報

告
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
、
毎
年

実
習
後
に
青
峰
高
校
生
・
林
大
生
に
行

っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
（
20

〜
21
頁
参
照
）。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
期
間
は
デ
ー
タ

が
手
元
に
残
っ
て
い
た
平
成
27
年
度
以

降
と
し
ま
し
た
。
前
述
の
通
り
、
年
度

に
よ
っ
て
は
実
施
内
容
に
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
が
あ
り
ま
す
が
、
青
峰
高
校
で
は

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
基
本
的
な
取
り
扱
い
、

林
大
で
は
伐
倒
実
習
は
共
通
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
共

通
内
容
の
実
習
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
集
計
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
実
習
を
受
け
た
青
峰
高
校

の
生
徒
は
延
べ
２
６
０
人
で
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
者
数
は
２
０
０
人
、
林
大
生
の

実
習
受
講
生
は
１
３
９
人
で
回
答
者
数

は
１
３
６
人
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
部
で
７
つ
あ
る
設
問
の
う

ち
、
林
業
関
係
の
就
職
希
望
先
に
関
す

る
設
問
（
Ｑ
４
）
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
選
択
肢
が
一
部
変
更
さ
れ
、
平
成
27

年
度
以
前
と
は
内
容
が
異
な
る
た
め
、

28
年
度
以
降
を
集
計
対
象
と
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
結
果
と
分
析

　

図
１
は
「
入
学
前
に
林
業
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対

す
る
回
答
で
す
が
、「
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
青
峰
高
校

生
で
は
25
％
あ
る
の
に
対
し
、
林
大
生

は
４
割
近
く
を
占
め
ま
す
。
県
内
出
身

者
が
多
く
を
占
め
る
青
峰
高
校
に
対
し
、

林
大
は
県
外
出
身
者
も
多
く
、
比
較
的

林
業
と
は
縁
遠
い
大
都
市
の
出
身
者
も

少
な
く
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
林
大
で
深

く
林
業
を
学
ぶ
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
持

っ
て
い
た
林
業
に
関
す
る
知
識
が
相
対

的
に
少
な
く
感
じ
る
こ
と
な
ど
が
一
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

図
２
は
「
研
修
前
に
、
林
業
に
関

す
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

写真２　林業士の指導で受け口を作る
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か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
す
る
回
答
で

す
。
林
大
で
は「
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」

と
い
う
回
答
は
５
％
程
で
す
が
、
青
峰

高
校
で
は
同
回
答
が
半
数
以
上
を
占
め

ま
す
。
森
林
環
境
科
と
い
っ
て
も
、
農

業
・
食
品
関
連
と
の
複
合
学
科
で
あ
り
、

入
学
時
に
「
林
業
」
を
意
識
し
て
い
る

生
徒
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
青
峰
高
校
で
「
思
っ
て
い

な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
を
し
た
生
徒

の
う
ち
の
３
割
程
は
、
実
習
後
に
「
林

業
に
関
す
る
仕
事
」
に
対
す
る
意
識
が

「
あ
る
程
度
思
っ
た
」
と
前
向
き
に
変

化
し
て
お
り
、「
林
業
」
に
関
心
を
持

つ
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
実
習

を
行
う
こ
と
に
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
表
参
照
）。

　

図
３
は
林
業
関
係
の
就
職
先
に
関
す

る
設
問
で
す
が
、
公
務
員
が
も
っ
と
も

多
く
、
僅
差
で
林
業
会
社
、
森
林
組
合

が
続
く
傾
向
は
青
峰
高
校
・
林
大
と

も
共
通
し
て
い
ま
す
。
強
い
て
言
え
ば
、

木
材
加
工
・
流
通
会
社
が
林
大
で
や
や

多
く
、
造
園
・
土
木
会
社
が
青
峰
高
校

で
や
や
多
い
の
が
両
校
の
特
徴
で
し
ょ

う
か
。
青
峰
高
校
に
は
、
森
林
環
境
科

の
ほ
か
に
木
工
関
連
と
し
て
「
イ
ン
テ

リ
ア
科
」
が
あ
り
、
木
工
に
興
味
が
あ

る
受
験
生
は
森
林
環
境
科
で
な
く
、
そ

ち
ら
を
受
験
で
き
る
こ
と
な
ど
も
影
響

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

図
４
の
「
林
業
に
関
わ
る
仕
事
に
就

き
た
く
な
い
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
図

２
と
同
様
の
特
徴
が
出
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、青
峰
高
校
で
は
「
興
味
が
な
い
」

が
４
割
を
占
め
ま
す
。
こ
う
し
た
方
々

に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
研
修
を
実
施
す
る
目
的
の
１
つ
で
、

実
際
に
林
業
に
興
味
が
出
て
き
て
、
林

業
関
係
の
就
職
や
林
大
を
含
む
林
業
関

係
の
進
学
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ

う
で
す
。

　

図
５
は
「
今
回
の
研
修
は
役
に
立
っ

た
か
？
」、
図
６
は
「
研
修
内
容
は
理

解
で
き
た
か
？
」
と
い
う
設
問
に
対
す

る
回
答
で
す
。
い
ず
れ
も
、（
大
変
・

あ
る
程
度
）「
役
に
立
っ
た
」・「
理
解

で
き
た
」
と
い
う
感
想
が
大
半
を
占
め
、

お
お
む
ね
実
習
の
目
的
は
達
成
し
て
い

る
、
と
言
え
そ
う
で
す
。

今
後
の
課
題
と
展
望

　

青
峰
高
校
で
は
、
２
年
時
か
ら
コ
ー

ス
別
に
別
れ
て
授
業
を
受
け
、
実
習
の

多
く
は
３
年
に
入
っ
て
か
ら
、
と
い
う

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
協
議
会
の
実
習
前

は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
触
っ
た
こ
と
も
な

写真３　伐倒後の様子を観察し、検討する
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い
、
と
い
う
生
徒
も
少
な
く
な
い
よ
う

で
す
。
こ
の
た
め
、
本
稿
の
冒
頭
で
述

べ
た
よ
う
に
、
実
習
の
内
容
も
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
基
礎
的
な
取
り
扱
い
方
法
が

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
集
計
の
対
象
に
は
含

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

実
習
と
は
別
に
ワ
イ
ヤ
ー
加
工
等
の
実

習
を
行
っ
た
際
は
、「
理
解
で
き
な
か

っ
た
」・「
役
に
立
た
な
か
っ
た
」
と
い

う
回
答
が
増
え
る
傾
向
も
認
め
ら
れ
、

短
時
間
・
多
人
数
の
実
習
の
難
し
さ
、

相
手
の
目
的
・
理
解
度
に
応
じ
た
研
修

メ
ニ
ュ
ー
選
択
の
課
題
も
感
じ
ま
す
。

　

他
方
、
林
大
で
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ

ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
積
み
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
り

扱
い
に
は
相
当
の
時
間
を
か
け
て
伐
倒

技
術
を
磨
い
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
競
技
会
に
出
場
し
て
好
成

績
を
収
め
る
よ
う
な
学
生
で
あ
っ
て
も
、

実
際
の
山
林
で
伐
倒
作
業
を
行
う
機
会

は
少
な
い
た
め
、
こ
の
実
習
は
、
実
際

に
山
で
仕
事
を
し
て
い
る
プ
ロ
（
林
業

士
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
伐
倒

体
験
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
、
図
５
、６
に
高
評
価
の

回
答
が
多
い
結
果
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
国
内
で
発

生
・
拡
大
し
て
か
ら
約
２
年
、
い
ま
だ

終
息
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
、
会
員
同

士
、
あ
る
い
は
他
地
域
の
林
研
と
の
交

流
等
も
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

実
習
の
実
施
に
あ
た
っ
て
も
、
学
校
側

と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
等
、
今
ま
で

以
上
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

が
、
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
、
貴

重
な
実
習
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

長
野
県
木
曽
地
域
振
興
局　

林
務
課

写真４　緊張した面持ちで機械の説明を聞き、操作を行う林大生
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林
業
系
へ
の
就
職
を
目
指
す
学
生
、

林
業
伝
統
地
で
製
材
所
見
学
と
伐
倒
体
験

加か

し

も

子
母
優
良
材
生
産
ク
ラ
ブ﹇
岐
阜
県
﹈
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し
た
。

製
材
所
見
学

初
め
て
見
た
無
節
柱

　

11
月
10
日
、森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
・

森
と
木
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
１
年
生
22
名

の
参
加
に
よ
る
林
業
体
験
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
午
前
中
に
製
材

所
見
学
、
昼
食
を
挟
ん
で
午
後
は
伐
倒

体
験
で
す
。

　
「
中
に
入
る
と
機
械
の
音
が
大
き
い

の
で
、
最
初
に
説
明
し
ま
す
ね
」
と
話

江
戸
時
代
か
ら
続
く

林
業
伝
統
地

　

徳
川
尾
張
藩
の
直
轄
地
だ
っ
た
木
曽
。

長
野
県
側
は
「
本ほ

ん
き
そ

木
曽
」、
渓
谷
を
挟

ん
だ
岐
阜
県
側
を
「
裏う
ら
き
そ

木
曽
」、
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
裏
木
曽
三
ケ
村
の
１

つ
、
加
子
母
地
区
に
は
、
当
時
の
山
守

だ
っ
た
内
木
家
が
あ
り
、
保
管
さ
れ
て

い
る
古
文
書
解
読
に
よ
り
、
江
戸
時
代

の
林
業
技
術
や
暮
ら
し
の
解
明
に
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
歴
史
深
い
地

で
生
産
さ
れ
る
東
濃
ヒ
ノ
キ
は
、
伊
勢

神
宮
の
式
年
遷せ
ん
ぐ
う宮

御
用
材
や
、
法
隆
寺

金
堂
、
姫
路
城
な
ど
の
修
復
用
材
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
子
母
優
良
材
生
産
ク
ラ
ブ
（
以
下
、

当
ク
ラ
ブ
）
は
林
業
研
究
会
と
し
て
昭

和
37
年
に
発
足
。
平
成
元
年
に
名
称
を

変
更
し
、
60
年
に
及
ぶ
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
粥か
ゆ
か
わ川
永ひ
さ
よ
し温
会
長
の
も
と
、

26
名
の
会
員
は
、
親
か
ら
子
、
そ
し
て

孫
世
代
へ
と
年
齢
構
成
の
幅
広
さ
が
特

徴
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど
の
活
動
が
中

止
に
な
る
中
、
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
（
以
下
、
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
）
の
学
生
を
対
象
に
し
た
林
業
体

験
研
修
だ
け
は
欠
か
さ
ず
続
け
て
き
ま

製材所に運び込まれた丸太を観察。
丁寧に枝打ちされた東濃ヒノキの木口には、枝の巻き込み痕を
見ることができた

開催の挨拶をする加子母優良材生産クラブ
会員と学生たち
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し
て
く
れ
た
㈱
梅
田
製
材
所
の
梅
田
誠

造
社
長
は
46
歳
。
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ

ー
前
身
の
岐
阜
県
林
業
短
期
大
学
校
出

身
で
す
。

　

当
社
で
は
柱
材
を
中
心
に
長
尺
物
や

横
架
材
な
ど
住
宅
の
ど
ん
な
注
文
材
に

も
応
え
て
い
る
こ
と
、
乾
燥
機
の
燃
料

に
皮
や
木
く
ず
を
利
用
し
、
１
本
の
木

を
余
す
こ
と
な
く
す
べ
て
利
用
し
て
い

る
こ
と
、
木
取
り
は
、
含
水
量
が
少
な

い
赤
身
割
合
が
多
く
な
る
よ
う
通
常
よ

り
一
段
太
い
丸
太
を
用
い
る
こ
と
な
ど

の
説
明
に
続
き
、
近
年
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
で
材
価
は
20
年
前
の
水
準
に
戻
っ

た
が
、
建
築
様
式
の
変
化
で
無
節
柱
の

需
要
は
低
く
、
手
間
が
か
か
っ
た
高
級

材
の
値
段
は
回
復
し
て
い
な
い
と
い
う

話
を
10
分
ほ
ど
か
け
て
聞
き
ま
し
た
。

　

工
場
内
で
は
製
材
機
を
見
学
し
、
敷

地
に
出
て
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
乗
せ
ら

れ
た
出
荷
前
の
無
節
柱
を
見
ま
し
た
。

　
「
家
に
和
室
が
あ
る
人
？
」
の
質
問

に
、
手
を
挙
げ
た
の
は
１
人
だ
け
。
無

節
柱
を
見
た
こ
と
が
あ
る
学
生
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
東
濃
ヒ
ノ
キ
な
ら
で
は

の
美
し
い
杢
目
と
色
艶
。
乾
燥
機
タ
イ

プ
や
温
度
の
違
い
で
そ
れ
ら
が
変
化

し
、
梅
田
製
材
所
が
採
用
し
て
い
る
熱

湯
式
60
℃
と
、
外
注
に
出
し
た
蒸
気
式

１
２
０
℃
の
も
の
を
並
べ
て
比
較
し
ま

し
た
。
学
生
た
ち
は
「
高
温
の
や
つ
は

色
が
黄
色
く
て
焦
げ
臭
い
」
と
鼻
を
近

づ
け
、
五
感
で
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

木
材
の
人
工
乾
燥
に
つ
い
て
は
、
学

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
蒸
気
式
乾
燥
機

で
す
で
に
学
習
し
て
お
り
、
関
心
の
高

い
学
生
が
乾
燥
機
タ
イ
プ
に
つ
い
て
質

問
し
、
梅
田
社
長
は
丁
寧
に
答
え
て
い

ま
し
た
。
話
の
流
れ
で
、
そ
の
学
生
が

梅
田
社
長
の
旧
知
の
息
子
だ
と
判
明
し
、

工場内で製材機を見学

搬入された丸太で枝打ち材とそうでない材を見比べる

初めて見た無節柱。匂いを嗅いだり色艶を見て乾燥方法の違い
を比べてみる

質問する学生に丁寧に答える梅田社長（右）。後に学生が旧知の息子だ
と判明し、話題に花が咲いた
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業
界
と
専
門
学
校
な
ら
で
は
の
、
人
の

つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

目
的
意
識
を
持
っ
た

学
生

　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
森
林
や

木
材
に
か
か
わ
る
分
野
の
人
材
を
育
成

す
る
２
年
制
の
専
門
学
校
で
す
。
学
生

の
ほ
と
ん
ど
が
林
業
や
そ
の
関
連
業
界

に
就
職
し
、
事
業
体
か
ら
の
求
人
は
学

生
数
を
上
回
る
状
況
で
す
。

　

学
生
に
入
学
動
機
を
尋
ね
る
と
、「
自

然
の
中
で
働
く
仕
事
に
就
き
た
い
と
思

っ
た
」「
家
が
林
業
を
し
て
い
る
か
ら
」

や「
手
に
技
術
を
つ
け
た
い
」

と
い
う
声
が
あ
り
、
大
多
数

の
人
が
当
校
を
自
分
で
見
つ

け
志
望
し
ま
し
た
。「
習
う

こ
と
の
す
べ
て
が
刺
激
的
」

「
授
業
で
学
ぶ
こ
と
が
楽
し

く
て
仕
方
な
い
」
と
学
生
生

活
の
充
実
ぶ
り
を
語
り
ま
す
。

「
将
来
は
林
業
や
製
材
業
と

限
定
せ
ず
壁
を
越
え
、
業
界

を
つ
な
げ
る
人
材
に
な
り
た

い
」
と
、
19
歳
と
は
思
え
な

い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

目
的
意
識
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
だ
け
に
、
体
験
研
修

に
臨
む
姿
勢
は
真
剣
で
し
た
。

後
世
に
引
き
継
げ
る

仕
事
を

　

見
学
の
90
分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
最
後
の
挨
拶
で
梅
田
社
長
は
、「
自

分
は
、
お
客
さ
ん
に
幸
せ
に
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
願
っ
て
、
日
々
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
出
す
と
、
学

生
た
ち
は
グ
ッ
と
引
き
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
続
け
て
周
囲
の
深
い
山
々
を
指
さ

し
な
が
ら
、「
先
人
た
ち
が
植
え
育
て

た
こ
の
木
々
で
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
林
業
は
一
代
で
は
答
え
は

出
な
い
も
の
だ
か
ら
、

皆
さ
ん
も
後
世
へ
つ
な

げ
る
仕
事
が
で
き
る
よ

う
目
指
し
て
く
だ
さ

い
」。
学
生
た
ち
の
胸

に
深
く
届
く
言
葉
で
し

た
。

　

昼
食
は
近
く
の
研
修

施
設
で
と
り
ま
し
た
。

消
毒
薬
や
仕
切
り
板
な

ど
の
感
染
対
策
を
万
全

に
し
た
上
で
、
当
ク
ラ

ブ
か
ら
恒
例
の
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
、
半
数
ほ

ど
が
県
外
出
身
で
下
宿

し
て
い
る
学
生
た
ち
に
は
温
か
い
食
事

が
大
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
ほ
か
に
２
人
の
大
学
院
生

が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ

は
林
業
分
野
だ
け
で
は
な
く
地
域
づ
く

り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
当
ク
ラ
ブ

で
は
、
大
学
で
建
築
を
学
ぶ
学
生
た
ち

に
よ
る
「
加
子
母
木も
く
し
ょ
う匠

塾
」
を
は
じ
め
、

11
の
大
学
や
研
究
室
と
連
携
し
、
学
生

や
院
生
を
受
け
入
れ
た
研
究
協
力
を
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
縁
で
加
子
母
地

区
に
就
職
や
移
住
す
る
若
者
が
い
て
、

若
者
育
成
は
、
地
域
に
と
っ
て
も
大
切

な
活
動
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

１
０
０
年
生
の
ヒ
ノ
キ
で

伐
倒
体
験

　

午
後
は
伐
倒
体
験
。
紅
葉
の
美
し
い

季
節
で
す
が
、
風
が
冷
た
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
担
当
す
る
の
は
安
江
正
秀
さ

ん
45
歳
。
梅
田
社
長
と
１
年
違
い
で
当

校
を
卒
業
し
事
業
体
に
就
業
し
た
後
、

Ｕ
タ
ー
ン
し
27
歳
で
林
研
グ
ル
ー
プ
に

加
入
。
活
動
歴
は
19
年
目
で
す
。
梅
田

社
長
も
安
江
さ
ん
も
後
輩
に
対
し
て
自

然
体
で
接
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
ろ
い
ろ
話
し
て
い
る
と
体
温
が

下
が
っ
て
し
ま
う
か
ら
始
め
よ
う
」
と
、

仕切り板で感染対策した施設。温かい豚汁は
毎年大好評

プロのチェーンソーを借りて感激したものの、２人がかりでもエ
ンジンがかからず、安江さんにかけてもらった
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口
頭
の
説
明
を
打
ち
切
っ
て
体
験
ス
タ

ー
ト
。
倒
す
の
は
梅
田
社
長
の
所
有
林

で
樹
齢
１
０
０
年
の
ヒ
ノ
キ
で
す
。
事

前
に
足
元
の
草
が
き
れ
い
に
刈
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

伐
倒
現
場
は
初
め
て
と
い
う
学
生
が

多
い
中
、
代
表
で
伐
る
２
人
は
林
業
系

高
校
の
出
身
で
、
数
回
の
経
験
が
あ
り

ま
す
。

　

安
江
さ
ん
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
貸
し

て
も
ら
い
、
手
入
れ
さ
れ
た
プ
ロ
の
道

具
に
感
激
し
た
も
の
の
、
な
か
な
か
エ

ン
ジ
ン
が
か
か
ら
ず
、
安
江
さ
ん
に
お

願
い
の
視
線
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
は
、
木
の
重
心
を
見

て
伐
倒
方
向
を
正
確
に
決
め
、
き
れ
い

な
受
け
口
を
入
れ
ま
し
た
。
選
手
交
代

し
、
も
う
１
人
が
追
い
口
を
入
れ
ま
す
。

ツ
ル
の
幅
が
左
右
で
違
っ
て
い
た
の
で

途
中
で
指
導
を
入
れ
ま
し
た
が
、
学
生

の
集
中
力
が
削
が
れ
な
い
よ
う
、
安
江

さ
ん
は
危
険
な
場
合
の
み
声
を
か
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

比
重
の
大
き
い
ヒ
ノ
キ
は
想
像
以
上

の
地
響
き
を
た
て
て
倒
れ
、
ホ
ッ
と
い

う
た
め
息
と
と
も
に
拍
手
が
起
こ
り
ま

し
た
。
行
動
が
敏
速
だ
っ
た
の
で
時
間

に
余
裕
が
で
き
、
も
う
１
本
同
じ
よ
う

に
伐
倒
し
ま
し
た
。

　

代
表
の
学
生
は
「
小
さ
な
頃
か
ら
祖

父
の
山
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

経
験
を
積
ん
で
も
っ
と
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
」「
追
い
口

を
入
れ
る
時
、
緊
張
し

て
木
の
動
き
が
見
え
て

い
な
か
っ
た
の
が
反
省

点
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

切
り
株
に
み
ん
な
が

集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

安
江
さ
ん
は
「
上
手
く

伐
れ
て
い
る
け
ど
、
ち

ょ
っ
と
切
り
口
が
高
い

か
な
。
値
段
の
高
い
東

濃
ヒ
ノ
キ
は
昔
な
ら
土

を
掘
っ
て
で
も
、
で
き

る
だ
け
長
く
採
っ
た
も

ん
だ
」「
こ
れ
じ
ゃ
あ
、

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
材
を
出
す
粥
川

会
長
の
山
に
は
入
れ
て
も
ら
え
な
い

ぞ
」。
笑
い
の
う
ち
に
午
後
の
時
間
も

過
ぎ
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

の
声
を
残
し
学
生
ら
は
帰
途
に
着
き
ま

し
た
。

　

研
修
会
を
滞
り
な
く
終
え
、
学
生
を

見
送
る
会
員
た
ち
。
講
師
を
務
め
た
若

手
の
梅
田
社
長
、
安
江
さ
ん
、
会
計
や

雑
事
を
こ
な
し
２
人
を
背
後
で
支
援
す

る
庶
務
の
古
田
徹
さ
ん
ら
古
参
た
ち
。

そ
れ
ぞ
れ
が
淡
々
と
過
不
足
な
く
役
割

を
果
た
し
、
長
き
歳
月
を
経
て
き
た
当

ク
ラ
ブ
の
貫
禄
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　

粥
川
会
長
は
「
若
者
育
成
は
、（
伝

統
あ
る
林
業
地
を
）
受
け
継
ぐ
者
の
使

命
と
思
っ
と
る
の
で
、
今
後
も
仲
間
と

と
も
に
で
き
る
限
り
や
る
つ
も
り
で

す
」。

＊
ま
と
め　

編
集
部

木の重心を見て伐倒方向を正確に見極める学生

切り株に集まり受け口と追い口について安江さんの解説を聞く
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み
の
時
（
主
に
夏
休
み
、
冬
休
み
）
を

利
用
し
て
、
生
徒
の
受
け
入
れ
に
よ
る

林
業
体
験
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

実
施
形
態
は
、
日
帰
り
学
習
や
宿
泊

学
習
な
ど
の
滞
在
研
修
で
、
造
林
・
保

育
、
除
・
間
伐
や
伐
木
・
造
材
、
製
材
、

き
の
こ
栽
培
な
ど
、
専
門
の
指
導
林
家

の
も
と
で
幅
広
く
体
験
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

体
験
学
習
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
生

徒
は
、
学
校
で
の
専
攻
や
卒
業
後
の
進

路
検
討
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
目
的

に
あ
っ
た
内
容
の
指
導
林
家
の
も
と
で

林
業
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。
１
回
の

体
験
で
受
け
入
れ
る
生
徒
数
は
２
〜
３

名
以
内
と
少
人
数
の
た
め
、
き
め
細
や

か
な
指
導
を
行
え
ま
す
し
、
生
徒
１
人

１
人
が
し
っ
か
り
と
体
験
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
認
定
の
指
導
林
家
に
よ
る

後
継
者
育
成
活
動

　

愛
知
県
で
は
、
率
先
し
て
近
代
的
林

業
経
営
に
取
り
組
み
、
高
度
な
知
識
や

技
術
、
実
践
力
お
よ
び
熱
意
を
持
っ
て

地
域
の
林
業
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
林

業
経
営
者
を
「
愛
知
県
指
導
林
家
」（
以

下
、
指
導
林
家
）
と
し
て
、
昭
和
56
年

以
降
、
知
事
が
認
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
指
導
林
家
で
構
成
さ
れ
る
愛
知
県
指

導
林
家
連
絡
協
議
会
（
杉
浦
則
夫
会
長
、

以
下
、
協
議
会
）
は
、
同
年
に
会
員
の

資
質
の
向
上
と
林
業
後
継
者
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
令
和

３
年
４
月
13
日
時
点
で
35
名
の
指
導
林

家
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
活
動
目
的
で
あ
る
林

業
後
継
者
育
成
の
た
め
、
高
校
生
を
対

象
と
し
た
林
業
体
験
学
習
を
設
立
当
初

か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

き
め
細
や
か
な
指
導

１
人
１
人
が
し
っ
か
り
体
験

　

愛
知
県
内
に
は
森
林
・
林
業
に
関
す

る
科
目
・
コ
ー
ス
を
持
つ
県
立
高
校
が

３
校
あ
り
ま
す
。
主
に
そ
の
３
校
に
在

席
す
る
生
徒
を
対
象
と
し
、
学
校
が
休

森林を健全に保つため下層植生の大切さを学ぶ
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も

林
業
体
験
で
き
る
場
を

　

こ
こ
２
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
配
慮
し
な
が
ら
、
日
帰
り

の
み
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度

は
、
感
染
症
拡
大
に
よ
り
予
定
し
て
い

た
学
習
が
中
止
に
な
っ
た
も
の
も
あ
り

ま
し
た
が
、
夏
期
に
は
４
名
の
指
導
林

家
の
も
と
で
２
校
の
１
〜
３
年
生
７
名
、

冬
期
は
３
名
の
指
導
林
家
の
も
と
で
２

校
の
１
〜
２
年
生
７
名
の
生
徒
を
受
け

入
れ
林
業
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

伐
倒
、造
材
、林
業
機
械
操
作
を

学
ぶ

◆ 

愛
知
県
立
田
口
高
等
学
校

（
林
業
科
）

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
た
伐
倒
や
造

材
作
業
、
林
業
機
械
の
操
作
な
ど
に
つ

い
て
は
、
９
名
の
生
徒
た
ち
が
体
験
し

ま
し
た
。
学
校
の
教
育
課
程
で
も
学
校

林
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
を
使
用
す
る
機

会
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
体
験
学

習
は
、
林
業
に
興
味
の
あ
る
生
徒
た
ち

の
、
さ
ら
な
る
実
体
験
の
場
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
護
着
の
着
用
等
安

全
面
に
は
十
分
配
慮
し
、
道
具
や
機
械

の
扱
い
方
は
、
少
人
数
の
利
点
を
活
か

し
、
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
指
導
し
て
い

ま
す
。

　

造
材
で
は
、
同
じ
樹
種
で
も
径
の
大

き
さ
に
よ
っ
て
用
途
が
違
い
、
売
り
先

も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
土
場
で
の
仕

分
け
作
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
生
徒
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
林
業
機
械
で
は
、
林
内
作
業

車
の
操
作
を
体
験
し
、
生
徒
た
ち
は
興

味
津
々
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
扱
い
方
に
つ
い
て

の
指
導
を
受
け
た
生
徒
か
ら
は
、「
学

校
の
実
習
で
は
な
か
な
か
う
ま
く
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
扱
え
な
く
苦
手
意
識
が
あ

っ
た
が
、
今
回
の
体
験
学
習
で
指
導
を

受
け
て
、
以
前
よ
り
自
信
が
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
冬
期
に
は
１
名
の
生
徒

が
炭
焼
き
に
つ
い
て
学
び
、
指
導
林
家

に
よ
る
作
業
の
様
子
を
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

土場での仕分け作業の必要性について学ぶ林内作業車の作業も興味津々で体験
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原
木
・
菌
床
し
い
た
け

特
用
林
産
物
の
現
場
を
学
ぶ

◆ 

愛
知
県
立
猿
投
農
林
高
等
学
校

（
林
産
工
芸
科
）

　

原
木
し
い
た
け
や
菌
床
し
い
た
け
の

生
産
に
つ
い
て
は
、
５
名
の
生
徒
た
ち

が
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
夏
期

に
参
加
し
た
２
名
の
生
徒
は
、
菌
床
し

い
た
け
の
製
造
過
程
に
つ
い
て
の
見
学

を
し
ま
し
た
。
学
校
で
は
主
に
木
材
の

加
工
や
林
業
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、

「
幅
広
く
林
業
知
識
を
習
得
す
る
た
め
、

特
用
林
産
物
の
製
造
に
つ
い
て
現
場
で

学
び
た
い
」
と
考
え
、
き
の
こ
生
産
を

行
っ
て
い
る
指
導
林
家
の
も
と
で
の
体

験
学
習
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

菌
床
し
い
た
け
に
つ
い
て
栽
培
か
ら

一
連
の
製
造
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
生
徒

た
ち
は
、「
肉
厚
で
大
き
い
し
い
た
け

が
栽
培
で
き
る
技
術
は
す
ご
い
！
」
と

感
激
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
２
名
は
３
年

生
で
し
た
が
、
進
路

は
、
森
林
組
合
や
林

学
職
の
公
務
員
な
ど
、

林
業
に
関
係
し
た
就

職
を
希
望
し
て
い
ま

す
。

受け口の作り方について丁寧に確認炭焼きについて学ぶ

菌床しいたけの製造方法を学ぶ
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次
世
代
の
林
業
後
継
者
へ

林
家
の
心
と
技
を
伝
え
て
い
く

　

こ
の
体
験
学
習
は
、
毎
年
継
続
し
て

参
加
す
る
生
徒
も
多
く
、
学
校
の
先
生

か
ら
も
好
評
で
す
。
参
加
し
た
生
徒
た

ち
か
ら
は
「
学
校
で
は
学
べ
な
い
こ
と

が
学
べ
る
」「
楽
し
い
の
で
引
き
続
き

体
験
を
し
た
い
」
と
い
う
声
を
聞
い
て

い
ま
す
。

　

林
業
・
木
材
関
連
分
野
へ
の
就
業
や

進
学
を
考
え
て
い
る
生
徒
が
こ
の
体
験

学
習
に
多
く
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
、

運
営
す
る
協
議
会
側
に
と
っ
て
も
意
義

が
あ
り
、
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
の
５

年
間
に
、
延
べ
40
名
の
指
導
林
家
の
も

と
で
延
べ
79
名
の
生
徒
が
林
業
体
験
を

行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
13
名
が
、

県
内
外
の
森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
、

製
材
工
場
へ
の
就
職
、
地
方
公
共
団
体

へ
林
学
職
と
し
て
採

用
、
林
業
大
学
校
へ

の
進
学
を
し
て
い
ま

す
。

　

林
業
・
木
材
関
連

分
野
へ
の
就
業
に
興

味
を
も
つ
生
徒
に
、

就
業
前
に
実
際
に
現

場
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
は
、
森
林
・

林
業
・
木
材
関
連
分

野
の
魅
力
を
伝
え
る

場
と
な
り
、
ま
た
、

進
路
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
高
校
生
だ
け
で
は
な
く
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
林
業
体
験
学
習

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
幅
広
く
林
業
体
験
の
場

を
設
け
て
い
く
こ
と
で
、
次
世
代
の
担

い
手
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

愛
知
県
指
導
連
絡
協
議
会　

事
務
局

愛
知
県
農
林
基
盤
局
林
務
部
林
務
課

原木しいたけの生産方法を学ぶ
ほだ木のしいたけを真剣に観察する生徒たち

小学校での菌床しいたけの栽培学習の様子
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基
礎
の
座
学
か
ら
技
術
実
習
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
で

久
万
林
業
地
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

上か
み
う
け
な

浮
穴
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会﹇
愛
媛
県
﹈
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や
農
業
に
関
す
る
科
目
を
多
く
学
び
ま

す
。
２
年
次
か
ら
３
つ
（
育
林
・
木
材

加
工
・
園
芸
）
の
専
攻
班
に
分
か
れ
、

よ
り
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
着

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
科
生
徒
の

出
身
地
は
、
町
内
と
町
外
の
比
率
が
ほ

ぼ
均
等
で
す
が
、
そ
の
う
ち
１
・
２
年

生
に
つ
い
て
は
町
外
出
身
者
の
方
が
多

く
、
ま
た
、
令
和
２
年
度
よ
り
木
造
の

学
生
寮
「
星
天
寮
」
を
設
置
し
た
こ
と

等
の
影
響
も
あ
り
、
県
外
出
身
者
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
国
的
に
も
有
名
な
久
万

　

愛
媛
県
久
万
高
原
町
は
、
県
内
の
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
素
材
生
産
量
の
約
40
％

（
20
万
４
千
㎥
）
を
占
め
る
林
業
地
で

す
。
こ
の
地
域
の
森
林
所
有
者
は
林
業

に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
以
前
か
ら
上

浮
穴
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

（
以
下
、
協
議
会
）
を
組
織
し
、
育
林

技
術
体
系
を
作
成
す
る
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
担
い
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

協
議
会
は
、
愛
媛
県
内
唯
一
の
林
業
関

係
学
科
を
有
す
る
愛
媛
県
立
上
浮
穴
高

等
学
校
（
以
下
、
上
浮
穴
高
校
）
の
生

徒
に
、
森
林
・
林
業
の
現
場
で
の
活
動

を
体
験
さ
せ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で

興
味
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、森
林
・

林
業
関
連
産
業
へ
の
就
業
意
欲
の
向
上

を
図
る
た
め
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
林

業
就
業
体
験
）
に
年
間
を
通
じ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

上
浮
穴
高
校
１
年
生
の

取
り
組
み

◆ 

森
林
・
林
業
に
関
す
る
講
義
と

現
地
見
学

　

森
林
環
境
科
の
生
徒
は
、
森
林
環
境

３Ｄレーザースキャナーの説明を受ける２年生

原木市場の見学。ウッドショックの説明
もあった（１年生）
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高
原
町
の
林
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
２
年
次
の
専
攻
選
択
の
参
考
に
な

れ
ば
と
、
７
月
30
日
（
金
）、
１
年
生

23
名
を
対
象
に
森
林
・
林
業
関
係
の
講

義
お
よ
び
町
内
の
林
業
関
係
施
設
を
見

学
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
バ
ス
２
台
に
分
乗
し
、

各
現
場
を
回
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
ま
ず
こ
れ
か
ら
見
学
す

る
林
業
関
係
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
徒

た
ち
に
湧
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
久

万
広
域
森
林
組
合
の
会
議
室
で
森
林
の

公
益
的
機
能
や
林
業
・
木
材
産
業
の
基

本
的
な
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、
ま
た
施
業
の
集

約
化
が
進
ま
な
い
こ
と

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
策
と

し
て
行
っ
て
い
る
久
万

林
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
提
案
型
集
約
化

施
業
）
の
話
題
に
も
触

れ
な
が
ら
、
久
万
高
原

町
の
林
業
の
特
徴
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
同
組
合
久
万

市
場
に
移
動
し
、
原
木

市
場
の
木
材
の
価
格
推

移
や
原
木
の
選
別
等
に

つ
い
て
、
場
内
を
回
り

な
が
ら
説
明
を
受
け
、
同
父ち
ち
の
か
わ

野
川
事
業

所
（
製
材
所
）
で
は
、
間
柱
・
集
成
材

等
の
生
産
工
程
を
見
学
。
木
取
り
の
方

法
か
ら
、
製
材
・
乾
燥
な
ど
の
一
連
の

内
容
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
、
近
年
低
迷
し
て

い
た
木
材
価
格
が
、
数
十
年
間
働
い
て

き
た
ベ
テ
ラ
ン
で
も
予
想
で
き
な
い
く

ら
い
に
上
昇
し
、
今
後
の
推
移
に
つ
い

て
全
く
見
通
し
が
た
た
な
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
両
施
設
で
共
に
話
が
あ
り
、

普
段
な
か
な
か
聞
く
機
会
の
な
い
生
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
ま
ず
、
木
地
師
で
あ
る

父
と
息
子
を
中
心
に
家
族
で
木
工
作
品

の
製
作
・
販
売
を
行
う
甲
斐
工
房
で
、

木
の
使
い
方
や
加
工
方
法
に
つ
い
て
実

際
の
工
房
を
見
学
し
な
が
ら
学
び
ま
し

た
。
ロ
ク
ロ
で
木
地
を
作
り
、
漆
を
塗

り
重
ね
て
仕
上
げ
ま
す
。
こ
の
工
房
で

は
基
本
的
に
広
葉
樹
を
使
用
す
る
の
で

す
が
、
樹
種
ご
と
に
異
な
る
性
質
を
見

極
め
、
乾
燥
や
加
工
す
る
必
要
が
あ
り
、

長
い
時
を
経
て
磨
き
上
げ
た
技
術
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
作
品

は
、
木
の
種
類
に
よ
っ
て
色
や
模
様
が

違
い
、
漆
の
塗
る
回
数
で
雰
囲
気
が
変

わ
る
説
明
も
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
町
内
で
先
祖
が
代
々

育
て
た
森
林
を
自
ら
管
理
・
経
営

す
る
森
林
所
有
者
の
現
場
を
見
学
。

代
々
引
き
継
が
れ
て
き
た
森
林
を

後
世
に
残
し
た
い
、
従
来
の
常
識

に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
発
想
で

森
林
を
有
効
活
用
し
て
い
き
た
い

と
い
う
熱
い
思
い
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
経
営
す
る
林
業
関

係
会
社
の
事
務
所
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
森
林
を
一
元
管
理
し

て
い
る
画
像
を
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
ど
の
施
設
に
お

い
て
も
講
師
の
説
明
を
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
真
剣
に
聞
き
、
さ
ら
に
は
積
極
的

に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
全
体
を
通
じ

て
、
林
業
に
は
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

上
浮
穴
高
校
２
年
生
の

取
り
組
み

　

２
年
生
は
夏
と
冬
の
２
部
に
分
け

て
、
夏
に
は
林
業
関
連
に
就
職
し
た
先

輩
（
同
校
卒
業
生
含
む
）
と
の
交
流
会

と
高
性
能
林
業
機
械
（
以
下
、
林
業
機

械
）
の
操
作
体
験
を
実
施
し
、
こ
の
冬

木地師の工房見学（１年生）

先輩との意見交流会。興味津々で話を聴いた（２年生）
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に
は
間
伐
実
習
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
林

業
機
械
の
よ
り
本
格
的
な
操
作
実
習
等

を
行
う
予
定
で
す
。

◆ 

夏
：
先
輩
と
の
交
流
会
、

林
業
機
械
の
操
作
体
験

　

７
月
26
日
（
月
）
の
午
前
中
に
先

輩
と
の
交
流
会
を
上
浮
穴
高
校
で
行

い
、
事
前
に
先
輩
５
名
（
林
業
会
社
の

社
長
・
社
員
、
森
林
所
有
者
、
一
人
親

方
、
森
林
組
合
の
職
員
）
の
中
で
話
を

聞
い
て
み
た
い
業
種
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
班
分
け
を
し
、
先
輩
の

自
己
紹
介
後
、
質
問
等
を
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
、
興
味
の
あ
る
内

容
を
絞
り
、
よ
り
深
く
質
問
し
、
内
容

を
整
理
し
た
上
で
、
最
後
に
み
ん
な
の

前
で
発
表
し
ま
し
た
。〝
林
業
の
イ
メ

ー
ジ
の
変
化
〞〝
林
業
の
良
い
と
こ
ろ
・

悪
い
と
こ
ろ
〞〝
こ
れ
か
ら
の
林
業
（
林

業
の
夢
と
展
望
）〞
な
ど
様
々
な
テ
ー

マ
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
て

い
た
生
徒
も
、
中
盤
以
降
は
笑
い
を
交

え
な
が
ら
交
流
で
き
、
特
に
林
業
会
社

の
社
長
（
㈱
久
保
建

設
社
長
（
協
議
会
副

会
長
））
と
の
交
流

で
は
、
社
長
の
仕
事

内
容
に
つ
い
て
興
味

津
々
で
話
を
聴
く
一

幕
も
あ
り
、
貴
重
な

機
会
を
提
供
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

午
後
は
、
２
台
の

バ
ス
に
分
乗
し
、
久

保
建
設
の
現
場
に
移

動
。
林
業
機
械
の
役

割
の
説
明
や
一
連
の

操
作
実
演
後
に
、
ハ

ー
ベ
ス
タ
・
グ
ラ
ッ

プ
ル
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ

の
操
作
体
験
で
す
。

23
名
を
３
班
に
分

け
、
交
替
で
す
べ

て
の
林
業
機
械
が

体
験
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
「
研
修
前

か
ら
林
業
関
係
に

就
職
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
今

回
の
操
作
体
験
で

よ
り
そ
の
気
持
ち

が
強
ま
っ
た
」
と

の
言
葉
が
聞
け
、

あ
ら
た
め
て
操
作

実
習
の
意
義
を
感

じ
ま
し
た
。

◆ 

冬
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

次
世
代
研
修

　

例
年
、
２
月
〜
３
月
に
か
け
て
、
愛

媛
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
研

究
セ
ン
タ
ー
）
協
力
の
も
と
、
次
世
代

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
上
浮
穴
高

校
森
林
環
境
科
は
、
２
年
次
か
ら
３
つ

の
専
攻
班
に
分
か
れ
る
こ
と
を
冒
頭
で

伝
え
ま
し
た
が
、
樹
木
の
育
苗
か
ら

間
伐
・
枝
打
ち
・
伐
倒
・
造
材
な
ど
山

で
の
仕
事
を
身
に
着
け
る
育
林
を
専
攻

し
て
い
る
生
徒
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

普
段
は
木
材
加
工
・
園
芸
を
専
攻
し
て

い
る
生
徒
に
も
森
林
・
林
業
の
現
場
で

の
活
動
を
体
験
さ
せ
る
機
会
を
設
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
座
学
と
実
習
を
含
め
計

４
日
間
（
２
月
初
旬
に
２
日
間
、
３
月

初
旬
に
２
日
間
）
で
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
一
部
を
除
き
昨
年
度
と
同
じ
内
容

を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
昨
年
度
の
実

施
内
容
の
概
要
を
伝
え
ま
す
。

　

１
日
〜
２
日
目
午
前
中
に
か
け
て
、

上
浮
穴
高
校
実
習
林
で
コ
ン
パ
ス
測
量

林業機械操作体験（２年生）

標準地調査。ドローン・３ＤレーザースキャナーによるＩＣＴ調
査方法についても説明を受けた（２年生）
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に
よ
り
標
準
地
を
決
定
し
て
、
標
準
地

調
査
や
間
伐
率
設
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

23
名
を
２
班
に
分
け
、
コ
ン
パ
ス
・
巻

き
尺
等
、
役
割
分
担
を
行
い
、
標
準
地

を
決
定
。
２
人
１
組
に
な
り
、
標
準
地

内
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
胸
高
直
径
を
測

定
し
ま
す
。
ま
た
、
㈱
ジ
ツ
タ
協
力
の

も
と
、
ド
ロ
ー
ン
・
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
調
査
方
法
に

つ
い
て
も
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
標
準
地
調
査
結
果
の
集
計
に

よ
り
間
伐
率
決
定
作
業
を
学
び
、
ジ
ツ

タ
か
ら
は
今
回
実
施
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
調
査

方
法
で
の
間
伐
率
の
決
定
に
つ
い
て
の

講
義
が
あ
り
、
毎
木
調
査
結
果
と
精
度

に
さ
ほ
ど
差
が
な
い
こ
と
な
ど
も
学
び

ま
し
た
。

　

２
日
午
後
〜
３
日
目
に
か
け
て
は
、

研
究
セ
ン
タ
ー
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
基

本
操
作
で
あ
る
受
け
口
、
追
い
口
、
玉

切
り
、
枝
払
い
に
つ
い
て
実
習
し
、
実

際
に
立
木
を
間
伐
し
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
、
林
業
機
械
（
ス
イ
ン
グ

ヤ
ー
ダ
・
グ
ラ
ッ
プ
ル
）、林
業
機
械（
ハ

ー
ベ
ス
タ
）
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
Ｖ
Ｒ
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

以
上
が
昨
年
度
の
内
容
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
調
査
に
つ
い
て

は
説
明
す
る
時
間
し
か
確
保
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
年
度
は
、
標
準
地

調
査
の
後
に
同
じ
調
査
地
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
調

査
の
実
体
験
を
計
画
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
実
用
性
が
よ
り
実
感
で
き
る
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
森
林

組
合
等
の
協
力
で
、
プ

ラ
ン
書
の
作
成
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
調
査
に
よ
る
地
形
デ

ー
タ
を
も
と
に
作
業
道

の
開
設
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
も
体
験
し
て
も
ら

う
予
定
で
す
。

◆ 

１
・
２
年
生
／

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・

刈
払
機
講
習
会

　

例
年
通
り
、
１
年
生

は
、
12
月
21
日
（
火
）
に
刈
払
機
取
扱

作
業
者
安
全
衛
生
教
育
（
１
日
）
を
実

施
し
、
２
年
生
は
、
12
月
22
日
（
水
）

〜
23
日
（
木
）、翌
年
の
１
月
25
日
（
火
）

に
伐
倒
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育

（
３
日
間
）
を
実
施
予
定
で
す
。
こ
れ

ら
の
受
講
が
完
了
し
て
い
る
と
、
就
職

に
有
利
に
な
る
職
種
も
あ
る
た
め
、
今

後
も
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
考
え

で
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
と

今
後
の
取
り
組
み

　

協
議
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
元
行

政
機
関
、
森
林
組
合
等
の
連
携
に
よ
り

林
業
関
係
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
林

業
就
業
体
験
）
を
20
年
以
上
継
続
実
施

し
て
い
ま
す
。
成
果
と
し
て
、
毎
年
概

ね
２
名
の
卒
業
生
が
林
業
関
係
の
仕
事

に
就
職
し
、
昨
年
度
に
は
３
名
が
就
職

し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
産
業
に
就
職
し

た
卒
業
生
に
つ
い
て
も
、
こ
の
イ
ン
タ

ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
学
習
す
る
こ
と
で
、

森
林
・
林
業
の
応
援
団
に
な
っ
て
も
ら

え
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
最
新
の
動
向
を
取
り
入
れ
た
研
修

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

上
浮
穴
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会　

事
務
局

主
事　

藤
岡
実
里

枝払いシミュレーター体験（２年生）

刈払機取扱作業者安全衛生教育（１年生）
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﹈
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土
の
ス
ギ
品
種
「
シ
ャ
カ
イ
ン
」
の
苗

木
生
産
を
始
め
る
な
ど
、
地
域
林
業
の

課
題
解
決
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
会
員
６
名
は
、
五
家
荘

し
ゃ
く
な
げ
会
（
以
下
、
し
ゃ
く
な
げ

会
）
を
結
成
し
て
独
自
の
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
五
家
荘
の
農
林
水
産
物

や
シ
カ
肉
の
利
用
加
工
な
ど
、
地
域
の

宝
を
活
か
す
取
り
組
み
で
大
き
な
実
績

を
重
ね
て
い
ま
す
。

泉
分
校
生
徒
と
の
体
験
交
流

　

泉
分
校
の
「
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
科
」

に
は
、
令
和
３
年
度
現
在
36
名
の
生
徒

が
就
学
。
２
年
生
か
ら
林
業
・
林
産
業
・

水
産
業
を
主
体
と
す
る
「
グ
リ
ー
ン
コ

ー
ス
」
と
、
食
品
調
理
・
福
祉
介
護
を

主
体
と
す
る
「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」
に
分

か
れ
て
専
門
教
育
を
受
け
ま
す
。

や
つ
し
ろ
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
と

五
家
荘
し
ゃ
く
な
げ
会

　

八
代
市
は
熊
本
県
南
部
に
位
置
し
、

八
代
海
か
ら
九
州
山
地
の
宮
崎
県
境
ま

で
東
西
約
50
㎞
に
わ
た
り
、
全
面
積
の

約
74
％
が
森
林
で
す
。
人
工
林
資
源
は

充
実
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
林
業
従
事

者
の
高
齢
化
と
減
少
に
よ
り
整
備
が
思

う
よ
う
に
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
、
担

い
手
育
成
は
、
八
代
地
域
林
業
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
八
代
地
域
林
業
研

究
・
普
及
連
絡
協
議
会 

や
つ
し
ろ
林

業
研
究
グ
ル
ー
プ
部
会
（
以
下
、
や
つ

し
ろ
林
研
）
は
、
地
元
の
熊
本
県
立
八

代
農
業
高
等
学
校
泉
分
校
（
以
下
、
泉

分
校
）
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
体
験
交

流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

や
つ
し
ろ
林
研
は
八
代
市
の
林
業
従

事
者
ら
26
名
で
構
成
し
、
そ
の
う
ち
約

半
数
は
、「
五ご
か
の家

荘し
ょ
う」

と
し
て
知
ら
れ

る
九
州
山
地
の
奥
深
い
地
域
で
林
業
と

深
く
関
わ
り
な
が
ら
森
林
の
恵
み
を
活

か
し
た
営
み
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
皆
伐
跡
地
植
栽

用
の
苗
木
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
郷

会員の目立て指導を真剣に聞く生徒たち
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生
徒
に
林
業
の
実
践
的
な
技
術
や
働

き
が
い
を
伝
え
、
林
業
と
地
域
社
会
を

守
る
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
が
当
初
か
ら

の
目
的
で
す
が
、
高
齢
化
が
進
む
会
員

に
と
っ
て
自
ら
企
画
し
、
創
意
工
夫
を

し
な
が
ら
実
践
し
、
若
い
世
代
と
交
流

す
る
こ
と
は
新
し
い
刺
激
で
あ
り
、
大

き
な
楽
し
み
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
高
校
で
は
実
施
が
難
し

い
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
泉
分
校
の
教
諭
ら
か
ら
も

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
感
染
症
拡

大
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
関

係
者
間
で
検
討
と
準
備
を
重
ね
、
12
月

４
日
（
土
）、
八
代
市
泉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

奥
深
い
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

目
立
て
体
験
交
流

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
林
業
に
欠

か
せ
な
い
道
具
で
あ
り
、
そ
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
動
作
の
安
全

と
作
業
の
効
率
性
を
左
右
す
る

た
め
、
林
業
の
未
来
を
担
う
生

徒
に
は
ぜ
ひ
習
得
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回

は
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
と
目
立
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

道
具
と
し
て
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
面
白

さ
、
奥
深
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ス
の
生
徒
12

名
が
参
加
し
、
会
員
４
名
と
八
代
森
林

組
合
作
業
員
２
名
が
講
師
と
し
て
指
導

し
ま
し
た
。
大
ま
か
な
流
れ
は
次
の
通

り
で
す
。

① 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
目
立
て
を
し
て
い

な
い
状
態
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
丸
太

を
玉
切
り
さ
せ
て
、
そ
の
感
触
や
お

が
く
ず
の
様
子
を
確
か
め
さ
せ
る

② 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
各
部
品

の
働
き
と
分
解
・
清
掃
の

方
法
を
教
え
、
や
ら
せ
て

み
る

③ 

目
立
て
の
正
し
い
方
法
を

教
え
、
や
ら
せ
て
み
る

④ 

生
徒
自
ら
が
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
と
目
立
て
を
し
た
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
で
再
度
玉
切
り

を
さ
せ
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
目
立
て
の
効
果
を
実

感
さ
せ
る

チェーンソーの分解・清掃を体験する生徒たち

ソーチェーンの目立てを指導する会員

真剣に目立てに取り組む生徒

まずはチェーンソーメンテナンスについて説明を受
ける

チェーンソーの分解・清掃について指導する八代森
林組合作業員



 

36

　

講
師
１
名
を
生
徒
３
名
が
囲
む
形
で

進
め
ら
れ
、
講
師
が
１
つ
１
つ
の
部
品

の
働
き
や
点
検
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
す
る
と
、
生
徒
た
ち
は
食
い
入
る
よ

う
に
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て
で
は
、
誤

っ
た
や
り
方
も
解
説
し
な
が
ら
ガ
イ
ド

な
ど
の
道
具
を
使
う
意
味
を
理
解
さ
せ
、

正
し
い
目
立
て
動
作
が
で
き
る
ま
で
丁

寧
に
教
え
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講

師
自
ら
が
使
用
す
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
も

持
ち
出
し
て
、
伐
倒
木
の
樹
種
や
直
径
、

作
業
状
況
に
応
じ
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や

チ
ェ
ー
ン
の
種
類
を
換
え
る
な
ど
、
よ

り
実
践
的
な
使
い
方
を
熱
く
語
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
動
作

を
確
か
め
な
が
ら
、
正
し
い
方
法
を
繰

り
返
し
確
認
し
た
り
、
質
問
し
た
り
、

ま
さ
に
「
職
人
」
の
目
つ
き
に
な
っ
て

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ジ
ビ
エ
料
理
の
体
験
交
流

「 

と
も
に
教
え
あ
い
、

学
び
あ
う
」

　

し
ゃ
く
な
げ
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
若
い
世
代

に
引
き
継
ぎ
、
五
家
荘
の
自
然
の
恵
み

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
」
の
生
徒
を
対
象
に
ジ
ビ
エ
料
理
体

験
を
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
趣

向
を
変
え
て
イ
タ
リ

ア
ン
シ
ェ
フ
を
講
師

と
し
て
招
き
、
生
徒

と
と
も
に
学
ぶ
形
式

で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

「
と
も
に
学
ぶ
」
こ

と
に
よ
り
生
徒
と
の

距
離
が
近
く
な
る
の

を
感
じ
、
そ
の
経
験

か
ら
、
今
回
は
「
と

も
に
教
え
あ
い
、
学

び
あ
う
」
こ
と
を
テ

ー
マ
に
、
し
ゃ
く
な

げ
会
と
泉
分
校
の

双
方
か
ら
メ
ニ
ュ

ー
を
提
案
し
、
作

り
方
を
教
え
あ
い

な
が
ら
共
同
作
業

を
す
る
と
い
う
形

式
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

し
ゃ
く
な
げ
会

か
ら
は
「
シ
カ
肉

コ
ロ
ッ
ケ
」。
手

間
を
か
け
ず
に
家

庭
で
親
し
め
る
、

気
軽
に
調
理
で
き
、
手
に
入
る
シ
カ
肉

の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
作
る
こ
と
が
で

き
る
メ
ニ
ュ
ー
と
し
ま
し
た
。
地
元
で

採
れ
る
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
か
せ
る

の
も
コ
ロ
ッ
ケ
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
泉
分
校
か
ら
の
提
案
は
「
ロ

ー
ス
ト
デ
ィ
ア
」
と
「
鹿
味
噌
」。
泉

分
校
で
は
野
生
鳥
獣
問
題
を
考
え
る
た

め
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
教
諭
の
指

導
の
も
と
で
シ
カ
の
わ
な
捕
獲
を
試
み
、

捕
獲
個
体
の
食
肉
利
用
に
つ
い
て
も
学

習
し
て
き
ま
し
た
。
３
年
生
は
そ
の
成

果
を
広
く
発
表
す
る
た
め
、
12
月
25
日

目立て前後のおがくずの違いを確かめる

玉切りしてチェーンソーの具合を確かめる

前日に五家荘で捕獲されたシカの肉を使う
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に
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

「
白
川
ク
リ
ス
マ
ス　

ジ
ビ
エ
甲
子
園
」

へ
の
出
店
を
目
指
し
て
シ
カ
肉
料
理
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
研
究

成
果
の
一
部
を
今
回
披
露
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
生
徒
２
名
と
し
ゃ
く
な
げ
会

会
員
４
名
、
教
諭
や
農
家
団
体
、
県
職

員
ら
の
応
援
３
名
が
加
わ
り
、
２
時
間

半
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
約
40
食
分

の
料
理
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
和
気
あ

い
あ
い
と
し
な
が
ら
も
手
際
良
く
調
理

し
、
シ
カ
肉
の
臭
み
の
と
り
方
や
加
熱

加
減
を
語
り
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
当
日

は
生
徒
１
人
が
欠
席
と
な
り
ま
し
た
が
、

協
力
し
合
っ
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
料
理
は
、
昼
食
時
に

合
流
し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
体
験
の
参
加
者
と
と
も
に
試
食
。
生

徒
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
と
調
理
時
の

工
夫
や
苦
労
し
た
点
な
ど
も
簡
潔
に
説

明
が
あ
り
、
料
理
を
味
わ
う
ポ
イ
ン
ト

が
参
加
者
に
上
手
く
伝
わ
り
ま
し
た
。

感
染
症
対
策
の
た
め
談
笑
し
な
が
ら
会

食
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
み
ん
な
笑
顔

で
料
理
を
平
ら
げ
ま

し
た
。
野
生
獣
肉
の

先
入
観
と
し
て
言
わ

れ
る
よ
う
な
臭
み
や

硬
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
美
味
し
い
料
理
で

し
た
。

体
験
交
流
の

振
り
返
り

　

試
食
後
は
、
参
加

者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
校
の
実
習
で
は
得

ら
れ
な
い
経
験
が
で

き
新
た
な
知
識
が
得
ら
れ
た
こ
と
や
、

体
験
の
始
め
に
は
上
手
く
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
指
導
を
受
け
る
う
ち
に
上
達

し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
率
直
に

喜
ぶ
生
徒
の
意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
体

験
し
た
生
徒
た
ち
は
、
目
立
て
の
難
し

さ
と
大
切
さ
を
学
び
、
八
代
森
林
組
合

作
業
員
か
ら
指
導
を
受
け
た
こ
と
に
よ

っ
て
森
林
組
合
に
親
近
感
を
抱
い
た
こ

と
な
ど
が
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ジ
ビ
エ
料
理
を
体
験
し
た
生
徒
た
ち

は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
を
得
て
料

理
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
へ
の
感
謝
や
、

美
味
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
へ

の
喜
び
、
作
業
ペ
ー
ス
の
配
分
に
課
題

を
発
見
し
改
善
意
欲
が
出
た
こ
と
な
ど

が
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

指
導
者
か
ら
は
、
生
徒
た
ち
の
飲
み

込
み
が
早
く
教
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た

こ
と
、
安
全
や
衛
生
の
管
理
に
気
を
配

っ
た
こ
と
、
世
代
差
の
大
き
い
生
徒
た

ち
に
指
導
が
伝
わ
る
よ
う
苦
労
し
た
こ

と
、
と
も
に
作
業
を
す
る
こ
と
で
互
い

の
勉
強
に
な
っ
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

体
験
交
流
は
、
生
徒
か
ら
み
れ
ば
年

に
１
回
、
在
学
中
に
わ
ず
か
２
回
だ
け

で
す
が
、
貴
重
な
体
験
の
場
と
し
て
、

毎
年
数
名
の
林
業
大
学
校
へ
の
進
学
や

林
業
関
係
の
就
業
に
も
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
生
徒
た
ち
に
林
業
や

地
域
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
、
ま
た
、
若
い
世
代
と
の
交
流
か

ら
得
ら
れ
る
楽
し
さ
を
活
動
の
原
動
力

と
す
る
た
め
、
今
後
も
内
容
や
方
法
を

工
夫
し
な
が
ら
続
け
て
い
き
ま
す
。

＊
ま
と
め

八
代
地
域
林
業
研
究
・

普
及
連
絡
協
議
会

や
つ
し
ろ
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
部
会

事
務
局

シカ肉を調理する生徒たち

出来上がったジビエ料理
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楽
し
く
、
無
理
な
く
、
継
続

薪
・
炭
・
竹
で
里
山
林
を
循
環

な
か
い
里
山
研
究
会﹇
神
奈
川
県
﹈

 

38

里
山
林
は
居
住
地
近
く
に
広
が
り
、
薪

炭
用
材
の
伐
採
等
を
通
じ
て
地
域
住
民

に
継
続
的
に
利
用
・
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
維
持
・
管
理
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
は
、
地
域
住
民
と
の
関
係
が

希
薄
に
な
り
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

当
会
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
、
主
に

コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
林
を
間
伐
し
、
間
伐

材
を
薪
や
炭
、
し
い
た
け
原
木
等
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
竹
林
整
備
も

実
施
し
、
伐
竹
材
の
利
活
用
も
行
っ
て

い
ま
す
。

口
コ
ミ
で
広
が
る
会
の
活
動

　

整
備
箇
所
は
、
毎
年
山
林
所
有
者
と

相
談
の
上
、
そ
の
年
の
伐
採
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
単
発
で
間
伐
の
依
頼
を
受

け
て
伐
採
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
業
を

進
め
て
い
る
の
で
、
特
に
積
極
的
な
広

報
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
口
コ
ミ
で

会
の
存
在
が
広
が
り
、
自
然
と
依
頼
が

里
山
林
の

整
備
・
保
全
・
利
活
用

　

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
中
井
町
は
起
伏

に
富
む
丘
陵
地
が
広
が
り
、
里
山
の
景

観
が
広
が
る
地
域
で
す
。
高
台
に
行
く

と
、
西
は
富
士
山
、
北
は
表
丹
沢
を
代

表
す
る
大
山
、
東
は
横
浜
の
ビ
ル
群
を

遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ナ
ラ
、
ク

ヌ
ギ
を
主
と
す
る
広
葉
樹
林
と
農
地
と

の
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
織
り
な
す
美

し
い
町
で
す
。

　

な
か
い
里
山
研
究
会
（
西
尾
權
太
郎

会
長
、
以
下
、
当
会
）
は
、
里
山
の
保

全
、
森
林
資
源
の
利
活
用
を
目
的
と
し

た
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
で
、
平
成
17
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
元
々
は
、
地
元
の

方
が
森
林
資
源
の
利
活
用
の
た
め
、
炭

窯
を
製
作
し
、
炭
焼
き
教
室
を
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
現
在
は
女
性

を
含
め
会
員
が
26
名
に
増
え
、
近
隣
の

市
町
か
ら
参
加
す
る
方
も
い
ま
す
。
会

員
は
、
定
年
退
職
世
代
が
中
心
で
、
入

会
後
初
め
て
山
林
作
業
に
携
わ
る
方
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
中
で
楽

し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
で
、

第
２
金
曜
日
と
第
４
土
曜
日
を
定
例
活

動
日
と
し
、
皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と

笑
顔
で
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

自然の中で楽しく笑顔で作業する会員たち
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舞
い
込
ん
で
く
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し

て
町
内
の
山
林
を
毎
年
約
１
ha
間
伐
し

て
お
り
、
約
80
㎥
の
間
伐
材
を
搬
出
し

て
い
ま
す
。

　

中
井
町
で
は
令
和
元
年
頃
か
ら
、
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
媒
介
す
る
ナ

ラ
菌
に
よ
り
、
コ
ナ
ラ
等
の
ブ
ナ
科
の

樹
木
が
集
団
的
に
枯
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
が
発
生
し
始
め
、
町

道
や
農
道
、
農
地
脇
に
も
枯
れ
木
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
枯
死

木
の
伐
採
依
頼
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
地
域
資
源

〜「
薪
」〜

　

コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
里
山
林

の
整
備
で
発
生
し
た
間
伐
材
は
、

薪
や
炭
、
し
い
た
け
原
木
と
し

て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

薪
は
、
広
葉
樹
か
ら
も
針
葉

樹
か
ら
も
生
産
さ
れ
ま
す
が
、

広
葉
樹
は
材
が
硬
く
、
火
持
ち

が
良
い
の
が
特
徴
で
、
針
葉
樹

は
火
付
き
は
良
い
で
す
が
広
葉

樹
よ
り
早
く
燃
え
尽
き
ま
す
。

神
奈
川
県
で
も
郊
外
の
住
宅
に

薪
ス
ト
ー
ブ
が
普
及
し
て
お
り
、

個
人
で
薪
を
買
い
求
め
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
当
会
が
生
産

し
た
薪
は
、
こ
う
い
っ
た
個
人
の
方
へ

の
販
売
の
ほ
か
に
、
ピ
ザ
屋
さ
ん
や
キ

ャ
ン
プ
用
品
店
な
ど
へ
販
売
し
て
い
ま

す
。
作
り
手
の
顔
が
見
え
る
こ
と
に
よ

り
、
ユ
ー
ザ
ー
も
安
心
し
て
使
用
で
き
、

継
続
的
な
購
入
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
用
の
薪
を
求
め
て
当
会
に
た
ど
り

着
き
、
会
員
と
な
る
方
も
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
地
域
資
源

〜「
炭
」〜

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
炭
を
年
に
４

〜
５
回
焼
い
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
年
に
２
回
に
な
り
ま
し
た
。
以
前

は
、
近
隣
の
町
で
開
催
さ
れ
る
、「
千

人
鍋
を
囲
む
モ
ミ
ジ
祭
り
」（
本
当
に

１
０
０
０
人
近
く
が
参
加
し
ま
す
）
の

燃
料
に
使
わ
れ
る
の
で
、
毎
年
大
量
の

取
り
引
き
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
近
年

は
炭
の
引
き
合
い
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
最
近
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
も
あ

っ
て
個
人
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
な

ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
と
は
い
え
近
隣
で
は
、
地

元
の
材
で
炭
を
生
産
し
販
売
す
る

人
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
三
日

三
晩
火
の
番
を
し
て
丁
寧
に
作
ら

れ
る
地
元
産
の
木
炭
は
今
時
珍
し

い
希
少
品
で
す
。
希
少
品
の
炭
を

使
っ
て
焼
く
肉
や
魚
は
、
外
は
パ

リ
ッ
と
中
は
ふ
ん
わ
り
焼
き
上
が

り
、
と
て
も
お
い
し
い
の
で
、
コ

ロ
ナ
禍
で
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
、
人
々
の
癒
し
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
木
酢
液
も
採
取
、
販
売

し
て
お
り
、
原
液
と
蒸
留
液
の
２

種
類
、
用
途
に
合
わ
せ
て
使
い
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
木
酢
液

の
蒸
留
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

地
域
資
源
を
無
駄
な
く
、
全
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
地
域
資
源

〜「
竹
」〜

　

竹
林
整
備
で
伐
っ
た
竹
は
、
お

木酢液を蒸留中

薪や炭は現地販売も行っている 薪や炭はお店で買うこともできる
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正
月
の
ミ
ニ
門
松
や
町
主
催
の
竹
灯
籠

祭
り
の
材
料
に
使
わ
れ
ま
す
。
ミ
ニ
門

松
は
、
５
０
０
㎖ 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
く
ら

い
の
大
き
さ
で
、
玄
関
に
飾
る
の
に

ぴ
っ
た
り
の
サ
イ
ズ
で
す
。
材
料
の
竹
、

松
の
葉
、
稲
わ
ら
は
全
て
地
元
で
調
達

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
に
述
べ
る
体

験
教
室
で
も
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

竹
灯
籠
祭
り
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が

飛
び
交
う
５
月
下
旬
に
町
内
の
湿
生
公

園
で
開
か
れ
ま
す
が
、
近
隣
の
市
町
か

ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
竹
灯
籠
の

灯
る
木
道
を
歩
き
な
が
ら
ホ
タ
ル
が
観

察
で
き
、
他
に
は
な
い
幻
想
的
な
光
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
祭
り
の
後

は
、
竹
を
チ
ッ
プ
化
し
畑
の
肥
料
と
し

て
使
用
し
ま
す
の
で
、
全
く
無
駄
が
あ

り
ま
せ
ん
。

体
験
教
室
も
実
施

　

毎
年
、
炭
焼
き
、
し
い
た
け
の
植
菌

体
験
、
ミ
ニ
門
松
作
り
の
体
験
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
回
好
評
で
、
募

集
す
る
と
す
ぐ
に
定
員
に
達
し
ま
す
。

　

し
い
た
け
の
植
菌
体
験
は
地
元
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が
取
材
に
来
る
な
ど
、

こ
ち
ら
も
口
コ
ミ
で
存
在
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
地
元
材
の
ほ
だ
木
か
ら
発
生

す
る
し
い
た
け
が
お
い
し
い
の
で
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
が
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

ミ
ニ
門
松
作
り
は
お
正
月
前
に
行
い

ま
す
。
半
日
で
２
つ
製
作
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
楽
し
く
作
れ
て
、
家
に
持

ち
帰
り
す
ぐ
に
飾
れ
る
の
で
、
体
験
者

の
方
は
大
変
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
験
教
室
が
き
っ

か
け
で
、
当
会
に
入
会
さ
れ
る
方
も
い

ま
す
。

　

体
験
教
室
の
際
は
、
間
伐
材
の
利
活

用
が
、
里
山
林
の
保
全
に
つ
な
が
る
こ

と
も
お
話
し
し
、
里
山
林
と
人
の
生
活

の
つ
な
が
り
を
気
づ
い
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

合
言
葉
は
安
全
第
一

定
例
日
の
活
動
風
景

　

と
あ
る
定
例
日
の
活
動
風
景
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
が
拠
点
と
な
る
炭
窯
設

置
場
所
に
集
合
し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。
そ
の
日
１
日
何
を
や
る
か

は
作
業
状
況
に
よ
り
当
日
決
め
ま
す
。

今
日
は
、
地
主
さ
ん
か
ら
依
頼
を
受
け

た
コ
ナ
ラ
林
の
伐
採
と
薪
割
り
で
す
。

２
班
に
分
か
れ
ま
す
が
、
班
分
け
も
当

日
ど
ち
ら
の
作
業
を
や
り
た
い
か
で
自

分
で
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

伐
採
班
は
車
で
現
場
へ
移
動
。
今
日

は
８
人
１
班
で
作
業
を
行
い
ま
す
。
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈
払
機
の
扱
い
に
関
し

て
は
、
講
習
を
受
け
て
練
習
し
て
か
ら

実
践
し
ま
す
。
安
全
第
一
を
合
言
葉
に

竹林整備も行い、竹を有効活用している

【里山体験教室】
炭窯に原木を入れているところ
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各
々
の
作
業
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
自
然

と
役
割
分
担
が
決
ま
り
ま
す
。
機
械
操

作
に
慣
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
会
員
が
伐
採

を
担
当
し
ま
す
。

　

伐
採
す
る
木
が
決
ま
っ
た
ら
、
木
の

重
心
、
伐
倒
方
向
を
見
定
め
て
慎
重
に

伐
採
、玉
切
り
し
ま
す
。
薪
用
（
40 

cm
）、

炭
用
（
80 

cm
）、
し
い
た
け
原
木
用

（
90 

cm
）
と
長
さ
を
変
え
て
チ
ョ
ー
ク

で
印
を
付
け
る
の
は
新
し
い
会
員
。
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
に
あ
っ
た
作
業
を
無
理

な
く
行
い
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
扱

え
る
他
の
会
員
の
手
に
よ
り
玉
切
り
後
、

皆
で
軽
ト
ラ
に
積
み
込
み
ま
す
。
胸
高

直
径
20
〜
30 

cm
程
度
の
材
の
伐
採
が

多
い
の
で
す
が
、
た
ま
に
40
〜
50 

cm

を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
時
は
力

自
慢
の
会
員
が
持
ち
上
げ
ま
す
。
ひ
と

通
り
作
業
を
終
え
る
と
少
し
休
憩
。
辺

り
を
見
渡
せ
ば
豊
か
な
自
然
が
広
が
り
、

青
空
の
下
、
自
然
と
一
体
と
な
り
作
業

を
行
い
、
そ
れ
が
世
の
中
の
役
に
立
つ
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
や
り
甲
斐
を
感
じ
る

瞬
間
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
時
薪
割
班
は
、
拠
点
に

て
２
台
の
薪
割
機
を
稼
働
さ
せ
て
薪
作

り
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
薪
割
機
の

機
械
操
作
と
材
料
と
な
る
木
を
固
定
す

る
人
、
２
人
１
組
で
作
業
し
ま
す
。
薪

割
機
の
エ
ン
ジ
ン
の
小
刻
み

で
少
し
大
き
な
心
地
良
い
音

を
耳
に
作
業
に
没
頭
す
る
ひ

と
と
き
で
す
。
女
性
で
も
片

手
で
つ
か
め
る
太
さ
ま
で
丁

寧
に
割
り
ま
す
。
割
っ
た
薪

は
、
別
の
会
員
の
方
が
屋
根

付
き
の
棚
に
ど
ん
ど
ん
積
み

上
げ
て
い
き
ま
す
。
約
１
年

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
販
売
し
ま

す
の
で
、
所
狭
し
と
薪
の
棚

が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

時
に
は
イ
ノ
シ
シ
肉
の
差

し
入
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
と
き
は
、
自
然
の
中
で
イ
ノ
シ

シ
鍋
を
囲
ん
で
会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
ま
す
。
の
ん
び
り
と
楽
し
く
過
ご
す

至
福
の
ひ
と
と
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
も

山
の
作
業
を
楽
し
み
な
が
ら

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
薪
や
炭

の
生
産
バ
ラ
ン
ス
は
変
わ
り
ま
す
が
、

地
域
資
源
へ
の
ニ
ー
ズ
は
尽
き
る
こ
と

な
く
あ
り
ま
す
。
自
主
性
を
大
事
に
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
山
の

作
業
を
楽
し
ん
で
い
る
会
員
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

地
道
な
活
動
が
地
域
に
根
付
き
、
口

コ
ミ
に
よ
り
活
動
場
所
や
会
員
が
増
え

て
い
る
な
か
い
里
山
研
究
会
は
、
地
域

の
山
林
に
と
っ
て
貴
重
な
存
在
で
す
の

で
、
今
後
も
引
き
続
き
楽
し
み
な
が
ら

継
続
的
な
里
山
林
の
整
備
・
保
全
活
動

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

＊
ま
と
め

神
奈
川
県
県
西
地
域

県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
保
全
課

林
業
普
及
指
導
員　

豊
永
洋
子

【里山体験教室】ミニ門松作り 【里山体験教室】植菌の前に里山林の解説

薪作りに没頭中
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安
全
意
識
と
技
術
を
よ
り
高
め
て

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
整
備
・
作
業
講
習
会

大
井
川
地
区
林
業
研
究
協
議
会﹇
静
岡
県
﹈
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流
を
利
用
し
て
運
ぶ
「
川
狩
り
」
と
い

う
独
特
な
技
術
で
林
業
が
展
開
し
て
い

ま
し
た
。
当
会
が
事
務
局
を
置
く
島
田

市
で
は
、
か
つ
て
上
流
部
で
伐
り
出
さ

江
戸
時
代
か
ら

連
面
と
受
け
継
が
れ
る

大
井
川
の
木
材
産
業

　

南
ア
ル
プ
ス
南
部
に
源
を
発
し
、
静

岡
県
の
中
央
部
を
南
下
し
つ
つ
駿
河
湾

に
注
ぐ
大
井
川
。
そ
の
流
域
は
志し

だ太

榛は
い
ば
ら原

と
称
さ
れ
ま
す
が
、

中
で
も
林
業
・
製
材
業

が
盛
ん
な
島
田
市
・
藤

枝
市
・
川
根
本
町
の
２

市
１
町
が
大
井
川
地

区
林
業
研
究
協
議
会(

清
水
匠た

く
み

会
長
、
以
下
、

当
会)

の
活
動
管
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
部
は
起
伏
に
富
ん

だ
急
傾
斜
地
の
多
い
地

域
で
あ
り
、
日
照
時
間

の
長
さ
と
昼
夜
の
寒
暖

差
、
朝
霧
の
発
生
が
茶

の
生
育
に
適
し
、
古
く

か
ら
茶
業
と
木
材
・
き

の
こ
等
の
林
産
と
い
う

半
農
半
林
で
生
計
が
営
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
大
井
川
で
は
川
幅
が
狭
く
筏
が
組

め
な
か
っ
た
た
め
、
昭
和
40
年
頃
ま
で

は
バ
ラ
の
木
材
を
そ
の
ま
ま
流
し
、
水

防護衣を着けて、いざ実習！
講習の成果もあり手応えは充分

地域の文化・産業の基盤となる大井川
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れ
た
木
材
が
集
積
さ
れ
、「
木も
く
と都
島し
ま
だ田
」

と
称
さ
れ
て
大
変
栄
え
、
長
い
歴
史
を

持
つ
製
材
所
が
現
在
も
多
く
操
業
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
管
内
に
は
６
つ
の
林
業
研
究

会
が
存
在
し
、
各
自
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
市
町
の
合
併
に
加
え
て
、

林
業
情
勢
の
変
化
、
会
員
の
研
究
会
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
べ

く
、
平
成
12
年
に
各
林
業
研
究
会
を
統

合
す
る
か
た
ち
で
当
会
は
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
で
も
林
業
家
の
多
い
川
根
本

町
に
は
単
位
林
研
と
し
て
川
根
本
町
林

業
研
究
会
を
置
き
、総
会
員
数
40
名（
令

和
３
年
12
月
現
在
）
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
構
成
は
、
森
林
所
有

者
、
自
伐
林
家
、
製
材
業
者
、
林
業
事

業
体
従
業
員
と
多
様
で
あ
り
、
情
報
交

換
や
技
術
の
研
鑽
、
後
継
者
養
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
森
林
活
動
へ
の

技
術
支
援

　

当
会
で
は
、
森
林
で
活
動
を
行
い
た

い
と
い
う
地
域
の
要
請
を
受
け
て
、
学

校
・
団
体
に
対
し
て
体
験
学
習
や
技
術

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
定
期
開
催

で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
度
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
の
た
び
の
島
田
市
大

津
財
産
区
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
は
５

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
津
財
産
区
は
、
島
田
市
と
合
併
し

た
旧
大
津
村
が
所
有
し
て
い
た
山
林
等

の
財
産
管
理
の
た
め
設
け
ら
れ
た
地
方

公
共
団
体
で
あ
り
、
現
在
も
区
有
林
の

造
成
お
よ
び
管
理
、
な
ら
び
に
財
産
区

の
区
域
内
の
住
民
の
福
祉
に
資
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
津
財
産
区
は

森
林
組
合
お
お
い
が
わ
の
組
合
員
で
も

あ
り
、
安
全
技
術
指
導
に
つ
い
て
森
林

組
合
に
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
森
林
組
合
が
当
会
の
事
務
局
を

務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
講
習
会
の
開
催

に
至
り
ま
し
た
。
講
習
は
島
田
市
市
民

協
働
課
お
よ
び
森
林
組
合
お
お
い
が
わ

の
協
力
の
も
と
、
大
津
財
産
区
議
員
10

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
は
、
大
津
財
産
区
の
行

事
と
し
て
、
近
々
、
小
学
校
で
原
木
植

菌
体
験
を
行
う
た
め
に
コ
ナ
ラ
の
伐
採

を
行
い
た
い
と
い
う
具
体
的
な
目
的
が

あ
り
、
皆
さ
ん
は
と
て
も
熱
心
に
講
習

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

は
持
っ
て
い
る
も
の
の
普
段
あ
ま
り
使

わ
な
い
と
い
う
方
か
ら
、
地
域
活
動
で

よ
く
使
っ
て
い
る
と

い
う
方
ま
で
習
熟
度

は
様
々
で
し
た
が
、

各
人
の
経
験
で
の
困

り
ご
と
へ
の
対
処
法

を
伝
え
た
り
、
参
加

者
の
向
上
心
も
感
じ

ら
れ
て
、
熱
の
こ
も

っ
た
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

多
様
な
樹
種
に

対
応
で
き
る

安
全
な
技
術
を

学
ぶ

　

今
回
の
講
習
で
講

師
を
務
め
た
当
会
会
員
も
自
身
が
し
い

た
け
生
産
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

財
産
区
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
指

導
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
木
材

生
産
の
た
め
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
林
と
、
多
種
多
様
な
樹
種
が
混
在
す

る
雑
木
林
と
で
は
、
伐
採
を
行
う
際
に

注
意
す
べ
き
こ
と
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

か
か
り
木
や
ガ
イ
ド
バ
ー
が
挟
ま
る
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
皆
さ
ん
経
験
が

あ
る
よ
う
で
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
が

飛
び
交
い
、
ケ
ー
ス
ご
と
の
対
処
法
を

丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幹
が
通
直
で
枝
分
か
れ
し
に

く
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
比
べ
、
し
い
た

け
原
木
に
使
う
コ
ナ
ラ
等
は
偏
心
し
や

す
く
、
加
え
て
芯
が
硬
い
こ
と
か
ら
、

追
い
口
を
切
る
途
中
で
荷
重
に
よ
り
幹

が
裂
け
て
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
、
追
い
ヅ
ル
切

り
が
有
効
で
あ
る
こ
と
や
、
樹
種
に
よ

る
物
性
（
粘
り
の
強
さ
）
の
違
い
に
合

わ
せ
て
、
残
す
ツ
ル
の
幅
を
変
え
る
こ

と
な
ど
、
教
科
書
で
は
教
え
き
れ
な
い
、

実
体
験
に
基
づ
く
細
や
か
な
講
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
の
後
は
屋
外
に
移
動
し
て
、
実

際
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
手
に
、
作
業
姿

勢
と
整
備
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
参

追いヅル切りの説明をする会員
高度な技術です
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加
者
の
所
有
す
る
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ー

カ
ー
や
機
種
は
様
々

で
、
ブ
レ
ー
キ
や
チ

ェ
ー
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
な
ど
の
安
全
装
置

の
確
認
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
中
に
は
作
動

し
な
い
も
の
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
危

険
を
避
け
る
行
動
を

身
に
つ
け
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に

身
を
守
る
最
後
の
砦

で
あ
る
安
全
装
置
に

つ
い
て
、
常
時
か
ら

機
能
を
把
握
し
、
点

検
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

山
林
に
移
動
し
実
際
に
間
伐
を
行
う

予
定
で
し
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
急
遽

変
更
と
な
り
、
財
産
区
で
試
し
切
り
用

の
丸
太
を
用
意
し
て
進
め
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
、
初
め
て
履
く
チ
ャ
ッ
プ

ス
で
格
好
良
く
キ
メ
た
も
の
の
、
整
備

を
終
え
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
丸
太
を
切

り
な
が
ら
「
切
粉
が
細
か
い
っ
て
こ
と

は
、
目
立
て
が
ま
だ
甘
い
な
ぁ
」
と
い

う
声
も
。
講
習
は
終
始
和
気
あ
い
あ
い

と
い
っ
た
雰
囲
気
で
進
み
、
こ
の
先
も

財
産
区
の
活
動
が
事
故
な
く
楽
し
い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

労
使
関
係
に
な
い
団
体
活
動
は
労
働

安
全
衛
生
規
則
の
適
用
外
で
あ
り
、
伐

木
等
の
業
務
に
関
す
る
特
別
教
育
や
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
ズ
ボ
ン
等
の
着
用
は
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今

回
の
講
習
を
通
じ
て
参
加
者
の
安
全
意

識
が
よ
り
高
ま
り
、
今
後
は
特
別
教
育

の
受
講
や
防
護
衣
の
導
入
を
前
向
き
に

検
討
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

地
域
林
業
の
活
性
化
を

め
ざ
し
て

　

少
子
高
齢
化
や
、
自
然
災
害
・
鳥
獣

害
な
ど
に
よ
る
林
家
の
経
営
難
と
い
っ

た
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
く
、

当
会
の
会
員
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
今
後
も
会
の
活
動
を
継
続
し
て
い

く
た
め
、
ひ
い
て
は
地
域
林
業
を
よ
り

活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
担
い

手
の
確
保
は
急
務
で
す
。

　

近
年
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
と
い
う
、
全
世
界
的
な

未
曾
有
の
災
厄
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

林
業
界
に
と
っ
て
は
あ
る
意
味
で
大
き

な
追
い
風
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

例
と
し
て
は
、
密
閉
・
密
集
を
避
け

ソーチェーンの目立ての方法を真剣に聞く参加者たち
やすりの当て方にコツが要る！

チェーンソーを分解して掃除していく
「俺、初めてここ開けた」
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る
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
山
林
で
の
活
動
に
注
目

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
一
極

集
中
の
限
界
に
皆
が
気
づ
き
始
め
、
都

市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
と
い
う
選
択
も

増
え
て
お
り
、
山
林
で
働
く
こ
と
を
希

望
す
る
声
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
林
業
界
と
し
て
も
就
業
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
研
修
制
度
な
ど
就
業
希
望

者
向
け
の
支
援
や
労
働
環
境
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
未
経
験
者
で
も
就

業
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
継
続
し
て
新
規

就
業
者
は
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
数
年

は
情
勢
的
に
一
堂
に
集
う
と
い
う
こ
と

が
難
し
く
、
会
の
活
動
や
林
業
者
間
の

交
流
を
行
い
難
い
状
況
が
続
い
て
き
ま

し
た
。
期
待
を
も
っ
て
林
業
の
世
界
に

飛
び
込
ん
で
く
れ
た
人
た
ち
を
孤
立
さ

せ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
普
段
の
仕
事
仲

間
以
外
に
も
働
き
方
や
技
術
面
で
目
標

と
成
り
得
る
人
と
出
会
え
る
よ
う
、
経

営
体
の
枠
を
超
え
て
林
業
者
間
の
結
び

つ
き
を
強
め
る
こ
と
は
当
会
の
存
在
意

義
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

清
水
会
長
が
11
年
前
当
会
に
加
入
し

た
当
時
は
、
会
員
が
今
の
倍
ほ
ど
在
籍

し
て
お
り
、
定
期
的
な
活
動
や
意
見
交

換
会
、
親
睦
会
が
設
け
ら
れ
、
林
業
に

つ
い
て
語
り
合
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
父
の
代
に
は
、
お
揃
い
の
ネ

ク
タ
イ
で
研
修
に
行
っ
た
り
、
活
動
の

一
環
で
婚
活
企
画
を
行
っ
た
り
と
、
今

で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
活
発
で
生
き

生
き
と
し
た
活
動
が
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

時
代
と
と
も
に
会
の
有
り
様
や
活
動

に
は
変
化
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
清
水

会
長
は
、
か
つ
て
の
想
い
や
熱
量
は
そ

の
ま
ま
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
当
会
が

地
域
と
林
業
の
出
会
い
の
場
、
林
業
者

同
士
の
出
会
い
の
場
と
な
っ
て
、
地
域

林
業
の
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
語
り
ま
す
。

地
域
の
未
来
を
見
据
え
て

小
学
生
に
向
け
た
活
動
も

　

地
域
と
林
業
の
出
会
い
と
い
う
点
で

い
え
ば
、
当
会
は
長
年
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
「
森
の
課
外
授
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
当
会
の
活
動
管
内
で

あ
る
２
市
１
町
合
わ
せ
た
森
林
率
は
76

％
（
令
和
２
年
度
）
と
全
国
的
に
み
て

も
高
く
、
上
流
に
向
か
う
に
つ
れ
森
が

深
く
な
る
と
い
う
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
地
域
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
森
林
の
仕
事
と
な

る
と
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
い
う
住

民
は
多
く
、
対
し

て
林
業
者
側
も
謙

虚
な
気
質
な
の
か
、

林
業
の
魅
力
を
十

分
発
信
で
き
て
い

な
い
と
い
う
反
省

は
あ
り
ま
す
。
時

に
自
然
の
美
し
さ

に
圧
倒
さ
れ
、
時

に
猛
威
を
振
る
う

自
然
に
為
す
す
べ

な
く
畏
敬
の
念
を

抱
き
、
次
世
代
の

た
め
に
木
を
植
え

大
切
に
受
け
継
い

で
い
く
。
林
業
と

い
う
も
の
は
本
来

と
て
も
ド
ラ
マ
チ

ッ
ク
な
も
の
で
す
。

　

次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
・
産
業
・

林
業
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
自
身
や
地

域
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
、
可
能
性
を

見
出
す
機
会
が
持
て
る
よ
う
な
地
域
に

な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
と
の
兼
ね
合
い
や
、

学
校
側
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
、
ク
リ

ア
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
県
と
も
連

携
し
管
内
の
小
学
校
に
活
動
を
広
げ
る

取
り
組
み
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

＊
ま
と
め

大
井
川
地
区
林
業
研
究
協
議
会

事
務
局

小学生たちと間伐体験
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エ
ン
ジ
ョ
イ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
女
性
林
研﹇
東
京
都
﹈／
小
澤
未
夏
子
さ
ん

ゆ
く
ゆ
く
は
所
有
林
の
管
理
を
。

林
研
活
動
で
交
流
と
見
識
を
深
め
た
い
。

都
市
住
民
へ
の
普
及
啓
発
を

基
本
に
し
た
女
性
グ
ル
ー
プ

　

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
女
性
林

研
（
福
田
珠
子
会
長
／
以
下
、
当
会
）

は
、
東
京
都
多
摩
地
域
を
拠
点
に
女
性

19
人
で
活
動
し
て
い
る
女
性
林
業
研
究

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
「
見
直
そ
う
森
の
恵
み　

残
そ
う
東

京
の
山　

伝
え
よ
う
木
を
生
か
す
文

新
た
に
仲
間
に
加
わ
っ
た

小
澤
未
夏
子
さ
ん

化
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
都
市

部
に
住
む
方
へ
の
普
及
啓
発
、
子
ど
も

た
ち
に
森
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
さ
を
伝
え

る
森
林
環
境
教
育
を
基
本
と
し
て
、
草

木
染
め
、苔
玉
作
り
、ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、

保
育
園
児
へ
の
自
然
教
育
な
ど
、
女
性

な
ら
で
は
の
視
点
を
活
か
し
た
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

父
と
山
守
さ
ん
の
会
話
で

山
に
興
味
を
も
っ
た

　

経
験
豊
か
な
会
員
が
多
く
い
る
当
会

に
、
令
和
元
年
６
月
、
待
望
の
若
手
会

員
と
し
て
小
澤
未
夏
子
さ
ん
が
新
た
に

入
会
し
ま
し
た
。

　

小
澤
さ
ん
は
、
青
梅
市
で
３
０
０
年

以
上
前
か
ら
酒
造
業
を
営
む
家
庭
に
生

ま
れ
、
酒
蔵
の
経
営
を
行
う
父
親
の
姿

を
見
て
育
っ
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
自
然
が
好
き
で
、
大
学
で
は
造

園
学
を
専
攻
し
、
卒
業
後
に
就
職
し
た

造
園
会
社
で
は
、
配
属
先
の
国
営
公
園

で
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
な
ど
を
担
当

し
ま
し
た
。
小
澤
家
で
は
約
２
０
０
ha

の
森
林
を
所
有
し
て
お
り
、
森
林
の
巡

回
や
管
理
を
「
山
守
さ
ん
」
に
任
せ
て

い
る
そ
う
で
す
。
小
澤
さ
ん
に
よ
る
と
、

森林散策。イベント参加者に森林の働きや林業の現状を説明
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「
父
と
山
守
さ
ん
と
の
会
話
を
聞
く
う

ち
に
森
林
管
理
に
興
味
を
持
ち
、
携
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
実
家

の
酒
造
会
社
が
経
営
す
る
飲
食
店
で
働

き
な
が
ら
、
父
と
一
緒
に
原
木
市
場
の

セ
リ
を
見
学
し
た
り
、
山
守
さ
ん
か
ら

森
林
の
境
界
や
山
の
見
方
を
教
わ
っ
た

り
し
て
、勉
強
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

と
の
こ
と
で
す
。

林
研
会
長
か
ら
の

勧
誘
で
入
会
を
決
心

　
「
以
前
か
ら
父
と
親
交
の
深
い
福
田

会
長
か
ら
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
入
会
を
決
め
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、
林
業
に
つ
い
て
の
経
験

が
少
な
い
自
分
が
う
ま
く
な
じ
め
る
か

不
安
で
し
た
が
、
入
会
し
て
み
る
と
会

員
の
皆
さ
ん
が
気
さ
く
に
接
し
て
く
だ

さ
っ
て
安
心
し
ま
し
た
。
活
動
に
参
加

し
て
み
て
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
温
か
い

雰
囲
気
や
、
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細

や
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

　

小
澤
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
草
木
染
め

と
苔
玉
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。「
イ
ベ
ン
ト
で
は
メ
イ
ン
の
講

座
以
外
に
森
林
散
策
の
時
間
が
あ
り
、

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

草
木
染
め
で
は
、
今
年
は
ブ
ド
ウ
を

使
っ
て
ス
カ
ー
フ
を
染
め
ま
し
た
。
同

じ
染
料
で
も
年
や
季
節
に
よ
っ
て
違
っ

た
色
合
い
に
な
る
と
こ
ろ
が
、
草
木
染

め
の
魅
力
だ
と
感
じ
ま
す
」

◆

　

小
澤
さ
ん
に
今
後
の
抱
負
を
聞
く
と
、

「
森
林
や
林
業
に
つ
い
て
さ
ら
に
学
び
、

所
有
森
林
の
管
理
に
つ
い
て
自
分
な
り

の
考
え
を
持
て
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
今
の
目
標
で
す
。

林
研
活
動
を
通
し
て
様
々
な

方
と
交
流
し
、
見
識
を
深
め

て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
積

苔玉作り。材料の苔は森林から採取したもの

極
的
に
活
動
に
取
り
組

ま
れ
、
明
る
い
笑
顔
が

印
象
的
な
小
澤
さ
ん
の

今
後
の
ご
活
躍
を
応
援

し
て
お
り
ま
す
。

＊
ま
と
め

東
京
都
森
林
事
務
所

普
及
担
当　

立
﨑
祥
子

（
所
属
は
執
筆
時
）

草木染め体験講座。樹木の葉や果実を使ってスカーフを染める

クリスマスリース作り。木の実や樹木の葉を使って
自由に飾り付け

エンジョイ・フォレスト女性林研のメンバー（左端が小澤さん）
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仙
南
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ﹇
宮
城
県
﹈／
海
藤
節
生
さ
ん

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ

地
域
と
森
を
つ
な
ぐ
活
動

て
、
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育

成
す
べ
く
、
充
実
し
た
実
習
を

行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
幅

広
い
体
験
と
実
習
が
で
き
る
よ

う
に
管
内
の
林
業
関
係
者
に
協

力
を
求
め
、
伐
倒
な
ど
の
林
業

技
術
の
ほ
か
、
原
木
市
場
や
製

材
所
な
ど
を
見
学
す
る
年
間
10

生
態
系
の
保
全
の
た
め
に

　

仙
南
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
（
以
下

「
本
会
」）
は
、
宮
城
県
内
の
林
業
関
係

者
が
協
働
し
て
地
域
活
動
を
行
う
人
材

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
宮
城
県
南
部
の

蔵
王
連
峰
と
阿
武
隈
山
地
に
囲
ま
れ
た

地
域
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
後
は
地
区
を
限
定
せ
ず
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
事
務
局
を
担
う
海
藤
節
生
さ

ん
は
、
初
代
ハ
ウ
ン
ド
ド
ッ
グ
ベ
ー
シ

ス
ト
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
水
守
の
郷
七
ヶ

宿
」
理
事
長
、
環
鳥
海
総
合
人
間
科
学

研
究
所
客
員
研
究
員
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
多
く
の
肩
書
き
を
持

ち
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
を
意
識
し
た
活
動
を
幅
広
く
展
開

し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
開
発
目
標

の
ベ
ー
ス
と
な
る
生
態
系
の
保
全
の
た

め
に
、
林
業
の
理
解
者
や
担
い

手
育
成
、
森
林
体
験
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

変
重
要
と
考
え
、
学
校
教
育
の

中
で
森
林
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

を
創
出
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
の

林
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

本
会
は
、
平
成
21
年
度
よ
り

宮
城
県
で
唯
一
林
業
を
学
べ
る

宮
城
県
柴
田
農
林
高
等
学
校
の

森
林
環
境
科
２
年
生
に
対
し
て
、
林
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
に
同
じ
町
内
の
商

業
高
校
と
の
統
合
が
決
ま
り
、「
学
科

再
編
に
よ
り
森
林
環
境
科
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
？
」
と
い
う
危
機
感

を
抱
い
た
本
会
が
、「
林
業
の
担
い
手

を
世
に
輩
出
す
る
」
と
い
う
目
標
を
立

子
ど
も
た
ち
の
前
で

「
森
へ
お
い
で
よ
！
」と
歌
う
海
藤
節
生
さ
ん
。

右
上
の
写
真
は
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を

お
務
め
の
際
の
様
子

※海藤さんが歌う
「We love  Frest  2020 森へおいでよ！」の
動画が YouTube で公開されています。
上の二次元バーコードからご覧ください

インターンシップ： による伐倒体験
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回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

林
業
技
術
の
体
験
で
は
、
生
徒
た
ち

は
、
ま
ず
安
全
講
習
を
受
け
、
機
械
の

構
造
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
詳
し

く
学
ん
だ
後
で
、
現
場
で
刈
払
い
や
伐

倒
作
業
を
行
い
ま
す
。
山
を
持
ち
、
木

材
の
生
産
・
加
工
、
住
宅
の
施
工
・
販

売
ま
で
手
が
け
る
会
員
企
業
の
見
学
で

は
、
森
か
ら
家
ま
で
、
木
が
ど
の
よ
う

に
加
工
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
か
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
市
場
見
学
で
は
、
演
習

林
か
ら
伐
出
さ
れ
た
材
が
木
材
市
場
で

競
り
に
か
け
ら
れ
値
が
付
く
と
、「
も
っ

と
高
く
売
れ
な
い
の
か
」
と
生
徒
は
悔

し
が
り
、
そ
う
し
て
市
場
の
役
割
や
流

通
の
実
際
、
そ
の
重
要
性
を
学
び

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
森
に

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
小
中
学
生

へ
の
環
境
教
育
も
行
っ
て
い
ま

す
。
あ
る
日
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す
。
会
場
と
な
る
七
ヶ
宿
町
の
山

林
に
到
着
し
た
白
石
市
内
の
学
校

に
通
う
14
名
の
子
ど
も
た
ち
と
先

生
。
海
藤
さ
ん
は「
森
の
教
室
」で
、

ま
ず
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
話
を
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ス
ギ
の
幼
齢
林
に

移
動
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
剪
定
バ
サ

ミ
で
つ
る
切
り
体
験
し
、
次
に
ス
ギ
の

若
齢
林
に
移
動
し
て
手
鋸
で
間
伐
を
行

い
ま
す
。
班
に
分
か
れ
、
５
人

掛
か
り
で
１
本
を
倒
し
た
後
、

伐
倒
木
を
２
人
用
鋸
で
２
ｍ
に

造
材
し
、
そ
れ
を
運
ん
で
小
川

の
橋
に
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
森
の
木
が
木
材
と
し
て
使
え

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
実
感
し
、

こ
う
し
た
体
験
を
通
し
て
自
主

的
に
考
え
る
こ
と
を
学
ん
で
い

き
ま
す
。

◆

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
、

子
ど
の
た
ち
が
様
々
な
場
面
で

森
と
関
わ
り
、
森
に
入
る
機
会
を
創
出

す
る
こ
と
は
、
と
て
も
意
義
が
あ
り
ま

す
。
海
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
日
常
的
に
森
と
関
わ
る
中
で
、日
々

変
化
し
て
い
る
自
然
を
体
感
し
て
い
ま

す
。
豊
か
な
自
然
を
育
ん
で
き
た
原
点

は
『
自
然
共
生
』
と
い
う
日
本
の
暮
ら

し
ぶ
り
に
あ
り
ま
す
。『
子
ど
も
た
ち

を
森
に
！
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

す
べ
て
の
現
場
で
、
未
来
の
森
づ
く
り

の
た
め
に
我
々
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

＊
ま
と
め

宮
城
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー　

佐
々
木
周
一

インターンシップ：市場見学「森の教室」で子どもたちに話をする海藤さん

２人挽きの鋸は息を合わせることが大切

学校林整備での集合写真
（前列左から３人目が海藤さん、後列右端が筆者）
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熊
野
林
星
会﹇
三
重
県
﹈

儲
か
る
林
業
を
つ
く
る
！

〝
セ
ー
ザ
イ
ゲ
ー
ム
〞

を
検
討
し
始
め
ま
し
た
。

　

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
誰
も

が
分
か
り
や
す
く
林
業
、
木
材

産
業
の
流
れ
を
理
解
で
き
る
よ

う
、
三
重
大
学
地
域
拠
点
サ
テ

ラ
イ
ト
・
東
紀
州
サ
テ
ラ
イ
ト

の
山
本
研
究
員
と
当
会
で
試
行

錯
誤
を
重
ね
ま
し
た
。
平
成
29

年
度
に
「
セ
ー
ザ
イ
ゲ
ー
ム
」

と
し
て
初
め
て
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
出
展
し
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
体
験
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
県
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
活
動

を
広
げ
て
い
ま
す
。

製
材
所
の
経
営
を

ゲ
ー
ム
で
体
験

「
セ
ー
ザ
イ
ゲ
ー
ム
」
の
内
容

を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
こ
の

熊
野
の
木
の

フ
ァ
ン
を
増
や
す

　

熊
野
林
星
会
は
、「
地
域
社
会
に
貢

献
し
、
熊
野
の
木
の
フ
ァ
ン
を
増
や
そ

う
」
を
理
念
に
三
重
県
熊
野
市
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、
川
上
か
ら

川
下
ま
で
の
関
係
者
21
名
の
会
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
特
徴
は
、

熊
野
材
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

な
ど
、
一
般
の
方
々
と
の
交
流
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
、

そ
の
中
で
、
当
会
が
三
重
大
学
と
共
同

開
発
し
た
「
セ
ー
ザ
イ
ゲ
ー
ム
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

三
重
大
学
と
共
同
で

ゲ
ー
ム
を
開
発

　

平
成
27
年
度
に
、
三
重
大
学

と
地
域
の
森
林
資
源
活
用
の
検

討
を
行
う
機
会
が
あ
り
、
こ
の

中
で
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
る

取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
と
感

じ
、
林
業
、
木
材
産
業
を
遊
び

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、

「
セ
ー
ザ
イ
ゲ
ー
ム
」
の
開
発

丸
太
の
仕
入
れ
体
験
（
競
り
の
様
子
）。

売
り
子
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
買
い

手
が
競
り
合
う

ゲーム開始前にルールを説明
（写真右は三重大学の山本研究員）
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ゲ
ー
ム
は
、
い
く
つ
か
の

体
験
（
遊
び
）
を
通
し
て

木
材
産
業
の
仕
組
み
を
学

べ
る
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
群
で
、
原
木
市
場
で
重

要
と
な
る
「
目
利
き
」
の

要
素
や
、
製
材
業
で
重
要

で
あ
る
「
木
取
り
」
を
遊

び
な
が
ら
体
験
す
る
製
材

所
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
で
す
。
ま
た
、

ゲ
ー
ム
後
に
実
際
の
現
場

を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
深
く
そ
の

内
容
が
理
解
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

実
際
に
子
ど
も
た

ち
は
製
材
所
の
経
営

者
と
し
て
、
①
丸
太

の
仕
入
れ
、
②
木

取
り
（
製
材
加
工
）、

③
販
売
（
売
上
高
の

集
計
）
な
ど
を
疑
似

体
験
し
、
仕
入
れ
と

販
売
の
差
で
あ
る
利

益
に
応
じ
た
得
点
を

競
い
合
い
ま
す
。
ま

た
、
ゲ
ー
ム
の
最
後

に
は
、
得
点
に
応
じ
た
仮
想
通
貨
（
通

称
ノ
ジ
ー
）
を
お
菓
子
と
交
換
で
き
ま

す
。

　

今
ま
で
開
催
し
た
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て

ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
、「
木
取
り
は
パ
ズ
ル
み
た

い
で
楽
し
い
」「
節
が
な
い
木
材
が
高

価
だ
と
わ
か
っ
た
」「
元
玉
と
二
番
玉

の
違
い
が
理
解
で
き
た
」
と
い
っ
た
意

見
が
寄
せ
ら
れ
、
木
材
を
身
近
に
感
じ
、

地
域
材
の
理
解
や
認
識
を
深
め
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
会
の
会
員
も
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
等
に
関
わ
る
こ
と
で
、
会
員
間

の
団
結
力
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
改
め

て
地
域
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

◆

　

こ
れ
か
ら
も
、「
セ
ー
ザ
イ
ゲ
ー
ム
」

な
ど
の
木
育
を
軸
と
し
た
活
動
に
よ
り
、

熊
野
の
木
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
森
や
木
に
親

し
み
を
持
ち
、
将
来
的
に
地
域
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

会
長　

野
地
伸
卓

得点に応じて得た
仮想通貨（ノジー）を
お菓子と交換

木取り（製材加工）体験。
仕入れた材の木取りを
パズル感覚で行う

原木市場にて、材の目利きを説明

会員写真（右から３人目が筆者）

製材工場にて、実際に製材される様子を見学
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対
馬
林
業
研
究
会﹇
長
崎
県
﹈

杣
人
だ
か
ら
こ
そ
！

観
光
地
の
景
観
を
整
備

対
馬
の
活
性
化
に

取
り
組
む

　

私
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
長
崎
県
対

馬
市
は
、
福
岡
市
か
ら
１
２
４
㎞
、
韓

国
か
ら
50
㎞
離
れ
た
、
九
州
の
北
西
部

に
位
置
し
、
南
北
に
82
㎞
、
東
西
に
18

㎞
と
細
長
い
、
人
口
約
３
万
人
の
離
島

で
す
。
島
の
約
９
割
を
森
林
が
占
め
て

お
り
、
林
業
や
原
木
シ
イ
タ
ケ
生
産
の

ほ
か
、
豊
か
な
水
産
資
源
を
活
か
し
た

漁
業
な
ど
、
農
林
水
産
業
が
昔
か
ら
盛

ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

対
馬
林
業
研
究
会
は
昭
和
52
年
に
発

足
し
、
現
在
は
林
業
・
木
材
業
に
関
心

の
あ
る
34
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
、
島

内
の
人
々
に
「
対た
い
り
ん
か
い

林
会
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
農
林
業
だ
け
で
な

く
、
建
設
業
、
清
掃
業
な
ど
様
々
な
業

種
の
会
員
が
所
属
し
、
林
業
を
通
じ
て

対
馬
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
杣
人
」
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

私
た
ち
は
、
林
業
の
プ
ロ
「
杣そ

ま
び
と人

」

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
観
光
地
内
の
支

障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
や
草
刈
り
の
整

備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
ま
で
、
対
馬
に
は
多
く
の

韓
国
人
観
光
客
が
来
島
し
、
そ
の
数
は

観
光
客
全
体
の
半
数
以
上
で
し
た
が
、

現
在
は
激
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
今
年
度
は
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
追
い
風
と
な
り
、
日

本
人
観
光
客
が
増
え
、
よ
り
観
光
客
を

呼
び
込
む
よ
う
島
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
な

ど
に
よ
り
、
肝
心
の
史
跡
等
の
観
光
地

整
備
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
で
し

た
。

女
性
が
1
人
で
も
通
れ
る
程
度
の

明
る
さ
を
目
安
に
登
山
道
を
整
備
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ま
た
、
対
馬
で
は
若
者

を
中
心
と
し
た
人
口
流
出

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
観
光
客
に
対
馬

に
来
て
も
ら
う
か
ら
に
は
、

対
馬
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
想
い
と
、
対
馬
が
観

光
地
と
し
て
発
展
し
、
子

ど
も
た
ち
が
将
来
残
っ
て

く
れ
る
、
誇
れ
る
故
郷
に

し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

対
林
会
で
は
令
和
元
年
度

か
ら
観
光
地
を
整
備
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
は
、
対

馬
市
の
文
化
財
で
あ
る

「
姫ひ
め
か
み
や
ま

神
山
砲
台
跡
」
へ
続

く
登
山
道
の
整
備
と
、
姫

神
山
展
望
台
の
景
観
支
障

木
伐
採
を
実
施
し
ま
し
た
。

登
山
道
は
、
樹
木
が
覆
い

被
さ
り
、
薄
暗
い
状
態
で

し
た
が
、
伐
採
・
枝
葉
の

整
理
を
し
た
と
こ
ろ
、
見

違
え
る
よ
う
に
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
展
望

台
や
広
場
の
景
観
を
遮
る

樹
木
を
伐
採
し
た
こ
と
で
、

対
馬
の
特
徴
で
あ
る

雄
大
な
リ
ア
ス
式
海

岸
が
見
渡
せ
る
美
し

い
眺
め
も
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活
動
中
、
散
策
し
て

い
た
観
光
客
が
そ
の

雄
大
な
景
色
に
足
を

止
め
て
、
写
真
を
撮

る
な
ど
楽
し
ん
で
い

る
様
子
に
達
成
感
を

感
じ
ま
し
た
。

地
域
が
求
め
る

地
域
の
た
め
の

活
動

　

こ
の
活
動
は
、
地

元
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
と
、
お
褒
め
の
言
葉

や
、
他
の
観
光
地
も
や
っ
て
ほ
し
い
な

ど
の
意
見
も
い
た
だ
き
、
大
き
な
反
響

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
「
地
域
が

求
め
る
地
域
の
た
め
の
活
動
」
を
対
林

会
は
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
総
会
を
も
っ
て
会
長
が

代
わ
り
、
ま
た
40
年
間
在
籍
し
た
会
員

を
含
め
、
長
年
、
対
林
会
を
引
っ
張
っ

て
き
た
方
々
が
退
会
し
、
世
代
交
代
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
先
輩
方
が

培
っ
て
こ
ら
れ
た
技
術
や
想
い
を
受
け

継
ぎ
つ
つ
、
新
し
い
発
想
で
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
捉
え
な
が
ら
、「
杣

人
」
だ
か
ら
で
き
る
地
域
貢
献
を
続
け
、

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
対
馬
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

会
長　

久
和
英
史

休憩中に会員同士で技術を指導し合う 会員のほかに地域の方々も作業に参加

ボランティアに参加した会員と「姫神山展望台」から見えるようになった
景色をバックに
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本
荘
由
利
森
林
組
合
林
業
研
究
会﹇
秋
田
県
﹈

Tree   
house   
Pro
j
ec
t

（
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

会
員
の
多
く
が
自
身
の
所
有
す
る
森
林

の
将
来
を
憂
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
14
年
に
開
催
さ
れ

た
「
環か
ん
ち
ょ
う
か
い

鳥
海
・
未
来
の
森も

り林
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
地

元
の
建
築
関
係
の
大
学
生
を
主
体
と
し

た
「Tree house Project

」（
ツ
リ
ー

ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
立
ち
上
げ
、

建
築
関
係
の
大
学
生
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

秋
田
県
の
森
林
面
積
は
約
84
万
ha
で

県
土
の
72
％
を
占
め
、
ス
ギ
人
工
林
の

面
積
も
約
37
万
ha
と
全
国
一
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
減
や
高
齢
化

に
よ
る
森
林
管
理
の
不
備
が
徐
々
に
あ

ら
わ
れ
て
お
り
、
全
国
一
の
ス
ギ
人
工

林
面
積
を
有
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
再
造
林
率
は
20
％
前
後
と
非
常

に
低
い
水
準
に
あ
る
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。

　

私
た
ち
本
荘
由
利
森
林
組
合
林
業
研

究
会
も
会
員
の
平
均
年
齢
が
74
歳
と
、

高
齢
の
会
員
が
多
数
所
属
し
て
お
り
、

若
年
層
の
林
業
へ
の
参
加
促
進
と
地
域

住
民
と
の
交
流
、
木
材
の
新
た
な
活
用

法
を
模
索
す
る
た
め
の
活
動
を
始
め
ま

し
た
。

学
生
と
当
研
究
会
会
員
。
女
性
が
多
く
参
加

手すりの補修作業。改築・補修も繰り返し実施

ツリーハウス製作の様子

現在まで、のべ 2,400 人ほどが製作に参加
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ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の

製
作
を
！

　

活
動
の
場
と
し
て
、
当
研
究
会
会
員

の
山
を
提
供
し
、
そ
こ
に
あ
る
資
源
を

用
い
て
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
製
作
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
学
校
で
学
ん
だ
知
識

を
実
践
し
て
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
設
計

を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
素
材
の
選

定
、
素
材
そ
の
も
の
の
伐
採
・
収
穫
も

学
生
自
ら
が
行
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
山
を
散
策
し
て
生
態
系

を
調
査
し
た
り
、
キ
ノ
コ
の
植
菌
や
山

菜
採
り
を
通
し
て
植
生
を
観
察
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
生
息
す
る
上
で
適
正
な
環
境

を
読
み
取
る
な
ど
、
自
然
環
境
に
つ
い

て
の
学
習
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
得
た
知
識
を
生
か
し
て
、
小

学
生
向
け
の
木
工
教
室
や
森
林
教
室
を

こ
れ
ま
で
に
15
回
ほ
ど
実
施
し
、
地
元

住
民
と
の
交
流
や
さ
ら
に
若
い
世
代
に

林
業
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

　

森
林
所
有
者
や
地
域
住
民
の
多
く
が

林
業
か
ら
興
味
を
失
い
つ
つ
あ
る
中
、

若
者
が
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
と
う
と

す
る
姿
を
見
て
、
新
た
な
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
た
学
生
か
ら
は
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で

伐
木
す
る
と
こ
ろ
か
ら
自
分
た
ち
で
設

計
し
た
も
の
づ
く
り
を
実
際
に
行
い
、

紐
の
結
び
方
か
ら
力
学
ま
で
大
学
で
は

学
べ
な
い
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん

だ
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
学
生
の

多
く
が
卒
業
後
に
一
級
建
築
士
の
資
格

ツリーハウス内でバーベキュー
完成したツリーハウス。
平成 14 年から複数棟を製作

森林教室 木工教室

を
取
得
し
た
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を

受
賞
す
る
等
の
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
卒
業
生
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
会
場
建
設
に
携
わ
る
な
ど
、
業
界
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

　

森
林
・
林
業
の
若
返
り
や
そ
の
理
解

促
進
の
た
め
に
は
、幼
少
期
か
ら
の「
木

育
」
及
び
「
森
育
」
が
重
要
で
す
。
前

述
し
た
木
工
教
室
や
森
林
教
室
も
そ
の

一
環
と
し
て
さ
ら
に
推
進
し
、
子
ど
も

た
ち
が
林
業
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
女
性

も
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
林
業
は

未
だ
に
男
性
の
仕
事
、
き
つ
い
・
汚
い
・

危
険
の
い
わ
ゆ
る
「
３
Ｋ
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
よ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
林

業
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
す
る
た
め
に
、
女
性
の
活
躍
を

さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
業
界
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

＊
ま
と
め

事
務
局　

本
間
康
太
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日
光
地
区
木
材
流
通
研
究
会﹇
栃
木
県
﹈

高
校
生
対
象
の

「
ス
マ
ー
ト
林
業
」研
修

ツ
ア
ー
実
施
の
是
非
が
議
論
さ
れ
、
メ

ン
バ
ー
内
で
の
意
見
は
分
か
れ
ま
し
た
。

留
学
生
が
半
数
を
占
め
る
東
京
に
あ
る

専
門
学
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的

に
は
学
校
側
か
ら
の
申
し
入
れ
に
よ
り
、

残
念
な
が
ら
令
和
２
年
度
の
ツ
ア
ー
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
」

地
元
高
校
で
の
研
修
開
催

　

し
か
し
、
７
月
に
開
催
さ
れ
た
総
会

象
に
研
修
会
を
開
催
し
、
林
業
・

木
材
産
業
へ
の
理
解
促
進
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
間
は
、
県
外
の
専
門

学
校
生
を
対
象
に
「
山
の
木
か
ら

家
の
木
へ
」
と
銘
打
っ
た
国
産
木

材
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、林
業
・

木
材
産
業
の
大
切
さ
に

つ
い
て
理
解
を
促
す
と

と
も
に
、
地
元
と
の
交
流
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
制
限

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
活
動
が
大
き
く
制
限

さ
れ
る
中
、
６
月
に
第
１
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
場
で
は
国
産
木
材
体
験

人
材
育
成
に
力
を
注
ぐ

　

栃
木
県
北
西
部
の
日
光
市
と
鹿
沼
市

で
活
動
す
る
日
光
地
区
木
材
流
通
研
究

会
（
以
下
、「
木
流
研
」
と
い
う
）
は

平
成
12
年
に
発
足
し
、
林
業
、
原
木
市

場
、
製
材
業
、
材
木
店
、
建
築
設
計
と

川
上
か
ら
川
下
ま
で
網
羅
し
た
国
産
材

に
こ
だ
わ
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
何
で
も
で

き
る
こ
と
が
木
流
研
の
強
み
で
、
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
人
材
育
成
で

す
。
こ
れ
ま
で
、
県
内
外
の
学
校
を
対

木
流
研
メ
ン
バ
ー
（
一
部
）。
メ
ン
バ
ー
の

一
人
が
経
営
す
る
原
木
市
場
に
て

国産木材体験ツアーの造材研修

国産木材体験ツアー「山の木から家の木へ」に参加した
学生たち（令和元年度）
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で
は
、
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
コ
ロ
ナ
に

負
け
る
な
！
」
と
採
決
さ
れ
る
ほ
ど
メ

ン
バ
ー
の
思
い
は
熱
く
、
ツ
ア
ー
に
代

わ
る
別
の
形
で
人
材
育
成
に
取
り
組
め

な
い
か
と
県
西
環
境
森
林
事
務
所
に
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
事
務
所
が
間
に
入
り
、

地
元
の
鹿
沼
南
高
校
で
熱
心
に
林
業
・

木
材
産
業
に
関
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

学
科
（
環
境
緑
地
科
林
業
コ
ー
ス
）
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
、
授
業
時
間

な
ど
の
制
限
が
多
い
中
、
学
校
側
の
要

望
と
木
流
研
の
思
い
を
叶
え
る
よ
う
な

研
修
等
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の

林
業
労
働
力
の
確
保
、
作
業
の
安
全
性

向
上
や
労
働
強
度
の
軽
減
等
と
い
っ
た

課
題
を
解
決
し
、
林
業
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
で
若
者
の
就
業
を
促
し
た
い

と
の
観
点
か
ら
、
県
が
今
後
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
〝
ス
マ
ー
ト
林
業
〞
に

関
す
る
研
修
会
開
催
で
調
整
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
12
月
中
旬
に
約

30
人
の
生
徒
を
対
象
に
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、

冒
頭
で
木
流
研
の
林
業
・
木

材
産
業
に
対
す
る
熱
い

思
い
を
生
徒
に
伝
え
ま

し
た
。
内
容
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ハ
ー
ベ
ス
タ
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
ド
ロ
ー

ン
操
作
研
修
で
、
生
徒

は
興
味
津
々
で
操
作
に

取
り
組
み
、
研
修
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
人

が
入
れ
な
い
場
所
や
広

大
な
森
林
の
測
量
に
ド

ロ
ー
ン
は
非
常
に
有
効

だ
と
思
っ
た
」「
機
械
化
に
よ
り

安
全
性
や
労
働
強
度
の
軽
減
化
が

図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
な
ど
好
評
で
し
た
。
先
生
か

ら
は
令
和
３
年
度
も
ぜ
ひ
研
修
を

お
願
い
し
た
い
と
の
要
望
を
い
た

だ
く
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

◆

　

林
業
・
木
材
産
業
の
魅
力
を
発

信
す
る
木
流
研
の
活
動
支
援
を
通

し
て
、
新
た
な
林
業
技
術
の
普
及

に
は
県
と
林
研
グ
ル
ー
プ
が
両
輪
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
認
識
で
き
ま
し
た
。
県
の
施
策

に
対
し
て
い
つ
も
素
早
く
対
応
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
林
業
振
興
に
心
強
い
味

方
で
も
あ
る
木
流
研
の
活
躍
に
こ
れ
か

ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

県
西
環
境
森
林
事
務
所

林
業
普
及
指
導
員　

亀
山
雄
搾

ＩＣＴハーベスタシミュレーターによる伐倒造材
演習

▲ドローン操作演習
▶森林整備事業へのドローン活用について地元業者から説明を受ける

生徒たちとの記念撮影。研修後のアンケートでは、林業に関わる仕事に就き
たいと思う生徒の割合が増えるなど、林業に対する意識の変化が見られた
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自
然
と
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
に
親
し
む
会﹇
山
梨
県
﹈

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
舞
う

里
山
林
を
再
生

を
忘
れ
る
ほ
ど
の
達
成
感
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
北
杜
市
で
は
松
枯
れ
病
の

影
響
も
あ
り
、
平
成
21
年
頃
か
ら
ア
カ

マ
ツ
林
の
皆
伐
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
跡
地
に
ク
ヌ
ギ
の
苗

を
植
え
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
地
道
に
続
け
て

い
る
と
、
北
杜
市
に
移
住
し
て
き
た

方
々
か
ら
参
加
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
は
じ
め
は
作
業
に
不
慣
れ
で
し
た

が
、
経
験
を
積
ん
だ
現
在
で
は
主
要
な

置
さ
れ
人
の
背
丈
以
上
に
繁
茂
し
た
ア

ズ
マ
ネ
ザ
サ
の
刈
り
払
い
で
し
た
。
鎌

で
の
手
刈
り
で
は
硬
い
サ
サ
に
太
刀
打

ち
で
き
ず
、
肩
掛
け
式
の
エ
ン
ジ
ン
刈

払
機
を
導
入
し
た
も
の
の
刈
り
刃
が
す

ぐ
に
切
れ
な
く
な
り
、
炎
天
下
で
の

作
業
は
大
変
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
鬱
蒼
と
し
た
林
が
美
し
い
林

に
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
、
辛
さ

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

国
内
有
数
の
生
息
地
を
守
る

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
自
然
と
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
に
親
し
む
会
（
以
下
、

「
本
会
」）
は
、
平
成
20
年
か
ら
北
杜

市
長
坂
町
で
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
生
息

地
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
設

立
初
期
は
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
採
集
者

に
対
す
る
保
護
協
力
の
呼
び
掛
け
や
、

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
観
察
会
等
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
生
育
に
は
、

樹
液
の
出
る
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
、
幼
虫

が
葉
を
食
べ
る
エ
ノ
キ
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
荒
廃
し
た
里
山
林
を
再
生
す
る

活
動
に
着
手
し
ま
し
た
。

サ
サ
刈
り
と
ク
ヌ
ギ
の
植
林

　

最
初
に
手
掛
け
た
の
は
、
長
い
間
放

下
刈
り
作
業
に
精
を
出
す
会
員

国蝶オオムラサキ。北杜市長坂町は
国内有数の生息地

アズマネザサの刈り払い作業

植林作業。3000 本／ ha を目安に、これまで
９万本以上の広葉樹を植林
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戦
力
で
す
。
刈
払
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
使
用
に
際
し
て
は
、
定
期
的
に
県
の

研
究
機
関
で
安
全
講
習
を
受
講
す
る
な

ど
、
本
会
と
し
て
安
全
に
は
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

里
山
林
の
所
有
者
を
探
し
、

協
定
書
を
締
結

　

里
山
林
再
生
の
手
順
と
し
て
、
ま
ず

皆
伐
地
や
荒
廃
し
た
里
山
林
を
探
し
出

し
、
市
役
所
で
図
面
を
入
手
し
て
法
務

局
で
所
有
者
を
把
握
し
ま
す
。
北
杜
市

内
の
所
有
者
で
あ
れ
ば
自
宅
を
訪
ね
趣

旨
を
説
明
し
、
そ
の
土
地
で
作
業
を
行

う
同
意
の
協
定
を
締
結
し
ま
す
。
県
外

の
所
有
者
に
は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
が
、

宛
名
不
明
で
戻
っ
て
く
る
場
合
も
か
な

り
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
も
諦
め

ず
に
、
登
記
住
所
か
ら
電
話
番
号
を
検

索
す
る
な
ど
連
絡
先
を
割
り
出
す
こ
と

も
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
趣
旨
を
説
明

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
所
有
者
は
同
意

し
て
く
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
会
が
取

り
組
ん
で
き
た
活
動
が
、
広
く
地
域
で

認
知
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ま
す
。

　

協
定
の
締
結
後
は
、
本
会
の
現
場
責

任
者
が
図
面
と
現
地
を
照
合
し
、
現
場

の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
地
拵
え
、
刈
り

出
し
、
グ
ラ
ッ
プ
ル

導
入
等
、
植
林
に
向

け
た
準
備
を
進
め
ま

す
。
手
配
し
た
苗
木

は
低
温
保
存
さ
れ
7

月
ま
で
は
発
芽
し
な

い
た
め
、
7
月
で
も

植
林
は
可
能
で
す
。

　

植
林
は
、
本
団
体

に
地
元
企
業
社
員

が
加
わ
っ
た
40
〜

１
０
０
人
で
行
い
ま

す
。
令
和
元
年
に
は

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
子
ど
も
た
ち
も

多
数
参
加
し
ま
し
た
。
植
林
作
業
は

概
ね
7
月
ま
で
行
い
、
年
間
１
万
〜

１
万
２
０
０
０
本
の
苗
木
を
植
え
て
い

ま
す
。
８
〜
12
月
ま
で
は
下
草
刈
り
と

サ
サ
の
刈
り
出
し
を
、
年
間
30
〜
50 

ha

で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
枯
損

木
や
風
倒
木
の
伐
倒
、
玉
切
り
、
片
づ

け
を
行
い
、
景
観
的
に
も
美
し
い
里
山

林
に
再
生
し
て
い
ま
す
。

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
生
息
数
の

増
加

　

地
元
の
長
坂
中
学
校
と
甲
陵
中
学
校

で
は
、
昭
和
55
年
か
ら
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

の
個
体
数
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
40
年
間
の
デ
ー
タ

を
分
析
し
た
結
果
、
個
体
数

が
減
少
し
た
場
所
も
あ
っ
た

も
の
の
、
40
年
前
と
比
べ
て

飛
躍
的
に
増
加
し
た
地
点
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
15
年

前
に
10 

ha
の
ア
カ
マ
ツ
林

を
皆
伐
し
て
、
ク
ヌ
ギ
と
エ

ノ
キ
を
植
え
た
場
所
で
し
た
。

つ
ま
り
ク
ヌ
ギ
、
エ
ノ
キ
を

植
え
て
成
長
し
た
林
に
、
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
が
多
数
生
息
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
分
析
結
果
は
、
新
聞
に

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
北
杜
市
政
報

告
会
で
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
学
生
に
よ
る
長
年
の
努
力
の
成
果
は
、

本
会
の
里
山
再
生
活
動
に
と
っ
て
大
き

な
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
林
業
の
知

識
や
技
術
、
故
郷
の
里
山
林
へ
の
思
い

を
仲
間
た
ち
と
共
有
し
な
が
ら
、
里
山

再
生
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

＊
ま
と
め

会
長　

跡
部
治
賢

軽トラック 140 台分／年の薪を生産・販売。作業の対価として無
償で譲り受けた原木がほとんど。すぐ完売の人気

アカマツ林を伐採してクヌギとエノキを植林した場所で個体数が
大幅に増加した
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諸
塚
村
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
会
議﹇
宮
崎
県
﹈

早
生
樹
（
セ
ン
ダ
ン
）

育
林
へ
の
挑
戦

林
業
経
営
の
改
善
お
よ
び
林
業
技
術
の

向
上
・
研
究
を
目
的
に
、当
林
研
グ
ル
ー

プ
で
は
平
成
29
年
11
月
か
ら
早
生
樹
種

（
セ
ン
ダ
ン
）
育
林
へ
の
挑
戦
を
は
じ

め
ま
し
た
。

い
ま
す
が
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
の
影
響
も
重
な
り
労
働

力
不
足
等
の
課
題
は
大
き
く

な
る
ば
か
り
で
す
。
そ
こ
で

従
来
の
造
林
樹
種
で
あ
る
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
に
比
べ
、
短
伐

期
で
の
収
益
が
見
込
ま
れ
る

早
生
樹
種
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

「
林
業
立
村
」
を
掲
げ
る
村

　

宮
崎
県
諸
塚
村
は
、
林
業
を
中
心

と
し
た
「
林
業
・
椎
茸
・
畜
産
・
お

茶
」
を
村
の
四
大
基
幹
産
業
と
し
、
こ

れ
ら
の
産
業
を
組
み
合
わ
せ
た
農
林
複

合
経
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
人
口
は

１
４
２
７
人
（
令
和
３
年
５
月
１
日
現

在
）
で
、
標
高
１
５
０
〜
８
０
０
ｍ
の

山
間
に
82
の
集
落
が
点
在
す
る
平
地
の

乏
し
い
地
理
的
環
境
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
林
業
立
村
」
を
掲
げ
、
相
互
扶

助
の
精
神
に
基
づ
く
自
助
、
互
助
、
共

助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
村
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

村
内
の
人
工
林
資
源
は
収
穫
期
を
迎

え
、
伐
採
面
積
の
増
加
も
あ
り
、
造
林

や
下
刈
り
が
必
要
な
面
積
が
増
加
し
て

記
念
植
樹
。
第
１
回
で
３
４
０
本
、
第

２
回
・
第
３
回
で
１
０
０
本
ず
つ
植
林
。

第
３
回
は
、
グ
ル
ー
プ
で
育
成
し
た
苗

を
使
用

針葉樹と広葉樹を混植してきた結果、モザイ
ク状の林相となる

村内の校庭に生えるセンダン

大川家具工業会への視察
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家
具
製
作
会
社
へ
の
視
察
と

セ
ン
ダ
ン
植
樹

　

セ
ン
ダ
ン
に
関
す
る
情
報
収
集
を
し

て
い
く
中
で
、
セ
ン
ダ
ン
を
使
い
、
家

具
製
作
を
行
っ
て
い
る
会
社

が
福
岡
県
大
川
市
に
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
、
宮
崎
県

福
岡
事
務
所
の
協
力
を
得
て

「
大
川
家
具
工
業
会
」
で
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
外

国
産
材
の
輸
入
減
少
に
よ
る

国
産
材
需
要
の
高
ま
り
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
国
産
セ

ン
ダ
ン
は
４
万
円
／
㎥
で
の

取
引
実
績
が
あ
る
と
い
う
紹

介
も
あ
り
、
と
て
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
ダ
ン
需
要
に
可
能
性
を
感
じ
た

私
た
ち
は
、
セ
ン
ダ
ン
育
林
の
先
進
地

で
あ
る
熊
本
県
天
草
市
「
栴
檀
の
未
来

研
究
所
」
を
訪
問
し
、
セ
ン
ダ
ン
は
標

高
５
０
０
ｍ
以
下
の
耕
作
放
棄

地
な
ど
が
適
地
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
標
高
１
０
０
０

ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
諸
塚

村
で
は
厳
し
い
条
件
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、「
ま
ず
は
植
え
て

み
よ
う
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

平
成
30
年
３
月
を
皮
切
り
に
毎

年
１
カ
所
ず
つ
（
０
・１
〜
０
・

３
ha
）
大
川
家
具
工
業
会
と
合

同
で
記
念
植
樹
を
行
っ
て
い
ま

す
。

芽
か
き
研
修
と
育
苗

　

セ
ン
ダ
ン
を
通
直
に
仕
立
て
る
た
め

に
「
芽
か
き
」
と
い
う
作
業
が
大
変
重

要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
熊
本
県
天

草
市
よ
り
講
師
を
招
き
、
芽
か
き
の

実
地
研
修
も
行
い
ま
し
た
。
今
で
は
会

員
が
講
師
役
と
な
り
地
元
の
小
学
生
な

ど
を
対
象
に
森
林
学
習
の
一
環
と
し

て
、
セ
ン
ダ
ン
の
育
林
に
つ
い
て
説
明

を
す
る
機
会
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
実
生
苗
の
自
給
自
足
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
種
子
を
発
芽
さ
せ

る
こ
と
は
比
較
的
容
易
に
で
き
ま
し
た

が
、
成
長
の
度
合
い
は
種
子
に
よ
り
大

き
く
変
わ
る
こ
と
が
分
か
り
、
安
定
し

た
育
苗
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
も
あ
り

ま
す
。

◆

　

現
在
、
セ
ン
ダ
ン
の
育
林
に
つ
い
て

興
味
を
示
す
村
民
も
増
え
て
き
て
お
り
、

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
証
を
生
か
し

村
内
で
の
セ
ン
ダ
ン
の
普
及
や
家
具
材

と
し
て
の
出
荷
を
目
指
し
、
セ
ン
ダ
ン

が
本
村
の
新
し
い
林
業
経
営
と
し
て
確

立
で
き
る
よ
う
さ
ら
な
る
技
術
の
習
得

に
向
け
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

諸
塚
村
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
会
議

事
務
局

芽かきは春と夏の２回行う（矢印）。芽かき個所からの
腐れ予防のため、癒合剤の塗布も必要

芽かき研修

センダンコンテナ苗の試験

センダンの実。落ちた実を採取し、実生苗を
育てる
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安
養
寺
薪
割
り
倶
楽
部﹇
福
井
県
﹈

定
年
を
き
っ
か
け
に

里
山
の
山
守
を
！

の
里
山
に
再
生
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
、

平
成
15
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
は
じ
め

は
、
行
政
（
市
）
と
市
民
の
協
働
組

織
「
郷
の
森
・
里
楽
」
が
市
民
参
加
の

森
づ
く
り
の
定
例
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
元
年
に
本
倶
楽
部
が
中
心

と
な
り
、
里
山
づ
く
り
を
継
承
す
る
こ

新
た
な
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

現
代
版
の
里
山
づ
く
り

　

安
養
寺
町
に
は
、
ゴ
ル
フ
場
開

発
計
画
が
頓
挫
し
た
た
め
越
前
市

の
所
有
と
な
っ
た
里
山
の
広
葉
樹

林
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
現
代
版

里
山
に
「
Ｔ
タ
ー
ン
」

　

安
養
寺
薪
割
り
倶
楽
部
は
、
四
方
を

山
に
囲
ま
れ
た
福
井
県
越
前
市
安
養
寺

町
の
薪
ス
ト
ー
ブ
愛
好
家
た
ち
が
共
同

で
薪
づ
く
り
を
す
る
た
め
、
平
成
25
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
当
初
は
６
名
、
現

在
は
10
名
で
、
安
養
寺
町
地
区
全
体
で

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
倶
楽
部
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
里
山
に
Ｔ

タ
ー
ン
」
で
、
Ｔ
タ
ー
ン
は
「
定
年
を

き
っ
か
け
に
暮
ら
し
方
を
積
極
的
に
変

え
る
」
と
い
う
意
味
の
造
語
で
す
。
人

生
１
０
０
年
時
代
の
今
、
里
山
に
活
動

の
場
を
求
め
、
Ｔ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
で

安
養
寺
薪
割
り
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
。

10
名
の
う
ち
３
名
は
県
外
か
ら
の
Ｉ

タ
ー
ン

里山整備で出た枝をチッパーで処理。自家消費以外
のチップ用途も検討中

原木シイタケ生産

道ぎわの手入れ
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と
に
な
り
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
予
定
地

跡
地
の
一
画
に
つ
く
ら
れ
た
「
み
ど
り

と
自
然
の
村
」
の
広
葉
樹
林
を
中
心
に
、

薪
や
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
、
炭
焼
き
、

鎮
守
の
森
づ
く
り
、
山
ぎ
わ
の
手
入
れ

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

里
山
は
、
薪
炭
利
用
な
ど
を
通
じ
て

人
々
の
暮
ら
し
と
関
わ
り
、
資
源
が
循

環
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
自
然
環
境
が

維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
里
山

に
薪
を
求
め
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
雑
木
の
間
を
散
策
し
、
山
菜
を

摘
み
、
緑
の
風
に
癒
さ
れ
、

鳥
や
セ
ミ
の
鳴
き
声
に
何

か
を
感
じ
ら
れ
る
、
現
代

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
里
山

を
創
出
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
整
備
し
た
里
山

で
小
学
生
の
自
然
教
室
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
地
元

の
子
た
ち
で
も
雑
木
林
に

入
っ
た
経
験
が
な
か
っ
た

と
聞
い
て
驚
き
、
改
め
て

そ
の
重
要
性
を
実
感
し
ま

し
た
。

地
域
の

山
守
と
し
て

　

安
養
寺
町
に
は
１
８
０

ha
の
人
工
林
が
あ
り
ま
す
。

３
年
前
か
ら
地
域
全
体
で

森
林
整
備
事
業
を
開
始
し
、

本
倶
楽
部
は
「
軽
ト
ラ
と

チ
ェ
ン
ソ
ー
で
」
Ｃ
材
の

出
荷
を
試
み
ま
し
た
。
令

和
２
年
は
間
伐
材
を
１
５
０

ｔ
ほ
ど
チ
ッ
プ
工
場
に
搬
入

し
、
多
い
時
は
１
人
１
日
３

ｔ
を
搬
入
し
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
、

里
山
に
Ｔ
タ
ー
ン
し
た
人
に

と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
の
低
い
自

伐
型
林
業
は
大
変
魅
力
的
で

す
。
わ
れ
わ
れ
は
調
査
、
研

究
、
工
夫
で
ス
モ
ー
ル
林
業

ス
タ
イ
ル
を
改
善
し
な
が
ら

持
続
可
能
な
も
の
に
し
、
地

域
の
山
守
事
業
を
担
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
部
と
の
交
流
で

元
気
な
山
村

　

伝
統
的
な
山
村
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
閉
鎖
的
な
共
同
体
で
す
。
楽
し
く

元
気
な
山
村
で
あ
る
た
め
に
は
、
外
と

の
交
流
を
楽
し
め
る
こ
と
が
カ
ギ
だ
と

思
い
ま
す
。
活
動
の
中
心
で
あ
る
「
み

ど
り
と
自
然
の
村
」
の
広
葉
樹
林
は
市

有
林
で
あ
り
、
保
健
保
安
林
や
水
源

か
ん
養
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
森
林
を
中
心
と
し
た
森
林
資
源
活

用
や
山
守
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
、

倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、

新
た
に
「
越
前
さ
と
山
ス
タ
イ
ル
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
人
々

と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
活
発

に
外
と
の
交
流
も
行
い
訪
れ
た
人
も
元

気
が
出
る
里
山
づ
く
り
を
地
域
一
体
と

な
っ
て
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

＊
ま
と
め

代
表　

上
野
嘉
蔵

▲地元小学生を対象とした自然教室（森林散策）
◀森林散策で訪れるツリーハウスも整備

スギの搬出作業
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会
津
里
山
森
林
資
源
育
成
研
究
会﹇
福
島
県
﹈

キ
リ
玉
植
苗
で

森
林
緩
衝
帯
の
整
備

害
の
防
止
を
図
る
た
め
の
「
森
林
緩
衝

帯
」
へ
の
活
用
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

森
林
緩
衝
帯
と
は
、
集
落
と
野
生
鳥

獣
が
生
息
す
る
森
林
と
の
間
に
設
け
る

見
通
し
の
良
い
森
林
の
こ
と
で
、
こ
れ

に
よ
り
、
野
生
鳥
獣
が
集
落
に
近
づ
き

に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
森
林
緩
衝
帯

苗
を
活
用
し
て
里
山
の
整
備
に
も
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

「
森
林
緩
衝
帯
」の
整
備

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
て
本
会

で
は
、
キ
リ
の
特
性
で
あ
る
、
成
長
が

大
変
速
く
、
野
生
鳥
獣
が
好
む
実
を
付

け
な
い
点
等
に
着
目
し
、
野
生
鳥
獣
被

県
開
発
の
新
し
い
苗
を

育
成

　

福
島
県
会
津
地
方
の
桐
は
古
く
か
ら

地
域
の
特
産
物
と
し
て
知
ら
れ
、
平
成

元
年
度
以
降
、
福
島
県
の
生
産
量
は
全

国
１
位
で
あ
り
、
品
質
の
高
さ
に
お
い

て
も
市
場
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
は
生
産
量
が
減
少

し
、
特
に
平
成
23
年
以
降
は
商
業
的
な

苗
木
生
産
が
途
絶
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

将
来
の
桐
木
材
資
源
の
枯
渇
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
会
津

里
山
森
林
資
源
育
成
研
究
会
で
は
、「
キ

リ
玉
植
苗
」
と
い
う
、
福
島
県
が
開
発

し
た
新
し
い
苗
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
キ
リ
の
苗
が
病
気
に
弱
く
、

従
来
の
分
根
に
よ
る
育
成
方
法
で
は
親

の
病
気
が
苗
に
伝
染
す
る
可
能
性
も
あ

る
た
め
、
種
子
か
ら
育
成
し
、
苗
の
茎

や
葉
が
で
き
る
だ
け
土
に
触
れ
な
い
よ

う
に
す
る
方
法
で
す
。
本
会
は
、
こ
の

技
術
を
県
の
林
業
技
術
現
地
適
応
化
事

業
に
お
い
て
習
得
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
技
術
を
使
っ
て
キ
リ
の
苗
木
を
生

産
し
、
桐
資
源
の
造
成
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
津
地
方
は
県
内
で
も
自
然

の
豊
か
な
地
方
と
し
て
知
ら
れ
、
会
津

の
里
山
景
観
は
観
光
資
源
と
し
て
も
重

要
で
す
が
、
近
年
は
住
民
の
高
齢
化
等

に
伴
い
、
里
山
の
森
林
や
集
落
周
囲
の

畑
地
等
の
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
人
が
住

む
集
落
と
野
生
鳥
獣
が
棲
む
森
林
と
の

境
界
が
不
明
瞭
と
な
り
、
里
山
に
お
け

る
野
生
鳥
獣
の
農
作
物
等
へ
の
被
害
が

増
加
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
本
会
は
、
キ
リ
玉

育
成
中
の
キ
リ
玉
植
苗
。

３
月
に
播
種
し
、
病
気
や
高
温
に
注
意
し
な
が
ら
育
て
る
。

円
内
の
よ
う
に
出
荷
前
（
秋
）
に
地
上
部
を
切
除
し
て
か
ら

植
栽
す
る
た
め
、
食
害
や
雪
害
を
回
避
で
き
る
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に
キ
リ
を
植
栽
す
る
こ
と
で
、
キ
リ
の

速
い
成
長
（
１
年
で
４
ｍ
伸
び
る
こ
と

も
）
に
よ
り
早
期
に
緩
衝
帯
機
能
を
発

揮
で
き
、
キ
リ
に
と
っ
て
も
こ
ま
め
に

下
刈
り
が
行
わ
れ
る
た
め
に
健
全
な
生

長
が
期
待
で
き
、
森
林
所
有
者
に
と
っ

て
も
将
来
の
収
入
に
つ
な
が
る
こ
と
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
は
、
苗
木
生
産
事
業
所
、
造
林
・

伐
採
事
業
所
、
製
材
事
業
所
等
に
所
属

し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
り
、森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
上
流
か
ら
下
流
ま

で
の
一
連
の
ス
キ
ル
を
有
し
て
い
る
の

で
、
苗
木
の
生
産
に
と
ど
ま
ら
ず
、
植

栽
と
そ
れ
以
降
の
育
林
作
業
も
行
っ
て
、

森
林
緩
衝
帯
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。
地
元
集
落
の
住
民
が
高
齢

化
し
て
植
栽
や
そ
の
後
の
施
業
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
需
要
は
あ

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
作
業
に
際
し
て
は
、
可
能
な

範
囲
で
地
元
集
落
等
か
ら
も
作
業
員
を

雇
用
す
る
等
雇
用
創
出
へ
の
貢
献
も
行

い
た
い
考
え
で
す
。

キ
リ
育
成
と

里
山
整
備
を
両
立

　

私
た
ち
の
事
業
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
木
材
資
源
の
造
成
と
里
山
整

備
を
両
立
す
る
優
れ
た
方
法
と
考
え
て

い
ま
す
。
幸
い
、
事
業
計
画
の
内
容
が

評
価
さ
れ
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局

の「
地
域
創
生
総
合
支
援
事
業（
サ
ポ
ー

ト
事
業
）」
に
採
用
さ
れ
、
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
補
助
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
事
業

を
軌
道
に
乗
せ
、
近
い
将
来
は
本
事
業

を
会
津
地
方
全
域
で
行
い
、
桐
資
源
造

成
と
里
山
森
林
整
備
へ
の
貢
献
を
図
り

た
い
考
え
で
す
。

＊
ま
と
め

会
津
里
山
森
林
資
源
育
成
研
究
会

星 

比
呂
志

キリ玉植苗の植栽作業。小型重機を使用

会津里山森林資源育成研究会メンバー。
「キリ玉植苗等を活用し、会津地域の里山森林の保全と
利用に資する」ことを目的に令和３年１月に設立
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北
条
女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

「
風
早
の
森
こ
ろ
ぼ
っ
く
る
」﹇
愛
媛
県
﹈

安
全
講
習
会
・

ミ
ツ
マ
タ
植
栽
・
環
境
教
育

豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

安
全
講
習
会
の
開
催

　

活
動
の
第
一
歩
と
し
て
、
林
業
に
関

す
る
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、

中
予
林
研
連
絡
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、

が
あ
り
、
地
域
の
林
研
グ
ル
ー
プ
が
連

携
し
な
が
ら
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
中
予
林
研
連
絡
協
議

会
の
坂
本
会
長
を
は
じ
め
、
地
元
の
男

性
林
研
グ
ル
ー
プ
会
員
、
さ
ら
に
は
県

林
業
普
及
指
導
員
の
強
力
な
後
押
し
が

あ
り
、
平
成
31
年
２
月
、
新
た
に
北
条

女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
「
風
早
の
森

こ
ろ
ぼ
っ
く
る
」（
以
下
「
北

条
女
性
林
研
」）
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
井
上
会

長
を
中
心
に
、
主
に
口
コ
ミ

で
集
ま
っ
た
会
員
15
名
（
平

均
年
齢
40
代
）
は
ほ
と
ん
ど

が
主
婦
で
林
業
の
経
験
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
女
性
の
豊
か

な
感
性
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、

豊
か
な
森
づ
く
り
と
明
る
く

林
業
未
経
験
か
ら
の

ス
タ
ー
ト

　

松
山
市
の
北
部
に
位
置
す
る
北
条
地

区
は
ブ
ナ
原
生
林
が
残
る
高
縄
山
の
麓

に
位
置
し
、
多
島
美
あ
ふ
れ
る
瀬
戸
内

海
に
面
す
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。 

　

松
山
市
と
そ
の
周
辺
の
３
市
町
か
ら

な
る
中
予
地
域
に
は
、
地
元
の
北
条
林

業
研
究
会
を
含
め
、
６
林
研
グ
ル
ー
プ

で
組
織
す
る
中
予
地
区
林
業
研

究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
（
以

下
「
中
予
林
研
連
絡
協
議
会
」）

北
条
女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

チェーンソー操作体験

フェリングレバー操作体験
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チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
安
全
講
習
会
を
令

和
元
年
10
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
に
触

れ
る
の
も
初
め
て
で
、
林
業
に
触
れ
る

第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
、

林
業
に
お
け
る
「
安
全
第
一
」
の
重
要

性
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
安
全
講
習
会
は
、
令
和
２
年
に
も

２
回
実
施
し
、
今
年
度
も
２
回
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
架
線
系
集
材
、
森
林
作

業
道
作
設
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
の
県
主

催
の
研
修
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

林
業
の
知
識
が
増
え
る
と
同
時
に
、
活

動
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

ミ
ツ
マ
タ
植
栽
実
証
試
験

　

北
条
地
区
で
も
シ
カ
に
よ
る
食
害
は

深
刻
で
す
が
、
シ
カ
は
ミ
ツ
マ
タ
を
食

べ
な
い
と
い
う
話
を
聞
き
、「
本
当
か

な
、
嘘
じ
ゃ
ろ
」「
じ
ゃ
、
食
べ
る
か

調
べ
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
令

和
２
年
11
月
に
実
証
試
験
を
始
め
ま
し

た
。
シ
カ
の
嗜
好
性
を
見
る
た
め
に
試

験
地
を
設
け
、
購
入
し
た
１
０
０
本
の

ミ
ツ
マ
タ
を
ス
ギ
植
栽
木
の
周
り
を
囲

む
よ
う
に
植
栽
し
ま
し
た
。

　

観
測
の
結
果
、
定
点
カ
メ
ラ
で
は
シ

カ
の
出
現
が
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
ミ

ツ
マ
タ
を
食
べ
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
ミ
ツ
マ
タ
で
囲
ん

だ
中
の
ス
ギ
植
栽
木
に
は
食
害
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
観
測
を
続
け
、
ミ
ツ
マ
タ
の

効
果
を
実
証
で
き
れ
ば
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
苗
木
の
周
り
に
ミ
ツ
マ
タ
を
植
栽

し
た
り
、
林
研
の
研
修
会
等
を
通
じ
て

こ
の
食
害
対
策
を
普
及
し
て
い
き
た
い

で
す
。

森
林
環
境
教
育

　

北
条
女
性
林
研
で
は
、
地
域
の
保
育

園
・
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
森
林
環
境
教
育
に
も
参
加
・
指
導
し

て
い
ま
す
。
シ
イ
タ
ケ
植
菌
体
験
の
ほ

か
に
、
木
製
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
、
木

片
の
重
さ
比
べ
と
い
っ
た
県
産
材
の
利

用
拡
大
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
会
員
は

主
婦
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
子
ど
も
へ

の
対
応
は
慣
れ
た
も
の
。
教
え
方
も
上

手
で
、
子
ど
も
た
ち
も
毎
回
楽
し
く
体

験
し
て
い
ま
す
。

◆

　

北
条
女
性
林
研
で
は
、
今
後
も
森
林

に
関
す
る
調
査･

研
究

や
情
報
発
信
、
林
業
技

術
の
習
得
を
続
け
る
と

と
も
に
、
女
性
な
ら
で

は
の
ア
イ
デ
ア
で
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
活

動
を
実
施
し
て
い
き
た

い
で
す
。

＊
ま
と
め

中
予
地
区
林
業
研
究

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

事
務
局

ミツマタ植栽

ミツマタ植栽試験打ち合わせ

園児へのシイタケ植菌指導

ニホンジカの出現（手前がミツマタ）



事

例
私たちのチャレンジ！

 

70

新
見
市
新
林
業
経
営
者
ク
ラ
ブ﹇
岡
山
県
﹈

優
良
材
生
産
技
術
の
研
鑽
と

担
い
手
の
育
成

向
上
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
全
国
有
数
の
ヒ
ノ
キ
材
の
生
産
地
で

あ
る
本
県
の
一
翼
を
担
う
と
と
も
に
、

新
見
地
域
で
の
木
材
の
安
定
供
給
に
向

優
良
丸
太
共
進
会
」

を
昭
和
60
年
か
ら
開

催
し
、
目
揃
い
や
色

つ
や
、
枝
打
ち
や
間

伐
な
ど
の
保
育
管
理
、

市
況
に
よ
る
商
品
価

値
に
つ
い
て
、
審
査

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら

は
新
見
地
区
木
材
組

合
が
主
催
す
る
「
新

見
地
区
木
材
ま
つ

り
」
で
特
別
市
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
独

自
の
共
進
会
は
取
り
や
め
、
こ
の
特
別

市
に
積
極
的
に
出
材
し
、
優
良
材
生
産

技
術
の
研
鑽
を
続
け
て
い
ま
す
。
特
別

市
に
出
す
こ
と
で
、
生
産
し
た
素
材
の

材
価
や
市
場
の
ニ
ー
ズ
が
分
か
る
よ
う

に
な
り
、
林
業
経
営
に
対
す
る
意
識

個
々
の
会
員
が

森
林
・
林
業
の
プ
ロ
に

　

新
見
市
新
林
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
以

下
「
本
会
」）
は
、
新
見
市
内
の
森
林

所
有
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
林
業
経
営

や
生
産
技
術
の
研
鑽
、
林
業
経
営
者
の

育
成
・
確
保
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
昭
和
51
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
は
20
名
で
、
40
代
か
ら
80
代
ま
で

の
幅
の
広
い
年
代
で
構
成
さ
れ
、「
個
々

の
会
員
が
森
林
・
林
業
の
プ
ロ
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
が
重
要
」
と

荘
宣
行
会
長
は
話
し
ま
す
。

木
材
ま
つ
り
の

特
別
市
に
出
材

　

結
成
当
時
か
ら
本
会
は
、

林
業
先
進
地
視
察
や
ほ
か
の

林
業
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
を

行
い
、
枝
打
ち
や
間
伐
な
ど

施
業
技
術
の
向
上
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
確

認
す
る
た
め
、
会
員
が
育
て

た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
対
象
と

し
た
本
会
独
自
の
「
新
見
市

新
見
地
区
木
材
ま
つ
り
の
特
別
市
（
競

り
風
景
）。
毎
年
４
０
０
０
㎥
を
超
え

る
出
材
が
あ
る
。
２
０
２
１
年
も
10

月
下
旬
に
開
催

間伐体験（女性林研との連携）



私たちのチャレンジ！
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け
て
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
た
い
」
と
会

員
た
ち
は
意
気
込
み
ま
す
。

環
境
教
育
と
担
い
手
の
育
成

　

本
会
で
は
、
森
林
・
林
業
に
つ
い
て

多
く
の
方
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
見
市
神
郷
女
性
林
研
グ
ル
ー
プ
が

毎
年
開
催
し
て
い
る
地
元
小

学
校
の
森
林
・
林
業
教
室

で
は
、
森
林
体
験
を
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
の
整
備
、
間
伐

等
の
林
業
体
験
の
指
導
、
木

工
教
室
の
材
料
づ
く
り
な
ど
、

本
会
の
各
会
員
が
得
意
な
分

野
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
６
月
に

地
元
小
学
校
の
５
・
６
年
生

が
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
と
し
て
、
植
林
さ
れ
た

木
が
伐
採
さ
れ
て
か
ら
売
ら

れ
て
い
く
ま
で
の
一
連
の
流

れ
を
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ

た
際
に
は
、
本
会
が
素
材
生

産
現
場
で
の
説
明
を
担
当
し

ま
し
た
。
作
業
道
の
作
設
状

況
や
高
性
能
林
業
機
械
の
作

業
状
況
を
見
学
し
て
も
ら
い
、

機
械
の
処
理
能
力
の
説
明
や

自
分
た
ち
が
経
験
し
て
き
た

林
業
の
話
を
子
ど
も
た
ち
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
ま
し
た
。

一
通
り
見
終
わ
っ
た
後
で
、

チ
ャ
ッ
プ
ス
を
着
用
し
、
会

員
が
補
助
し
な
が
ら
丸
太
の
輪
切
り
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
企
業
が
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
森
づ
く
り
に
取
り
組
む

「
企
業
と
協
働
の
森
づ
く
り
活
動
」
で

は
会
員
が
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
り
、
安
全

作
業
の
指
導
や
、
森
づ
く
り
の
大
切
さ

や
木
材
利
用
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
啓

発
も
行
っ
て
い
ま
す
。
主
体
的
な
活
動

で
な
く
て
も
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
や
団

体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
本
会
の
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

◆

　

新
見
地
域
で
は
、
持
続
的
な
森
林
経

営
の
推
進
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

稼
働
等
、森
林
・
林
業
に
関
係
す
る
様
々

な
活
動
や
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
の
取
り
組
み
が
、
新
見
地
域
の
将

来
の
森
林
・
林
業
の
振
興
と
、
担
い
手

の
育
成
・
確
保
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊
ま
と
め

備
中
県
民
局　

新
見
地
域
森
林
課

総
括
副
参
事　

岡
田
和
久

（
所
属
は
執
筆
時
）

チェーンソーによる丸太の輪切り体験 会員が林業の経験談を子どもたちに伝える

「企業と協働の森づくり活動」での少花粉スギ植栽 高性能林業機械による作業を見学







林業で働くために

林業の仕事には大きく分けると、森林を植えて育てたり、木を伐る仕事を担う民間の林
業会社、森林所有者を組合員として地域の森林経営を担う森林組合の２つがあり、木材
産業では、木材を取り扱う原木市場や木材会社があります。最近では企業団体の先進化・
多様化が進み、新しいスタイルを模索する林業の現場も増えてきています。

体力的な条件などはありますか？
林業機械の導入が比較的進み、男女の体力差が問われない作業環境になってきています。また森林施
業プランナーなど比較的体力を重視しない職種もあります。

危険な作業が多く、安全面で心配です。
安全を重視した林業技術を習得する研修制度があります。また、安全防護装備も近年急速に普及して
います。機械の改良も進み安全に対する意識は高まっていますが、常に自分自身が安全への意識を持
って仕事に取り組むことが大切です。

女性の場合、トイレや着替えはどうしていますか？
移動式トイレを導入する会社もあります。また着替えについては移動中に公衆トイレなどへ立ち寄るな
どの配慮をする会社もあるようです。

女性特有の体調不良や産休・育休にも対応してくれますか？
会社ごとの判断になりますが、女性を採用する会社の多くはそうした配慮ができているところが多い傾
向があります。会社を選ぶ際によく確認してみましょう。　

森林所有者から立っている木を買って伐採して市場などに販売する形態が多いです。また、
造林を専門に行う会社もあります。最近は、建設業から参入している会社も見られます。林業会社

森林所有者を組合員とした協同組合です。森林がある全国のほとんどの地域をカバーしてお
り、約 600あります。
国や都道府県の森林林業関係の助成制度の受け皿として、地域の森林経営の推進役として
様々な業務を担っています。
組合によっては森林作業班を独自に持ち、さらには原木市場や木材加工施設や販売施設を経
営しているところもあり、その形態は様々です。

森林組合

林業会社や森林組合から集荷された木材の市を開催して製材工場などに販売しています。近
年は山の現場から直接大型工場へ直送されるケースも増えてきたことから、木材の供給先と
需要先を情報で繋ぐ新たな形態が期待されています。

いち

原木市場

従来の丸太から板や柱を挽く製材工場、ラミナと呼ばれる木片から柱などを生産する集成材
工場、丸太を剥いて重ねて板を生産する合板工場、柱材を建材に加工するプレカット工場な
どがあります。近年は大型化が進んでいます。一方、家具や小物をつくる会社も多くあります。

ひ

む木材会社
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参考：林野庁「女性が活躍する林業の仕事ガイド」

林業で働くための方法

地元の森林組合や林業会社で短期間のインターンシ
ップを体験して、就業を決めるケースもあります。各
都道府県の林業労働力確保支援センターにお問い合
わせ下さい。

近年、林業就業者の育成を目的とした林業大学校等
（教育・研修機関）の設立が相次いでいます。多く
が１年制あるいは２年制で、高校卒業を入学資格と
している例が多いようです。2021年末時点で、21校
となっており、さらなる新設が予定されています。
林業大学校等は都道府県等が設置・運営している学
校です。また 4 年制大学への編入受験資格の取得が
可能な学校もあります（専修学校）。
10 ～ 20 名程度を定員としているところが多く、実習
に力を入れており、森林・林業に関する様々な資格
取得が可能です。卒業後は林業現場の即戦力として
活躍している若者が全国で増えています。

森林の仕事ガイダンス インターンシップ

森林の仕事ガイダンスは、新たな林業の担い手の確
保・育成を目的に、森林・林業に関心を持つ方を対
象に実施する説明・相談会です。会場には、参加都
道府県の林業労働力確保支援センターや森林組合連
合会が相談ブースを設け、各地の林業に関する情報、
林業作業の内容や就業までの流れについての説明、
参加者からの相談に応じます。

林業大学校等への進学
森林・林業に関する学科・科目がある大学は、2021
年末時点で全国に32校あります。森林科学科や生物
環境科学科など学科の名称は大学によって様々で、
各大学の地域性や伝統など、その大学ならではの強
みや個性が見られます。大学で学んだ知見を生かし、
卒業して林業の仕事に就く若者も少なくありません。

大学への進学

森林の仕事ガイダンス風景。
写真は森林組合の林業現場
で働く女性。このガイダンス
で先輩の説明を聞いて東京
から就業した女性もいます。
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森林 ･林業に関する学科 ･科目設置校一覧表（林業大学校・専門職短期大学）

令和3年 4月現在

都道府県 学　校　名 郵便番号 所　在　地 電話番号
修学・
研修期間

該当学科等

北海道 北海道立北の森づくり専門学院 078-8381 旭川市西神楽 1線 10 号 0166-75-6161 ２年制 林業・
木材産業学科

青森 青い森林業アカデミー 039-3321
東津軽郡平内町大字小湊字新道 46-56
（青森県産業技術センター林業研究所研修棟）

017-763-4022 1 年制

岩手 いわて林業アカデミー 028-3623 紫波郡矢巾町大字煙山第 3地割 560-11 019-697-1536 １年制

秋田 秋田県林業研究研修センター
（愛称：秋田林業大学校） 019-2611 秋田市河辺戸島字井戸尻台 47-2 018-882-4511 ２年制

秋田県林業
トップランナー
養成研修

山形 山形県立農林大学校 996-0052 新庄市大字角沢 1366 0233-22-1527 ２年制 林業経営学科

群馬 群馬県立農林大学校 370-3105 高崎市箕郷町西明屋 1005 027-371-3244 ２年制
農林業

ビジネス学科
（森林コース）

福井 ふくい林業カレッジ 918-8567 福井市江端町 20-1 0776-38-0345 １年制
３ヵ月

長期コース
短期コース

長野 長野県林業大学校 397-0002 木曽郡木曽町新開 4385-1 0264-23-2321 ２年制 林学科

岐阜 岐阜県立森林文化アカデミー 501-3714 美濃市曽代 88 0575-35-2525 ２年制

森と木の
クリエーター科
森と木の
エンジニア科

静岡 静岡県立農林環境専門職大学
短期大学部 438-0803 磐田市富丘 678-1 0538-24-8771 ２年制 生産科学科

林業コース

京都 京都府立林業大学校 629-1121 船井郡京丹波町本庄土屋１番地 0771-84-2401 ２年制 森林林業科

兵庫 兵庫県立森林大学校 671-4142 宍粟市一宮町能倉 772-1 0790-72-2700 ２年制 専攻科

奈良 奈良県フォレスターアカデミー 639-3113 吉野郡吉野町飯貝 680 0746-42-8100 ２年制
１年制

フォレスター学科
森林作業員学科

和歌山 和歌山県農林大学校 649-2103 西牟婁郡上富田町生馬 1504-1 0739-47-4141 １年制
林業研修部
（林業経営
コース）

鳥取 日南町立にちなん中国山地
林業アカデミー 689-5224 日野郡日南町多里 782‐2 0859-84-0070 １年制 林業専修科

島根 島根県立農林大学校 690-3405 飯石郡飯南町上来島 1207
島根県中山間地域研究センター内 0854-76-2100 ２年制 林業科

徳島 とくしま林業アカデミー 770-0045 徳島市南庄町 5丁目 1-9 088-635-7812 １年制

高知 高知県立林業大学校 782-0078 香美市土佐山田町大平 80 0887-52-0784 １年制
基礎課程
短期課程
専攻課程

熊本 くまもと林業大学校 862-8570 熊本市中央区水前寺 6丁目 18-1
（熊本県林業振興課） 096-333-2444 １年制

大分 おおいた林業アカデミー 879-5114 由布市湯布院町大字川北 899-91
大分県林業研修所 0977-85-2488 １年制

宮崎 みやざき林業大学校 883-1101 東臼杵郡美郷町西郷田代 1561-1
宮崎県林業技術センター 0982-66-2888 １年制

注： 学校教育法に基づく専修学校や道府県等の研修機関として条例等で位置付けられており、修学・研修期間が 1～ 2年間で、年間を通じて 1,200時間
以上の履修時間を設けている学校等を掲載。

参考：林野庁ＨＰ
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令和３年度未来の林業を支える林業後継者養成事業
実施グループ一覧①

★は、本事例集第１部で紹介しているグループ。グループ名の下の数字は紹介頁をさす。

グ
ル
ー
プ
名

活
動
内
容

対
象
学
校

北
海
道

北
海
道
林
業
グ
ル
ー
プ
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

岩
見
沢
農
業
高
校
・
旭
川
農
業
高
校
・
帯
広
農
業
高
校

宮
城
県

仙
南
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

柴
田
農
林
高
校
ほ
か

津
山
町
林
業
研
究
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

古
川
工
業
高
校

秋
田
県

北
秋
田
森
林
・
林
業
振
興
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

秋
田
北
鷹
高
校

山
形
県

庄
内
林
業
研
究
会

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

福
島
県

福
島
県
林
研
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

舘
岩
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

茨
城
県

★
茨
城
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
（
８
頁
）

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

大
子
清
流
高
校

栃
木
県

★
み
か
も
千
年
の
森
づ
く
り
会
（
12
頁
）

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

宇
都
宮
大
学

栃
木
県
林
業
振
興
協
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動
、
林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振

興
活
動
支
援

高
校
生
等

群
馬
県

群
馬
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

社
会
人
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ガ
ー
ズ

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

埼
玉
県

埼
玉
県
森
林
協
会　

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
部
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

秩
父
農
工
科
学
高
校

千
葉
県

千
葉
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

君
津
青
葉
高
校

東
京
都

特
定
非
営
利
法
人
青
梅
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

多
摩
工
業
高
校

神
奈
川
県

★
な
か
い
里
山
研
究
会
（
38
頁
）

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

山
梨
県

山
梨
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

山
梨
県
立
農
林
高
校

石
川
県

穴
水
町
林
業
研
究
会

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

河
北
郡
林
業
研
究
会

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

長
野
県

長
野
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

県
下
全
高
校

南
信
州
林
業
研
究
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

下
伊
那
農
業
高
校

★
木
曽
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
（
16
頁
）

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

木
曽
青
峰
高
校
・
県
林
業
大
学
校

長
野
市
中
条
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

長
野
西
高
校
中
条
校

北
信
州
の
森
林
と
家
を
つ
な
ぐ
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

四
賀
林
研
グ
ル
ー
プ

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

岐
阜
県

★
加
子
母
優
良
材
生
産
ク
ラ
ブ
（
22
頁
）

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

森
林
・
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

付
知
町
優
良
材
生
産
研
究
会

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

静
岡
県

★
大
井
川
地
区
林
業
研
究
協
議
会
（
42
頁
）

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援
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令和３年度未来の林業を支える林業後継者養成事業
実施グループ一覧②

★は、本事例集第１部で紹介しているグループ。グループ名の下の数字は紹介頁をさす。

グ
ル
ー
プ
名

活
動
内
容

対
象
学
校

愛
知
県

愛
知
県
森
林
協
会
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
分
科
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

田
口
高
校
・
猿
投
農
林
高
校

★
愛
知
県
指
導
林
家
連
絡
協
議
会
（
26
頁
）

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

田
口
高
校
・
猿
投
農
林
高
校

額
田
林
業
ク
ラ
ブ

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

三
重
県

熊
野
林
星
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

紀
南
高
校
ほ
か

京
都
府

京
都
府
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

北
桑
田
高
校

樹
々
の
会

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

和
歌
山
県

和
歌
山
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

り
ら
創
造
芸
術
高
校
・
南
部
高
校
龍
神
分
校
ほ
か

和
歌
山
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会　

女
性
林
研
部
会

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

鳥
取
県

佐
治
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

島
根
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
も
り
ふ
れ
倶
楽
部

社
会
人
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活

動
支
援

岡
山
県

岡
山
林
業
未
来
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動
、
林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振

興
活
動
支
援

広
島
県

ひ
ろ
し
ま
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
会

林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振
興
活
動
支
援

山
口
県

山
口
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動
、
林
業
グ
ル
ー
プ
の
林
業
振

興
活
動
支
援

山
口
農
業
高
校
・
萩
商
工
高
校
・
大
津
緑
洋
高
校

徳
島
県

か
み
や
ま
林
業
振
興
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

城
西
高
校
神
山
校

愛
媛
県

★
上
浮
穴
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
（
30
頁
）

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

上
浮
穴
高
校

愛
媛
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

西
条
農
業
高
校
・
伊
予
農
業
高
校

福
岡
県

黒
木
町
林
業
振
興
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

八
女
農
業
高
校

み
や
こ
森
林
研
究
グ
ル
ー
プ

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

行
橋
高
校

熊
本
県

上
益
城
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

矢
部
高
校

★
八
代
地
域
林
業
研
究
・
普
及
連
絡
協
議
会

　

や
つ
し
ろ
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
部
会
（
34
頁
）

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

八
代
農
業
高
校
泉
分
校

芦
北
地
域
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

芦
北
高
校

球
磨
地
区
普
及
・
林
研
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

南
陵
高
校

大
分
県

大
分
県
林
研
グ
ル
ー
プ
連
合
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

大
学
生

宮
崎
県

門
川
町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

門
川
高
校

鹿
児
島
県

鹿
児
島
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

伊
佐
農
林
高
校

知
覧
町
た
け
の
こ
振
興
会

高
校
生
等
の
林
業
就
業
促
進
現
地
活
動

薩
南
工
業
高
校
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林業研究グループ連絡協議会　事務局一覧

全国林業研究グループ連絡協議会は、46都道府県の林業研究グループ連絡協議会 ( 一部名称が異なる ) を会員とし、傘下には
森林所有者および林業に従事する者等を構成員として、森林づくり、人づくり、地域づくりを担っている自主的なグループです。

名　　称 郵便番号 住　　所 電話番号

全国林業研究グループ連絡協議会 107-0052 東京都港区赤坂 1-9-13 三会堂ビル 03-3583-8407

北海道林業グループ協議会 060-0004 札幌市中央区北４条西５丁目 林業会館内 011-261-9022

青森県林業研究グループ連絡協議会 039-1528 三戸郡五戸町大字浅水字陣場 92-2　三八地方森林組合内 0178-67-2003

岩手県林業研究グループ連絡協議会 028-3623 紫波郡矢巾町大字煙山 3-560-11 県林業技術センター内 019-698-1337

宮城県林業研究会連絡協議会 981-3602 黒川郡大衡村大衡字はぬ木 14　県林業技術総合センタ－内 022-345-2816

( 一社 ) 秋田県森と水の協会　林業後継者部会 010-0941 秋田市川尻町字大川反 170-169　森林環境会館内 018-883-1252

山形県林業グループ連絡協議会 990-2473 山形市松栄 1-5-41　山形県森林協会内 023-666-4331

福島県林研グループ連絡協議会 960-8043 福島市中町 5-18　林業会館内 024-521-3245

茨城県林業研究グループ連絡協議会 311-0122 那珂市戸 4692　県林業技術センター内 029-295-7318

栃木県林業振興協会 320-8501 宇都宮市塙田 1-1-20　県林業木材産業課内 028-623-3273

群馬県林業研究グループ連絡協議会 371-0854 前橋市大渡町 1-10-7　群馬県公社総合ビル６F 027-280-6254

埼玉県森林協会林業研究グループ部会 357-0212 飯能市井上 138　木楽里内 042-970-2007

千葉県林業研究会グループ連絡協議会 - （＊お問合せは全国林業研究グループ連絡協議会へ） 03-3583-8407

東京都林業研究グループ連絡協議会 190-0181 西多摩郡日の出町大久野 7852 東京都森林協会内 042-597-2881

神奈川県林業研究グループ連絡協議会 243-0018 厚木市中町 2-13-14 サンシャインビル 604　神奈川県森林協会内 046-240-0500

新潟県林業研究会連絡協議会 950-8570 新潟市中央区新光町 4-1　県林政課経営指導係内 025-280-5326

富山県林業研究グループ協議会 930-0004 富山市桜橋通り 5-13 富山興銀ビル 4階　県森林政策課内 076-444-3387

石川県林業研究グループ連絡協議会 929-0325 河北郡津幡町字加賀爪ホ１　潟端良子様方 076-254-5337

福井県山林協会普及部会林研分科会 910-0003 福井市松本 3丁目 16-10　福井県職員会館ビル 2F 0776-23-3753

山梨県林業研究グループ連絡協議会 409-2734 南巨摩郡早川町雨畑１（早川町森林組合内） 0556-20-5100

長野県林業研究グループ連絡協議会 380-0936 長野市岡田町 30-16 林業センター  ( 一社 ) 長野県林業普及協会内 026-226-5620

岐阜県林業グループ連絡協議会 501-3714 美濃市曽代 88 県立森林文化アカデミー内 0575-35-2535

静岡県林業研究グループ連絡協議会 420-8601 静岡市葵区追手町 9番 6号 県庁西館 9階  ( 公社 ) 静岡県山林協会内 054-255-4488

愛知県森林協会林業研究グループ分科会 460-0001 名古屋市中区丸の内 3-5-16　愛知県林業会館内 052-961-9730

三重県林業研究グループ連絡協議会 514-0003 津市桜橋 1丁目 104 番地（林業会館）林業技術普及協会内 059-228-0924

滋賀県林業研究グループ連絡協議会 520-2144 大津市大萱４丁目 17 番 30 号　林業協会内 077-599-4572

京都府林業研究グループ連絡協議会 604-8424 京都市中京区西ノ京樋ノ口町 123　京都府森林組合連合会内 075-841-1030

大阪府 （事務局なし）

兵庫県林業研究グループ連絡協議会 671-2515 宍粟市山崎町五十波 430　森林林業技術センター内 0790-62-2118

奈良県林業研究グループ連絡協議会 636-0202 磯城郡川西町結崎 862-29 衣田雅人 様方 0745-43-1327

和歌山県林業研究グループ連絡協議会 640-8585 和歌山市小松原通 1-1　和歌山県庁林業振興課内 073-441-2961

鳥取県林業研究グループ連絡協議会 680-0461 八頭郡八頭町郡家 763 番地 10（八頭中央森林組合内） 0858-72-1111

島根県林業研究グループ連絡協議会 690-8501 松江市殿町 1番地　県農林水産部林業課内 0852-22-5153

岡山県林業研究グループ連絡協議会 700-8570 岡山市北区内山下 2-4-6 県林政課内 086-226-7451

広島県林業研究グループ連絡協議会 730-8511 広島市中区基町 10-52 県農林水産局森林保全課内 082-513-4840

山口県林業研究グループ連絡協議会 753-8501 山口市滝町１- １ 県森林企画課内 083-933-3460

徳島県林業研究グループ連絡協議会 771-0134 徳島市川内町平石住吉 209-5　( 公社 ) 徳島森林づくり推進機構内 088-679-4103

香川県林業普及協会 760-0008 高松市中野町 23-2 香川県森林組合連合会内 090-7626-1788

愛媛県林業研究グループ連絡協議会 791-1205 上浮穴郡久万高原町菅生二番耕地 280-38　県林業研究センター内 0892-21-2266

高知県林業研究グループ連絡協議会 783-0055 南国市双葉台７番地１ 高知県森林組合連合会内 088-855-7050

福岡県林業研究グループ連合会 839-0827
久留米市山本町豊田 1438-2
福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター内

0942-45-7868

佐賀県林業研究グループ連絡協議会 840-0212 佐賀市大和町池上 3408　佐賀県林業試験場　普及指導課内 0952-62-0054

長崎県林業研究グループ連絡協議会 854-0063 諫早市貝津町 1122 番地 6 林業会館内 0957-25-0177

熊本県林業研究グループ連絡協議会 862-8570 熊本市中央区水前寺 6丁目 18-1 熊本県森林整備課内 096-333-2441

大分県林研グループ連合会 870-8501 大分市大手町 3-1-1　県林務管理課内 097-506-3823

宮崎県林業研究グループ連絡協議会 880-8501 宮崎市橘通東 2丁目 10 番 1号　県森林経営課内 0985-26-7154

鹿児島県林業研究グループ連絡協議会 892-0816 鹿児島市山下町 9-15 鹿児島県林業改良普及協会内 099-223-8550

沖縄県林業研究グループ連絡協議会 900-8570 那覇市泉崎 1-2-2　県森林管理課内 098-866-2295
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